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横浜北部オシ沼層下部層の長鼻類化石と古環境について
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Elephant Fossil from the Lower Part of Oshinuma Formation 

and Paleoenvilonment, Kawawa, Yokohama, Japan 

Akihiro KoizuMr, Yoshiaki MATSUSHIMA, Fusao ARAI 

Abstract 

Postcranial skeleton of fossil elephant, Kawawa specimen, is described from Middle Ple-

istocene, the lower part of the Oshinuma Formation, Kawawa, Yokohama, Japan. The mo・

rphological characteristics of the Kawawa specimen suggest that it belong to Palαeoloxo・

don cf. naumanni (MAKIYAMA, 1924). The Kawawa specimen is probably derかedfrom 

same individual, and is the first middle middle Pleistocene postcranial skeleton Palaeolo-

xodon discovered in the south巴rnKanto are丘.The strata, in which the Kawawa specimen 

occurs, was dated to be 30 to 35×104 years ago, based on the tephur・chronological

methods. That strata, Oshinuma formation, is distinguished by the one-cyclic sedi-

mentation caused by transgression and regression and is comparable to Simoniwa for-

mation in Oiso hill and Yabu formation in Boso peninsula. 

I .はじめに

横浜市緑区川和町の宅地造成地には， オシ沼砂J深層（羽鳥 ・寿円，1958. 以下本論文では後

述の理由によりオシ沼層上部層と呼ぶ〉と，これに覆われる層準不明確な海成泥層（高野，1987

の佐江戸層。本論文ではオ、／沼層下部層と呼ぶ〉が分布している。ここ数年の造成工事の進行に

ともない，後者のオシ沼層下部層から基盤（上総層群鶴川層〉との不整合面にかけての層準が広

く露出するよ うになり注意していた。 1988年11月6日にオシ沼層下部層下部の淡水成粘土層の

露出する壁面から， 筆者の一人小泉は象の肢骨化石を発見し， すくい脇から手根骨化石を数点含

むブロックおよび環椎化石を採集した。さらに奥にも象化石が埋まっていると予想されたため，

同年12月5日から 1週間にわたり，現地の工事関係者及び横浜国立大学地学教室の学生 ・研究

生らの協力を得て象化石の発掘を進めた。その結果，ほぼ完全な左右の上腕骨を含む， 前肢と

体幹前部からなる数十点の部分骨化石が得られた。 重複部位がみられず， 頭蓋や臼歯は発見さ

れていないが， ナウマンゾウに比較される 1頭分の長鼻類化石として 重要な資料であることが

わかった。以後クリ ーニ ンク作業を進め， 1989年5月になってその概要を把握できた。 化石骨

はいすeれも圧密による変形を受け， 風化により保存も悪く，脆弱である。同じ様な産出状況を

示した平塚市上吉沢産ナウマンゾウ（森・ 長谷川， 1985）の例は，発掘から保存処理の面で参考

になった。また，産出層準の確認のための調査過程で，包含層について従来と異なる知見が得

られたため，その概略を述べる。
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図1 A ：象化石発掘地点（1 Aの×印〉の位置およびオシ沼層の分布。打点部 ：上部層， 黒塗 ：下部

層。 B：；地質断面図〈位置はlAの矢印〉

II.地形地質概要

象化石の発掘地点（図 lAのx印〉は， 鶴見川と恩田川の合流点の北側， 多摩E面（オシ沼
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面〉の分布域内の丘陵地に位置する。図 1B tこは発掘地点を含む宅地造成地の東縁部の南北方向

の地質断面図を示す。この付近の丘陵地には，下部更新統の上総層群が基盤と して丘陵！日Mfllに

露出する。 これを不整合に覆って ， 1；~＇＇.~宅約30～50mtこは，上位に多摩Eローム層（岡ほか，1984)

から上のロ ーム層をのせる中部更新統の海成段丘堆積物である， 相模層群オシ沼層 （最大層厚

20m〕が分布する。この南側の標高約15～35mには，最終間氷j切に形成された海成の相模層群

下末吉層（最大層厚20m）が，下位間に不整合で重なる。これら一連の地層を解析して，より新

期の河成段丘堆積物及びローム層が側方低位に分布する。
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m.象化石発掘地点の層序

図2 象化石発掘地点の総合柱状図

象化石発掘層準は総合柱状区IC図2）に示した。図4cに示したよ うに不整合面上にオシ沼層

のほとんど全ての層準が連続して観察された。調査地付近のオシ沼下部層 （再定義〉の下部は，

基盤の上総層群鶴川層の砂岩層を不整合に覆い， 植物片を多量に含む淘汰不良な磯混じりのl注

水成砂泥互層（層厚約5m）からなる。象化石は谷埋め性の急傾斜する不整合面から数m離れた

所から産出した （図 3a）。同時にカエデ類 Acersp.の翼果， コナンキンハゼ Saρiumsebi-

f erm (L.) RoxB・var.ρleistoceacaM1正Iの実，オニグルミ ］uglansailanthifolia CARR 

の実などの植物化石や昆虫化石も産出した。また象化石包含層の直下には，高さ50cm直径40Cm

ほどの立木の株を産した。 根の長さはsocm以上あった（図 3b）。象化石包含層の約zm上位に
は中～粗粒砂大のスコリア薄層があり，発掘地点付近では鍵層と して追跡できた。さらにこの

スコリア層の約 lm上位より， 内消性貝化石を含む海成粘土層（層厚約lQm〕となる。その上
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部には連続性の良い腐泥質粘土層の薄層が一枚挟在する。表 1に海成層から産出した貝化石リ

スト を示した。なお，木地域の貝化石は全て殻の溶けたME型と雌型になっている。海成層は層

相と産出する貝煩の種類により上下2層に分けられ，下部はカウアイ Cerithideoρsilla

djadjari・ensis(MARTIN），ハイガイ Tegillarcagranosa (LINNAEUS〕，オキゾシミ Cyclinα

一一－－－一一 、::r－で！？事

b塁~~鱒場輯監鑑譲欝欝 c d 
図3 a：南東側からみた発掘地点。左上腕骨に石膏をかけたところ。露頭奥（三角形の明色部〉に基

盤の上総層群が露出する。 b：現地性の切株〔手前〉と右上腕骨（スケーノレの上保0，椀骨の一部。
c . d：ェイ類脊椎骨（c，側面， d；前面，スケーノレは10皿〉
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c 

図4 a：ローム礁を産した露頭，スケーノレ（左端〉は2m, b : a露頭中のローム礁の産状，

c：；象化石発掘地点の周囲（a露頭と道路をはさんで東側〉の様子，スケーノレ（左下）は

2m，矢印が象化石発掘地点。
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表1 i ！市h てンJ付τご自＇5層序良化石リ ス内

層準 下部 上部

F重 名 標高（m) 37～40 40～43 和名

GASTOROPODA 
Ce「lthidea cin即lata(Gme「in) 。 ヘナ9'!
Ce「Jthideopsilla djadja「iensis(Marti口） ． カウ7イ
Battillaria zonaris (Brugui巴re) 。 イホウミニナ
Reticunassa festiva (Powys) 。 77ムシ日力イ
Phil l口ea「gentataGould 。 キセワp
PELECYPODA 
Scapharca subcrenata (Lischk巴） 。 サI＇ホvウかイ
Tegillarca granosa (Linnaeus) 。 ／＼イYイ
Husculista senhousia (Benson) ． 。ホhトキ1かイ
Mizuhopecten tokyo巴nsis(Toku口aga) 。 トウキョウホヲテ
Pi llucina pisidi um (Dunke「） 。ウメJIけかイ
Fulvia mutica (Reeve) 。 トリγィ
Cyclina sinensis (Gmelin) 。 オキシγミ
Dosinella pe日icillata (Reeve) 。ウラIJIJ"ミかイ
Paphia (Neotapes) undulata (Born) 。イヨスヲレかイ
Ra色tellopuspulchellus (A.Ada皿uset Reev日） 。チヨJI¥ナカイ
Hoerella rutila (Dunker) 。 ユウジオカイ
Macoma incongrua (Martens) 。 ヒメシ7トリかイ
Theora f「agilisA.Adamus ． ジスボクカイ

e abundant c・common o : ra「巴

chinensz・S (GMELIN）なとeの湾奥部の潮間帯に生息する干潟群集構成種（松島，1984）で占めら

れ， 特に海成層基底付近にはオキシジミ Cyclinachinensis (GMELIN), カウアイ Cerithid-

eoρsilla djadjariensz・S (MARTIN）が目立つ。軟骨魚類エイ類の脊椎骨（図 3 c' d）が産出

した。 一方，j毎成層の上部はシズクカイ Theorafragilz・sA . ADAMUS，イヨスダレ Paphi a 

(Neota1りes)undulata (BoRN），ウラカガミ Dosinella1うenicillata(REEVE）などの湾中央

官の朝下帯泥質底に生息する内湾泥底群集構成種（松島， 1984）が認められる。さらにこの層

準では硬骨魚類の骨片，オニクソレミ ］uglansailanthifolz・σCARR，マツ類 Pinussp.の球果，

小型のブナ（ヒメブナ） Fagus microcarρσMIKIの殻斗が共産した。

この海成層を浸食面で覆うォ 、／沼層上部層〔層厚5～lQm，再定義〕は，クロスラ ミナの発達

する砂層を主とし基底部には硬砂岩 ・チャ ー 卜などの古期岩類の円際や緑色凝灰岩の亜円礁，

多量の粘土の小磯（偽磯〉を含む。緑灰色の砂質粘土層， 木材 ・植物片混じりの泥炭質粘土質

砂層をレンズ状に狭在する。さらに卜ウヒ類 Piceasp.の球果を多量に産出する部分が数ケ所

あった。このオシ沼層上部層は GoP1 （ゴマシオ第1軽石 ．皆川・ 町田， 1971）以上のテフラ

を狭在する風成ローム層に整合に覆われ，その堆積面は多摩E面になる。

N.象化石産出層準の認定とオシ沼層の堆積環境

今回の発掘現場から連続露頭を水平方向西側に30m離れた露頭 （図4a）の谷埋め不整合面か

ら数m南側の， 象化石の包含層とほぼ同層準の火山灰質粘土層中には， やや円謄された中際大

のローム礁が層理に沿ってかなり多く 含まれている（図4b）。機種はベーシュ色細粒火山灰，

黄色軽石，乳灰色火山灰質ロ ーム，灰褐色ローム，黒褐色チョコローム，やや固結した青緑色粘

土など変化に富む。この中でベージュ色細粒火山灰擦は，微細（平均最大粒径0.2～0.3凹〉な火
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表乙 ［」 ム撲の凶行記中tWJ特＇＂＇

sample no M11fic Mine「al& Ref「activeIndex 
shape of glass range me11日「旦nge mode 

880618A bi 》（g「.ho,opx) g]: !. 498 !. 500 1. 498戸！.499 
川和，D-M！里 opx: !. 705士

cl, pm(O. 2mm) gr. ho:!. 693-1. 696 

8806188 gr.ho, (opx,cpx) g): 1.497-1.500 l. 498-1. 499 
川和！日－M！震 (bi. poor) opx: 1. 703-1 . 707 

cl,pm(0.3mm) gr. ho: l. 667 !. 672 

880618C gr .ho) bi ,opx, gl:l.497 1.500 1.498-1.499 
川和，日－M祭 (cpx) opx: !. 703-1. 718 1. 705士の自形あり mix. 

cl, pm(O .2 3mm) gr. ho: !. 667 !. 672 

standard bi) gr.ho,opx gl:l.498 1.500 
TE ~（＝ HBP) opx: 1. 704-1. 707 l. 705 ± 
鴨沢ミカキ砂 cl, pm E「.ho:l.667-1.673 l. 667 l. 670 

Abb「eviations:cl .co lo「less;pm,pumice type; gr,g「een;

山ガラス片〈軽石型，無色〉と， 黒雲母片を多量に含むことが特徴であり，ほかに本質部質とみな

せる角閃石・糾方輝石などの微細斑品を含んでいる。この岩相は，これまで知られているGoP1 

以前のテフラの中では， HBP（八王子黒雲母軽石：皆川 ・町田，1971）に酷似する。

そこで，近接して産した3個のテフラ礁の鉱物分析を行い，比較のため HBPに対比されてい

る大磯丘陵の TE5 （町田ほか， 1974）の分析結果を合わせて表2に示した。テフラ際Aの肉眼

岩相はベーシュ色細粒火山灰で， テフラの純度は高くみえるが重鉱物に乏しい。分析量が少な

かったため斜方輝石，緑色角閃石の屈折率は数片の鉱物片の値で代表させた。テフラ陳B,Cは肉

眼的にみてテフラに上下のロームがやや混じった部分のテフラ礁とみられ，テフラの純度は低

し、。これは生物撹乱などによるものと思われる。火山ガラスはAよりやや粗し、。 Bには石質片

も含まれる。

テフラ陳A, B, Cとも，火山ガラスの屈折率やその形態は酷似し，TE5と一致する。 Aの

緑色角閃石の屈折率は酸化のためか高く， TE5と合わないが，斜方輝石の屈折率は一致する。

なお， 最近になって，模式地（大磯E陵鴨沢〉におけるTE 5の下底部には，高屈折率 CN2

>L 690）を示す角閃石も伴うことがわかってきたので，テフラ際Aは そのような部分に由来

する可能性がある。 一方， 斜方輝石，緑色角閃石の屈折率は TE5と一致する。以上から，こ

れらのテフラ礁はTE5 (=HBP）である可能性が高い。

すなわち， 象化石の産出層準は， テフラ層序からみてオン沼海進期（岡ほか， 1984）の初期

と考えられる。この海進期は 018O変動曲線のステージ 9(30～35万年前〉に対比されている

（町田ほか， 1980）。南関東におけるこの海進期初期の堆積物は，これまで大磯丘陵の下庭層〈上

杉ほか， 1985）と，横浜市南区永田町の Tc層（町田ほか， 1974の Loe.7。図 lAの企印〉，

房総半島の薮層（徳橋・遠藤， 1984）に知られていた。その後の調査で新たに，横浜市緑区西八

朔町および港南区上永谷町にも，同層準と考えられる堆積物が観察された。前者は象化石産地に

連続する古東京湾側に3 後者は現在の相模湾側に聞いた内湾湾奥部に堆積したと推定される。

図IAにはオ、ノ沼層相当層の分布を示した。発掘地点のオシ沼層は，先に述べた層相の垂直変

化を示すことから，下部層が海進期の内湾性±fH貨物，上部層が海水準停滞期～海退期の三角州性

堆積物（前置層～頂置層〉と考えられ，全体として 1堆積サイクルの一連の堆積物として認めら

れる。一方，発掘地点の北方，緑区川和町の北部から川崎市多摩区， および南方の緑区鴨居町
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から保土ヶ谷区藤塚町にかけての地域のオシ沼層は，下位層との不整合面に穿孔性貝類による

巣穴化石のみられる海浜成砂層を主とする波食台性堆積物である。すなわち， オシ沼層堆積時

には既に鶴見川と思田川の合流地点付近に注ぐ河川があったと推定される。 また， 未固結のロ

ーム磯は谷埋め性の急傾斜する不整合商に近いほど多く 含まれるため，オシ沼海進期初期には，

TEテフラ累層（町田ほか，1974）相当の風成ローム層が付近に分布していたと考えられる。

発掘地点は， 以下のような環境の変遷をたどったことが推定される。海面低下期に形成され

た河谷底が沼沢地て・あった頃，そこへ象が埋没した。その後，海面上昇と共に溺れ谷が形成され

湾奥の干潟にな り，さらに海進が進み泥深い入り江が広がった。海進のピークを過ぎると後背地

から流入する河川が押し出してきて下位層を削り込んで砂層を堆積した。このオシ沼上部層堆

積j切の気候は トウヒの球果が多産することから現在よりも冷涼だったらしし、。そして GoP1降

灰時には離水した。

v.象化石の産状

化石骨は，横浜市緑区川和町の宅地造成地内で発掘した範囲およそ 5m四方のうち，約3m

四方の範囲に散乱していた（図3a，図5〕。発見時の壁面を図5の右側に点線で示した。これ

より東側にあったであろうものは， 造成工事で既に除去され， 調査できなかった。発掘された

部分骨は破片を含めて約50点ある。手根骨や椎骨の－f,[~に隣合う部位がつながっていたものも

あるが，全体的な配列に規則性は認められなし、。 しかし上腕骨，肪骨などは東北東及び北北

西方面に向くものが多し、。これは，谷埋め不整合面を形成する斜面の走行方向に一致する。死

後，分解は進んだが，埋没地点までの移動は短かかったと考えられる。

産出地点のすぐ北西側には基盤の高まりがあり， 図4中の左下がりの破線の北側の化石骨包

含層は，この北西側にある基盤との不整合面に近いために地下水の影響で風化 （酸化〉が進み，

褐鉄鉱を晶出して固結している。 この線に近いほど化石骨の圧密が進んでおり， 特に肋骨の大

部分は上下方向にに潰れて厚さ 5皿前後の薄板状になっていた。

化石骨は脱灰が進んでいるためか， チーズ程度の硬さで，指でふれると容易に崩れ細片化し

た。乾燥すると収縮して亀裂が生じ内部の空洞が広がった。補強 ・クリーニングの終了後で

も，大きさの割に軽量である。

VI.化石骨の記載 ・比較

今回の発掘調査で採集した標本を「川和標本」と呼ぶ、。ここでは全体の形が残っていて分類

上重要なものについてその概要を述べる。計測値は乾燥後のもので，乾燥収縮による補正はし

ていなし、。ここに報告する標本は，神奈川県立博物館に収蔵する。

Genus Palaeoloxodon MATSUMOTO, 1924 

Palaeoloxodon cf. naumanni (MAKIYAMA. 1924) 

1) 環椎（KPMG-7900図6a, b, C, d，図 71)遠位面を上にして産した。右側関節嵩と横突

起の一部を欠くほかは，ほぼ原型をとどめている。全体的に前後に若干潰れている。前関節富は

大きく，輪郭は楕円形で，各々の関節面は腎臓形をなす。後関節富は各々の関節面はひし形に近

く，その上縁は背側弓に滑らかに連続する。背側結節中央頂部は前後に溝状に窪む。椎孔は中央

でくびれ，背側が大きく腹側が小さい。腹側結節がよく発達する。横突孔は横突起の大きさに比

べて幅広い。左背側弓の前半の基部には横方向に直径15凹の推骨動脈管が貫通する。右背側弓の

9 
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a 

c 

. t,• 

d 

図6 環椎， 6 a：腹面， b：近位面，6 c：背面， 6d：遠｛立面

x 0. 33 

前半の基部は欠損し， 椎骨動脈管の内側が露出する。最大高 ：167皿， 最大横径 ：280＋皿，関

節高最大前後長 ：82＋皿，後関節嵩最大幅 ：184士皿，前関節富最大幅 ：190士回。

遠位面の比較図を図7に示す。以下の標本と比較した。 Palaeoloxodonnaumanniの浜町標

本（日本橋ナウマンゾウ研究グループ， 1978，図72）および高尾コレクシ ョン（国科博標本，

NSM PV 14251 ; 14252図7-3 ), P. antiquusの Pontecorvo標本（DeLoRENzo and D’ 

ERASMO, 1927，図7-4),Mam1 
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maxim us （古脊椎動物クボループ， 1975，図7-6）およびLoxodontaafricana （同左，図 7-7), 

S.'aurorae （坂本ほか， 1988，図7-8 ), Ste god on huanghoensis （黄河象研究小組， 1975,

図7-9 ), Mammut americanum (OLSEN, 1972，図 7-10〕。

川和標本に認められる Paleoloxodon屈に共通な特徴は， 後関節？.tr；の各々の関節面の輪郭は
ひし形に近く， 後関節富から背側弓にかけて滑らかに連なる稜をなす点である。 以上の特徴か

ら， 後関節筏が腎）臓形の Mai仰nut 属 • Stegodon属や， 後関節簡が楕円形で背側弓との間

／／宍入＼

C/ ｛｝よ~］？
6 

パ~~

／℃「 ；Jr<ij-
J二v4

＇！｛ミベ ） 

/ ' ＇，、

P（~L&), ＂~ 
.:--'O ＿＿；＇－：：－メ
可~ 10 

図7 環椎の比較， l：川和標本， 2 : Palaeoloxodon naumanniの浜町標本（日本橋ナ
ウマンゾウ研究グループ， 1978),3 : P. nauman仰の高尾コ レクション（HASEGAWA,
1972. NSM PV-14253), 4 : P. anatiquusの Pontecorvo標本〔D巴 LORENZOand 
D’ERASMO, 1927), 5 : Mammuthus primigenius (OLSEN, 1972〕， 6: Elφhas 
maximus （古脊椎動物グノレープ，1975〕， 7 : Loxodonta africana （古脊椎動物グノレ
ープ， 1975〕， 8 : Stegodon aurorae （坂本ほか， 1988〕， 9: S. huanghoensis 

（黄河象研究小組，1975), 10: Mammut americanum (OLSEN, 1972〕

注〉 口0.2～10は改写。
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が潜で隔てられる Loxo-donta属 ・Eleρhas属とは区別される。 Palaeoloxodonの仁｜二lで川和

標本は，変形量をさしヲ11,、ても，椎休の高さに比べて関節面が111日広い。なお環椎から種名を決定

する特徴が得られなかった。

なお，これら特徴は，大きさの近い頭骨や切歯から雌成獣とされる P.naumanniの浜lllJ標

本と対照的であり，性差を示している可能性がある。

2) 上腕骨 左上腕骨（KPMG-7901図9a, b, C, d，図10-1）・右上腕骨（KPMG-7902図

9-e, f, g, h）；変形度合いを調べるために， 川和標本と，変形のほとんどみられない瀬戸内海産ナ

ウマンゾウ，高尾コレクションの上腕骨（NSM,PV-14088）との横断面を図8に示すa～cの

3ポイン 卜で比較した。左上腕骨は前面を上にして埋没していたため，前後方向に圧縮されてい

る。骨体中央で大結節肢の前面および後外側面は内側に折れて陥没しており（図8-3a），また，

骨頭の裏側の大結節rl1T面は上からえ ぐりと ったように大きく陥没している。右上腕骨は外側面

を上にしていたため，内外方向に左上腕骨より短縮して，遠位部は左上腕骨より幅狭い。近位部

は左上腕骨よりもつぶれが少なし、。なお左上腕骨は，川和標本と左右l隔のほぼ等しい P.nau-

manniの大木根標本の上腕骨に対して， 滑］j［前後幅は2/3になっている。

大結節一三角筋粗而を結ぶ稜は， 遠位に向かい骨体中央まで幅を狭めずに発達し，三角筋粗

商の所で外側に強〈突出する。骨体内側面は外側に凸湾する。上腕骨滑車の下端を連ねた線は

骨体の軸に対して外側に下がる。外側上頼稜はよく 発達し， その上限は高い位置にある。内側

上穎の最大突出部も高い位置にある。鈎突富の最も窪む所は内側寄りにある。 肘頭簡はl幅広く

鈎突富より も深L、。計／J[!J値とその比較を以下に示す。

図10に示した以下のものと比較した。 Palaeoloxodonnaumanniの忠類標本〈亀井，1978,

小泉・松島 ・新井 ：横浜北部，12 

3 

1,., 3: 50 

面外
日し

a 

cm 

c：滑車の2倍の高さ，
e：川手目標本 ，左， f : 

a,., c: 5 
一－1 ----2 ・－・・・…3 

図8 上腕骨横断面の比較， a：骨体中央部，b：三角筋援下端，
d : P. naumanniの高尾コレクション（NSM,PV-14088), 
川和標本 ；右（左右を反転して示す〉
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図9 左上腕骨， a：前面， b：外側面， c：内側面， d：後函

右上腕骨，e：前面，f：外側面， g ：内側面，h：；後面

x 0. 33 
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2 3 4 5 

6 7 8 9 10 

図10 上腕骨の比較， 10-1：川和標本，10-2: Palaeoloxodon naumanniの忠類標本〔亀井， 1978),

10-3 : P. antiquusの Upnor標本（ANDREWSand CooPER, 1928), 10-4 : P. naumanniの大木根

標本（長谷川 ・蟹江，1971YCM GP-210), 10-5 : Elφhas maximus （周 ・張，1974), 10-6 : Lo-
xodonta africana （国科博標本），10-7 : Mammuthus prtmigenius (OLSEN, 1972〕，10-8: Stegodon 

trigonosephalus (Hoo1JE1t, 1955), 10-9 : S. huanghoensis （黄河象研究小組，1975), 10-10: 

Mammut americanum (OLSEN, 1972) 

注〕 no 2～5, 7～10は改写。no.2, 5, 7, 8, 9, 10は左右を反転して示した。
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川和標本 忠類椋木 大木恨標本 Upnor標本
P. naumanni P. nauma抑制 P. antiquus 

左 右 左 右 左

最 大 長 m 750 779 795士 795 673 1290 

骨頭部最大幅 195 195 188 

遠位側最大幅 205 185 215 204 350 

f骨 車 幅 150 190 170+ 182 158 

滑車前後幅 82 80 126 

図102）および大木根標本（長谷川 ・蟹江，1971，図104), P. antiquusの Upnor1栗本（Aw

DREws and CooPER, 1928，図10 3 ), Eleρhas maximus （周・張， 1974, 図10-5）および

Loxodonta africana （国利博標本，図106), Mammuthsρrimigenius (OLsEN, 1972，図

10-7 ), Stegodon trigonoseρhalus (Hooij巴r,1955，図108), Stegodon huanghoensis 

（黄河象研究小組， 1975，図109), Mammut americanum (OLSEN, 1972，図10-10）。

上腕骨の全体的プロポーショ ンは Mammut 属 • Stegodon属川和標本と， Palaeoloxodon

属， Eleρhas 属・ Loxodonta 属• 1Vlammuthus属の順に前者ほど太短い。川和標本に認めら

れる，①大結節一三角筋粗面を結ぶ稜がよく発達すること，②内側上頼の最大突出部が高い位置

にあること， ③鈎突富の最も窪む所が内側寄りで， ④骨体内側面が外側に強く湾山し，⑤全体

的にがっしりしている点は， Palaeoloxodon属に共通してみられる。なお川和標本は， Palae-

oloxodon属の中では， 外側上頼稜の外｛日~方への突出がやや悪い。上腕骨からもPalaeoloxodon

属の中で種名を区別する特徴を得ていたい。これまで日本列島から報告されている頭蓋 および

臼歯を伴なわない Palaeoloxodon属の四肢骨化石は，周辺の同層準とみられる地層から別に

産した臼歯の形態や産出年代にもとづいて P.naumanniとされているもののみであるため，

木報告では P.sp., cf. naumanniとしておく。種名についての詳細は，より古い時代からの

産出が報告されているインドや中国北部のナルノミ夕、ゾウ P.namadics，欧州のアンチクウスゾ

ウP.仰 1tz・quusなどの Palaeoloxodon属の上腕骨とも直接比ii交した上で考えるべきである。

川和標本は， 日本列島におけるナウマンゾウ P.naumanniの体幹 ・体肢骨としては，産出層

準とその年代が明らかなものの中では最古の記録の一つになる。

川和標本の上腕骨の大きさはM2段階の雄とされる忠類標本に匹敵し， 日本産ナウマンゾウ

としては中程度の大きさになる。川和標本を保持していた個体の推定肩高は， ナウマンゾウの

忠類標本の上腕骨と推定肩高との比率をあてはめると，およそ2.3m前後に見積もられる。

3) 右榛骨 遠位よりの所と遠位の骨端線の所で3つに折れて， 前面を上に向けて産した。

全体的に前後方向に潰れている。遠位骨端部は風化が進み， 表面が浸食されて海綿質が露出し

ている。骨体中央前面を遠位外側から近位内側に走る稜が発達している。この稜と近位内側縁

の聞は陥没している。折れていた 3部分をつなげた全長は，およそ68Cmある。

4) 左手根骨 大菱形骨を除く 6個の手根骨，種子骨， 基節骨， 風化で表面形態が判別不能

な塊状の骨，以上の 9点が， 約30cm立方の範囲に関節状態に近い位置を保ち， 近位を下にして

産した。同一個体で 1組の手根骨は， ナウマンゾウとしては野尻湖のもの（野尻湖晴乳類クール

ープ， 1987）に次いで2例目になる。

四．まとめ

横浜市緑区川和町のオシ沼層下部層から上腕骨を含め， 総計数十点におよぶ 1個体分の長鼻
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16 小泉 ・ 松島 ・ 新~＝I二 ： 横浜北部， オシ沼層下部層の長品類化石と古環境について

類化石が産出した。環推と上腕骨の比較検討からこの長鼻類化石はPalaeoloxodon属に属し，

ナウマンゾウである可能性が高し、。ナウマンゾウとしては中程度の大きさになる。 包含層の年

代はテフラ対比により，およそ30～35万年前のオシ沼海進期初期である。この層準の 1個体分

のナウマンゾウ骨格化石と しては，南関東で初めての産出例であり，日本列島においても最古の

記録のひとつと思われる。下末吉期以降に多いナウマン ソ守ウ（長谷川 ・松島，1985）の起源 ・

時代的変化を考える上で役に立つ。

産出地点のオゾ沼層は，一連の海進海退を示す 1サイクルのij主積物として認められ，大磯丘陵

の下庭層 ・房総半島の薮層に対比される。下部の干潟群集から上部の内湾泥底群集へ移り変わ

るオシ沼層下部層の貝化石群集の内容が初めて明らかとなった。

今後はさらに比較検討を進めて，個体差 ・性差 ・時代差を考慮したナウマンゾウの 体幹体肢

骨の属 ・種としての形態的特徴を明らかにすることが期待される。
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愛知県刈谷付近の碧海層の貝化石

松 島 義
コ己z二
耳主

〔神奈川県立博物館〉

Late Pleistocene Molluscan Fossils from the Hekikai Formation, 

Kariya District, Aichi Prefecture 

y oshiaki MA  TUSHIMA 

Summary 

Molluscan fossils were collected from 12 localities of the late Pleistocene Hekikai 

Formation, distributed in Kariya district, Aichi Prefecture (Fig. 2). The formation 

is thought to be deposited i日 ainner bay environment. The age of the formation is 

beyond 36Ky according to 14C dating, and is regarded as 50-60Ky old based on the age 

of the correlative Atsuta Formation. Sixty-three molluscan species were identified, 

including 36 pelecipod, 1 scaphopod and 26 gastropod species (Table 1). The living 

analogs of molluscs are inhabitants of inn巴rbay tidal flat, and sandy to muddy bottom 

just below the tidal zone of inner bay. Most of the shells in these assemblages are 

consider巴dto be autochthonous judging from their mode of occurrences and species 

combination. The fauna consists of five embayment associations. Distribution of the 

associations in the restored bay well accord with the distribution of the sedimentary 

facies, and both distributions are, in turn,controlled by the physiography of the bay. 

The associations and principal compositions are as fellows. 

1; tidal river association: Corbz・cula j aρonica and Cerithidea rhizoρharm, which 

are now living characteristcally in sandy silt facies of the rivermouth area. 

2: tidal flat association: The association is found in the innermost area of Paleo 

Hekikai Bay, and is characterrized by the tidal flat species such as Tegillarca granosa, 

Crassostrea gigas, Cyclina sinensis and Batillaria zonαlis. 

3: inner bay sandy bottom association: Meretrix lusoria, Phacosoma japonica and 

M actra venerif orumis are dominant in sand and sandy silt facies of the inner bay. 

4; inn巴r-baymuddy bottom association・ Dosinellaρenicillata, Paρhi a und ulata and 

Raραna thomasiana are dominant in silt and mud facies of the C巴ntalpart the bay. 

5; inner-bay rocky bottom association Barbatia virescens, Callisella heroldi are 

dominant in gravel and rocky facies of the cental part of the bay. 

Among those associations, those of the tidal flat and inner-bay sandy bottoms are 

widely distributed in the Paleo H巴kikaiBay (Fig. 5). 

Most of the species are known from the pr巴sentday Mikawa Bay adjacent to Paleo-

Hekikai Bay. However, there are Niρρonarca bistrigata, Trisidos tortuosa kiyonoi 

and Dendostreαρaulucci ae, confined to the mud bed of the Hekikai Formation, are 

absent in recent Mikawa Bay and lse Bay. 
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1. はじめに

三河湾湾奥の碧海台地を構成する後期更新統の碧海層は，町田ほか(1962）の研究により主に

矢作川西岸側に発達しており， 上流から下流に向って扇状地相から三角川、Ii＇、目へ一連の層相変化
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図1：西三河地域における地形分類（町田ほか，1962〕と調査地域

A ：本調査地域 （図2), B：糸魚川・ 中｝/I(1968）の調査地点
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を示す地層である ことが明らかにされている。碧海層の貝化石については， これまで木地域の

南方の産地からの糸魚川・ 中JII (1968）による研究が良く知られていた。 しかし， 杉浦 (1975;

79; 78など〉によれば刈谷を中心とする本地域の碧海層からも 3 多数の地点で只化石の産出が

明らかにされている。今回の調査地域は， 図1に示すように碧海台地の北西部に位置し，三角

川、｜相の分布する範囲に含まれる。この刈谷を中心とする本地域の岩海層からは上述のように多

くの地点で多数の貝化石が産出 （杉浦，1975;79 ; 80など〕している。 しかし 露頭が少なく

碧海層の細部については， ほとんど分かっていなかった。 近年木地域では大規模な開発が著し

し各種の建設工事に伴う地質ボーリングが数多く掘削され， 露頭も出現した。その中で碧海

層の海成シル ト層が確認され， また貝化石が産出した。これらの資料はこの地域に分布する碧

海層の形成を解明する上で大変重要なものである。そこで木稿ではこの貝化石を群集として把

らえ，その生態的特徴や層相などを検討して，本地域に発達する碧海層の堆積環境を明らかに

することを試みる。

図2：刈谷付近の碧海層から明らかになった貝化石産出地点（￥〉
A-B：碧海台地の東西地質断面図位置〈図3〕

2. メlj谷付近の碧海層産員化石

21 

刈谷市域および隣接する地域に広く分布する碧海層から， 最近相次いで貝化石が発掘された。

これまでに明らかになった貝化石の産出地点は， 図2のように碧海台地上と台地を浸食して流

れる境川， 逢妻川， 猿渡川の沖積低地の12箇所である。それら貝化石の産出層準は，地表より

0.5～17 m 下の海抜10.0～一7.8m に見られる粘土層から砂質シルト層である。多数のボー
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表 1 ：刈谷付近の碧海層から産出した 貝化石表（刈谷市史編さん編集委員会， 1989より〕
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リンク資料によると， これらの貝化石を含むシル卜層は，海抜10～一 12mの範囲にあること

が確認されている（図 3）。なお，この海成シル ト層の分布範聞は，刈谷市域から東南の知立市

域，北西の大府市北埼町付近にかけて広くみられる（井関 ・杉浦，1986）。

lZ地点全体で明らかになった貝化石の産出種数は， 二枚貝類が36種，角貝類が1種，巻貝類

が26種の合計63種である（表 1）。そしてこれらの貝類は，いずれも内湾性種で知られ，中でも

20 ~ A "14 ',' ~ I ," '1' ',' ',' '1' ~ · ・;' ~· 'i' ~ 1 '1' B 

I 0 

-I 0 

-20 

0 I km 
-30 」－・E・－ー色目ー・ーー・・J

図3：刈谷付近の碧海台地における東西地質断面図（井関 ・杉浦，1986)

熱帯種のヒメエカイ， ピョウプガイ， カモノアシガキを除けばすべて現在の伊勢湾3 三河湾や

衣ヶMl湾で生息する種である。なお， ハイガイは1962年まで衣ヶ浦湾で生息していたが，その

後絶滅した（松島， 1989）。

各地点ごとに貝化石の産出状況をみると，産出種類数では，最も多いところが site15の41種，

少ないところが site17, 18, 23の3種であり，平均すると16～17種となる。このよ うに産出種

類数に大きな聞きので、たことは，調査収集した資料の量の多少によるものと考えられる。すな

わち， site15とか21は建設工事現場の露頭から直接採取できたものであり， site23などのよ う

に地質調査に用いられたボーリング ・コアから得られたものなど変化に富んでいる。

種類が明らかになった63種の貝化石の中から，生息場所とか生息深度あるいは底質など生態

的な特徴のはっきりした種をまとめてみると，次のよ うな5貝類群集に整理することができる。

すなわちA：ヤマト シジし フトへナタリなど河口や潟のような汽水域に生息する種類（以下

感潮域群集），B：ハイガイ，カモノアシガキ，マガキ，ウネナシトマヤガイ，オキシジミ，イ

チョウシラトリガイ，ウミニナ，イボウミニナ， へナタリ， カワアイなど湾奥部の泥質の干潟

に生息する種類（干潟群集〕， C：サルボウ，ハマグリ，カガミ カ、イ，アサリ ，シオフキ，ヒメ

シラトリガイ，マテガイ，オオノガイ， イボキサゴ， ツメタガイ，アラムシロガイなど湾奥部

から湾中央部の潮間帯砂質底に生息する種類（内湾砂底群集）， D ：ビョウブガイ，タイラギ，

ウラカガミガイ，イヨス夕、レガイ，アオサギガイ，ヤカドツノガイ，アカニシ3 コヤスツララカ、、

イなど湾中央部の潮下帯泥質底に生息する種類（内湾泥底群集）， E：カリガネエガイ， ナミマ

ガシワ，キグザルガイ， ニオガイ，カモメガイ， カモメガイモドキ， ツボミ ， コガモガイ， ス

ガイ， イボニシ， カゴメガイ， ノミニナなど岩礁あるいは岩礁底海岸の潮間帯で地層や岩石ーに

穿孔または付着などしている種類〈岩礁性群集〉に区分できる。この5貝類群集に注目して，

各地点ごとの貝化石について検討してみる。

( 1) : site 9は猿渡川の低地に位置する知立市上重原町の名豊バイパス上重原高架橋地点で

ある。本地点の貝化石は，海抜一1.1～－3.2mのシルト層から得られた。ここではハイガイ，
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マガキ，ウネナシトマヤガイ， オキシジミ， イボウミニナ， へナタリなどからなる干潟群集を

主体にサルボウ， アサリ ，アラムシロガイなどの内湾砂底群集構成種とかマカ守キの殻に付着す

るナ ミマガシワ， マガキの殻に穿孔するカモメガイなどの岩礁性群集構成種が共産する。特に

ハイガイ は老成した大型のものが多く，マガキもよく成長して大型のものからなり，カキ礁を形

成していたらしし、。このような産状から判断して木地点は， 泥質の干潟の発達する湾奥に位置

していたと考えられる。なお本地点のマガキの 14c年代測定値は，19.320士1.210yrBPである。
( 2) : site 11は逢妻川の低地に位置する刈谷市中手町の第2知多火力発電所鉄塔54号地点で

ある。木地点の貝化石は，海抜一1.0～ 2.5mの粘土層から得られた。ここではハイガイ，マ

カーキ，カモノアシガキ， ウネナシトマヤガイ， オキシジミ ， ウミ ニナ， へナタリなどからなる

干潟群集を主体にサルボウ， カガミガイ， ヒメシラトリガイ， アラ ムシロガイなどの内湾砂底

群集構成種とかウラカガミガイ， イヨスダレガイ， アカニシなどの内湾泥底群集構成種が共産

し多様な種構成となる。このような産状から判断して本地点は，干潟の発達する、湾奥部でも水

深のやや大きいところに位置していたと考えられる。なお本地点のアカニシの 14c年代測定値
は，22,160士750yrBPである。

( 3) : site 12はsite11から約400m下流の逢妻川低地に位置する刈谷市三田町地点である。

木地点の貝化石は，海抜0.9～－l.4mの粘土層から得られた。ここではハイ ガイ，マガキ，ウ

ネナシトマヤガイ，ウミニナ，イボウミニナ， へナタリなどからなる干潟群集を主体にサルボウ，

ハマグリ， アサリなどの内湾砂底群集構成種とかウラカガミガイ， アカ ニシなどの内湾泥底群

集構成種とかナミマガシワ，カモメガイ，スガイなどの岩礁性群集構成種が共産し，site11と

少し異なった種構成を示す。 しかし本地点でもマガキは殻長が60Cmを超えるものもあり，かな

りの規模のカキ礁を形成していた。このような産状から判断して，木地点も site11と同様に，干

潟が広く発達する湾奥部であったと考えられる。なお本地点のマガキの14c年代測定値は，23.
440士860yrBPであり，site11と同時期の年代を示す。

(4): site 14はsite12から約l,500 m下流の逢妻川低地に位置する刈谷市城町の流域下水道

地点である。木地点の貝化石は，海抜一10.Smの粘土層から得られた。ここでは植物化石と共に

ハイガイ，マガキ，ウネナシトマヤガイ 3 オキ、ンジミ， イボウミ ニナ， ヘナタリなどからなる

干潟群集を主体にサノレボウ， ハマグ九 アサリ， ヒメシラトリガイなどの内湾砂底群集構成種

とかナミマガシワ， カモメガイ， スガイなどの岩礁性群集構成種が共産する。上述の，site11, 

12と比べて内湾泥底群集構成種はほとんど見られず，むしろ河口や潟のような汽水域にすむヤ

マトシジミが産出しており， 植物化石もかなり多く含まれていることもあって，河口に近い湾

最奥に位置していたと考えられる。なお，本地点のマガキの 14c年代測定値は，26.970 ± l, 380 
yr BPであり，植物化石は， 19,530±570yrBPを示す。

( 5) : site 15はsite14から約1.OOOm下流の逢妻川低地に位置する刈谷市港町の流域下水道

地点である。本地点の貝化石は， 海抜－6.2mのシルト質粘土層から得られた。ここでは前述

のように41種と12地点の中で最も多い貝化石が産出した。その種構成はこれまでの地点とは異

なりサルボウ，ハマグリ， カガミガイ，アサリ， γオフキ， イボキサゴなどからなる内湾砂底

群集が主体をなし， ハイガイ， マガキ， ウネナシ トマヤガイ，オキシジミ ，イボウミニナ，へ

ナタリなどの干潟群集構成種とか，ナミマガシワ， カモメガイ， カモメガイモドキ，コガモガ

イ，スガイ， イボニシなどの岩礁性群集構成種とか， タイラギ， ウラカガミガイ，イヨスタレ

ガイ， ヤカドツノカ、イ，アカニシなどの内湾泥底群集構成種とか，アシ原に生息するフトヘ

ナタリなどが共産し，多様性に富んだ群集構成となっている。このような状況からみて湾奥部
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でも潮通しのよい位置にあったであろう。なお本地点のウネナシトマヤガイの 14c年代測定値
は， 29, 380±2, 020yrBPで司ある。

( 6) : site 17は知立市街地がのる碧海台地上の知立市碧海信用金庫知立支店である。木地点

の貝化石は，海抜－2～－4mのシル卜質粘土層から得られた。ここではハイガイ，マガキ，へ

ナタリの干潟群集構成種の3種だけである。そしてここのマガキは12地点のものに比べてすべ

て殻長が数cmとあまり発育せず小型である。すなわち，ハイガイ，マガキで代表される干潟群集

のみで占められ， 本地点が復元される内海、で最も奥まった干潟に位置していたことをしめす。

本地点のマガキの 14c年代測定値は， 31,720± 3, 760 yrBPである。
( 7) : site 18は境川の低地に位置する大府市東浜田の第2知多火力発電所鉄塔41地点、である。

本地点の貝化石は，海抜－4.5m付近のシル卜質細砂層から得られた。ここでもハイガイ，マガ

キの干潟群集構成種と巨大なマガキの殻に穿孔するニオガイの3種だけである。特にマガキは

大きく成長し， カキ礁を形成していたものと考えられる。すなわち本地点もカキ礁で代表され

る干潟群集だけで占められ， 内湾でも河口に近い最も湾奥に位置していたことを示す。本地点

のマガキの14c年代測定値は， 32,400 ± 4, 900 yr BPである。
( 8) : site 19は site18から約200m下流の境JIIの低地に位置する刈谷市泉田町の第2知多

火力発電所鉄塔60地点である。本地点の貝化石は，海抜－4.5～－6.0mの粘土層から得られた。

ここではハイガイ， マガキ，カモノアシガキ，ウネナシトマヤガイ，オキシジミ ，イ ボウミニナ，

ウミニナなどからなる干潟群集を主体に，若干のアラムシロガイやイヨスダレガイ，さらにナミ

マガシワ，キクザルガイ，スガイなどの岩礁性群集構成種がまじる。また木地点のマガキも大型

のものからなりカキ礁を形成していた。このような産出の状況からみて site18と同様に湾奥に

位置していたといえよう。なお本地点のマガキの14c年代測定値は，＞32,660yrBPである。
( 9) : site 20はsite19から約700m下流の境川の低地に位置する刈谷市泉田町の発抗川改

表2：刈谷市内の site22における碧海層から産出した有孔虫化石表
（分析は静岡大学理学部の北里 洋助教授による〉

種 名 個体数

Bolivina substriatuw 1 

Fursenkoina sp. 1 

Amnwnia beccarii forma 1 151 

Amnwnia beccarii forma 3 5 

“Pararotolia”minuta 10 

Elphidium advenum var. 2 

Elphidium advenum 4 

Elphidium reticulosum 1 

Elphidium excavatum 2 

Elphidium sp. 1 

Elphidium cwvatum 3 

Elphidium somaense 5 

Elphidium sp. 2 

良地点である。 本地点の貝化石は，海抜一2.8～－3.Smの粘土層から得られた。こ こではハイ

ガイ，マガキ， ウネナシ トマヤガイ，へナタリなどからなる干潟群集を主体に，若干のサルボ
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ウ， ヒメシラトリガイ， アラムシロガイなどの内湾砂底群集構成極とかウラカガミガイ， イヨ

スダレガイなどの内湾泥底群集構成種をともなう。本地点のマガキも殻長が平均して3Qcmに達

する大型のものからなり，カキ礁を形成していた。このような産状からみて近接するsite18, 

19と同様に泥質の干潟が広く発達する湾奥に位置していたと考えられる。なお木地点のマガキ

の14C年代測定値は，＞33,800yrBPである。この年代値は上述のsite18, 19とほぼ同ーとみな

すことができ，各地点で明らかになったカキ礁で代表される貝化石群集はみな同時期のもので

ある。

(10〕；site21は猿渡川の南東側に広がる碧海台地上の 刈谷市野田町名豊ノくイパス地点であ

る。木地点の只化石は，海抜一0.8～一1.9mのシルト層から得られた。ここではハイガイ，マ

ガキ，ウネナシトマヤガイ，オキシジミ ， ウミニナ， イボウミニナ，へナタリ， カワアイなど

からなる干潟群集を主体に，サルボウ，ハマグリ， アサリ， ヒメシラトリガイ，マテガイ，イ

ボキサゴ，アラムシロガイなどの内湾砂底群集構成種とか， カリ力、ネエガイ， ナミ マガシワ，

ツボミ， スガイ， ノミニナなどの岩礁性群集構成種が共産し，他の地点の貝類群集と比べてか

なり変化に富んだ群集構成となっている。このような産出の状況からみて湾央部に近い湾奥に

位置していたと考えられる。なお本地点のマガキの 14c年代測定値は，＞34,320yrBPである。
(11〕： site22は刈谷市街地がのる碧海台地に位置する刈谷市広小路市川呉服店である。本地

点の貝化石は，海抜－5.8～一7.8mの砂質粘土層から得られた。ここではハイカFイ， マガキ，ゥ

ミニナ，イボウミニナ，へナタリなどからなる干潟群集を主体に，サルボウ，ハマグムカガ

ミガイ， アサリ ，イボキサゴ， コオロギガイ， アラムシロガイなどの内湾砂底群集構成種を共

産する。本地点では貝化石の他に有孔虫化石の分析が静岡大学の北里洋助教授によって行われ

図4：刈谷付近の碧海層にみら

れる主要な貝化石群集
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た。検出さた有孔虫化石は表2のように3~重である。それによると Ammonia beccarii forma 1 

とし、う強内海性の有孔虫が，全体の80%を占めている。このことは非常に塩分濃度の低い汽水

環境であったことを示している。このような両生物群の産状からみて，本地点は干潟の発達する

湾、奥部に位置していたと考えられる。なお本地点のマガキの 14c年代測定値は，＞36, 27Qyr BP 
である。
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(12) : site 23は猿渡川の南東側に広がる碧海台地上の刈谷市小垣江町小林記録紙株式会社で

ある。木地点の貝化石は，海抜10.0～9.7mの砂質シノレト層から得られた。こ こで明らかになっ

た種類はマガキ， ウネナシトマヤガイ， アサリのみである。 これだけの資料から大胆に推定す

ると本地点も湾奥部の干潟に位置していたといえよう。

3. 碧海層にみられる熱帯種

以上の12地点で明らかになった63種の貝化石の中では3 ヒメエガイ， ビョウ ブガイ，カモノ

アシガキが注目される。これらの種は現在の伊勢湾をはじめ三河湾や衣ケ浦湾で生息していな

い絶滅種であり，熱帯種と して知られる。 ヒメ エガイはsite9, 12, 15, 20, 22の各地点から

産出しており，site 9以外の地点では少数である。木穫は内海、の潮間帯から水深約20mまでの

海底で， レキに付着している貝である。ピョウブガイはsite14で僅かに見つかっただけで、ある。

本種も内湾の潮間帯から 水深約20m までの砂傑底で生息している。このような生態的特徴を

もった両種は，本地域のような泥質の干潟の発達する湾奥部では生息、に適していなし、。この両

極が最も よく産出したのは，高浜市高浜町横浜の名鉄三河線と明治用水とが交差する鉄橋下の

碧海層である（糸魚川・ 中川， 1968）。高浜町横浜は刈谷から約lOl<rnも南にあり，そこは碧海層

が堆積していた当時の内湾中央部に位置していたと考えられる。一方， カモノアシガキはsite

11, 19で普通に産出した。本種はマングロープが生息するほどの湾奥の干潟に生息する只であ

る。 このような生態的特徴をもっカモノアシガキにとって， 本地域で明らかになった干潟は，

生息に適した環境であったと思われる。

これらの絶滅種の中でカモノアシガキは， 現在の日本列島において九州有明海でわずかに生

息している（菅野， 1981)。その生息状況から判断して，碧海層が＊積していた当時の内湾は，

少なくとも現在の有明海か，それより南に位置する内湾程度の内湾環境であったと捻定できる。

すなわち，現在の三河湾よりかなり温暖な海況となっていたことを示す。

4. 貝類群集からみた碧海層の堆積環境

今回， メlj谷市域および隣接する地域に分布する碧海層から明らかになった貝化石群は， 産出

地点で若干の地理的な位置の違いがあるものの，ハイガイとマガキで代表される干潟群集が圧

倒的に優勢となっている。 しかもこの干潟群集はカキ礁で特徴つけられる。このような貝化石

群集が示す古生態的な情報や， 各地で明らかになった多数の地質ボーリング資料などから， 碧

海層の貝類が生息していた当時の古地形を推定すると， 図5のようになる。刈谷市域の中 ・南

部から知立市中心部にかけて， 古碧海湾と呼ぶべき大きな内湾が形成された。現在の境川と猿

渡川沿いには入江ができ， その湾奥は泥質で遠浅の干潟がひろがっていた。 古碧海湾周辺の地

形は，目立つほどの丘陵や台地がなく，後背低地が広く発達していたと推定される。すなわち，

山地や丘陵から運び出される土砂は， 上流では粗粒な砂傑を堆積して扇状地を，下流になると

細粒な砂や泥からなる三角州を形成した。本地域は三角州に位置しており， 砂や礁が少なく細

い物質であるシル トや粘土が主に堆積した。 この三角州の干潟にはいたると ころにカキ礁が形

成されていたが，場所によってはハマグ人 カガミガイ，アサリ，サルボウなどの内湾砂底群

集もみられた。また水深のやや大きいところにはウラカガミガイ， イヨスグレガイ， アカニシ

などの内潟、泥底群集構成種も限られて分布した。なお，河口に近い湾の最奥にはヤマトシジミ

とかフ 卜へナタリなどが植物遺体と共に流れ込み沈積した。さらに， カキ礁は密集するマガキ

の殻が岩礁的環境をつくりだすため，そこにはカリガネエガイ， ナミマガシワ，カモメガイ，
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三

図5：碧海層堆積期の古碧海湾、にみられる貝類群集の分布
企： 干潟群集，．： 内湾砂底群集

ツボミ， コガモガイ， スガキ， イボニシ， カゴメガイなど種々の岩礁性貝類も生息して多様性

に富んでいた。そしてこの古碧海湾をはじめ三河湾，伊勢湾は，前述のように現在では絶滅し

た熱帯種が，かなり広い範囲にわたって産出していることからみて， 現在よりやや高い水温で

あったと言えよう。 このように当時の古碧海湾は，いろいろな貝類にとって，生息に適した環

境となっていたことを示している。

5. 貝化石が示す14c年代測定値と碧海台地

碧海層から産出した貝化石と植物化石による14C年代測定値は，前述のように site23を除く

11地点から12の年代値が明らかにされている（稲垣ほか， 1965；杉浦， 1975;1978; 1979；井関 ・

杉浦， 1986）。 その年代は19,320年前から＞36.270年前までの値を示す。このうち比較的早い時

期に測定された値は約20,000～32,000年前の年代となっているが，最近の測定では36,000年前

より古い年代を示す。このことは碧海層の形成年代が36,000年前より古いことを示唆する。

14 c年代測定において36,000年前より古い測定値は，測定限界を越すので，これらの測定値か

29 
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らは， 碧海層は36,000年前より以前に形成された地層であるとしか言えない。

一方， 碧海台地は名古屋市街地がのる熱田台地， 岐阜の各務原台地， 豊川沿いの小坂井台地

などと共に同時期に形成されたとして地形的に対比されている（El木第四紀学会編， 1987，メlj

谷市史編さん編集委員会， 1989〕。 その中で各務原台地と熱田台地を梢成する堆積物（熱田層上

部層〉の中には木曽御岳火山に由来するPm 1テフラ（KoBAYA SHI et. al. 1968）と Pm-3テフラ

〈小林ほか， 1967;SAKAI, 1981）が含まれている。先頃，桑原ほか(1982）は，熱困層中の Pm 3 

テフラとその下の介在する Pm 1テフラ（7～9万FT年前〉の層準が接近しているうえ，両

層の聞に目立った堆積間防止が認められないことから， Pm3テフ ラの年代を 5～6万年前と概

算している。 さらに， 竹本ほか (1987）は， Pm-3テフラが約4.8万年前とされる大山倉吉軽

石層（DKP）より下位の居準にある一方，約7万年前の阿蘇4火山灰層のわずか上位の層準に

あることから、約6.6～6.8万年前と推測している。最近，名古屋大学アイソトープ総合セン

ターの加速探質量分析装置による 14c年代測定で，熱困層中の炭質物の年代は，53,800年前と
か44,300年前と言う値を示すことが明らかになった（刈谷市史編さん編集委員会， 1989）。この

よう な点から， 現在の段階では， 直接的でないが碧海層の形成年代も熱回層と同じように約

5～6万年前と推定される。この点については今後の研究課題で，砦海層につ＼、ても直接の年

代測定が望まれる。

6. まとめ

（乱） 刈谷～知立付近に発達する後期更新統の碧海層の 12地点から産出した貝化石は，二枚貝

36種，角貝 l種，巻貝26種の合計63種である（表 1）。これらの貝類はいずれも内湾性種で外洋

性種を含まなし、。その中にヒメ エガイ， ビョウプガイ， カモノアシガキ， ハイガイなど現在の

伊勢湾や三河湾に生息しない熱帯種ないし亜熱帯二種もみられる。なおE熱帯種のハイガイは

1962年まで衣ケ浦湾に生息していた。

(b) 63種は生態的特徴から， A：ヤマトシジミ ・フトヘナタリの感糊域群集， B：ハイガイ・

マガキ ・オキシジミ ・イボウミ ニナなどの干潟群集， C：ハマグリ・カガミガイ・シオフキなど

の内湾砂底若手集， D：ウラカガミガイ・イヨスダレガイ ・アカ ニシなどの内湾泥底群集， E：ヵ

リガネエガイ ・コガモカFイ・スガイなどの岩礁性群集の5群集が確認できた。各地点ごとにみ

られる群集は，ハイ ガイ ・マガキを主体とする 干潟群集が圧倒的に優勢となっている。 しかも

この群集はカキ礁で特徴つけられる。これら 5群集が生息していた当時の古地形は， 碧海台地

の北縁部に位置する本地域に，古碧海湾と呼ぶべき大きな内湾が形成されていた（図5）。現在

の境JIIと猿渡川沿いに入江ができ， その湾奥には後背地から搬出される泥やシルトの細粒物質

が多く， 泥質で遠浅な干潟が広がっていた。この干潟にはいたるところでカキ礁が形成されて

いたが，場所によっては内湾砂底群集もみられる。 また湾央に近い水深のやや大きいところで

は内湾泥底群集が， 河口に近い潟、最奥部ではヤマトシジミ ・フトヘナタリの感潮域群集構成種

が植物遺体と共に流れ込み沈積した。 さらに発達したカキ礁は岩礁的環境をつくりだし， 岩礁

性群集構成種も生息していた。この様なことから刈谷 ・知立地域は， 古碧海湾の湾、奥に位置し

ていたことがわかる。糸魚川 ・中川 (1968）の高浜市横浜は， 本地域から約10回も南にあり

古碧海湾の湾央に位置していたことになり， このことは産出した貝類群集にもよく対応してい

る。

（口） 碧海層の堆積していた当時の内湾は， 外洋水の影響を受けなかった。木地域で絶滅した

熱帯種の生息状況から推定して，すくなくとも現在の九州有明海か， それより南に位置する内
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湾程度の海況であったと言える。現在の三河湾よりかなり温暖な環境であった。

(d) 碧海層の形成年代は，貝化石の14c年代以I）定から約36,000年前より古い年代を示すこと
が分ってきた。 一方， 碧海層と同時期に形成されたと して対比される，名古屋の熱田層上部層

の炭質物が加速器質量分析装置による 14c年代測定で，約54,000年前のものであることが明ら
かになった。 このことから直接的ではないが， 現在のところ碧海層の形成も熱困層と同時期と

みなして約5～6万年前と惟定する。
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インドネシア スンパ島における Nαutilusの漂着

松 自2
~－· 義

ニ＂＂三
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（神奈川県立博物館〉

Nautilusρomρilius Drifts on the Northeast Coast 

of Sumba Island, Indonesia 

Yoshiaki MATUSHIMA 

Summary 

During one of the overseas scientific research projects "Sea level changes in the 

Pacific and the Indian Oceans", we had an opportunity to collect more than 170 post 

mortem drift specimens of Nautilusρomρilius on th巴northeastcoast of Sumba Island, 

Indonesia, in August 1989. Here the occurrence of the drifts from this shore as well 

as the ecological characteristics of thes巴 specimensare r巴portedwith a short note 

on the distribution of dead Nautilus shells in the environs of Sumba Island. This 

report is the first record on the Nautilus drifts around Savu Sea. There has been 

very few reports of occurrence from Flores Sea, Savu Sea and Timor Sea between Java 

Island and Timor Island. 

Th巴driftswere found above the pres巴nthigh tide level and are thought to have 

been thrown up on the b巴achby high surfs with strong winds. The time of drifting a 

shore seems to range from fairly early to very late on the basis of degree of damage 

of the specimens. Detailed description of the state of th巴 damageis given in this 

paper. The supposed long range of the time suggests that the people of this island 

had not any interest with Nautilus sh巴lls. The average distribution density is one 

specimen for about 12m along shoeline. This shows the densest value, about twice 

of the one at Ko Tautao Island, Thailand, reported in 1965. The diameter of the drift 

shells ranges from 2. 5 cm to 22. 5 cm. The average size of the adult shells is larger 

than that of N.ρomρilius in the middle Pacific and corresponds to that of N. belau『

ensis in Palau. This may be noteworthy. 

1. はじめに

1989年8～9月にかけて行われた 1989年度海外学術調査「太平洋とインド洋における海面変

動の研究」 （YoNEKURA,1990）の際，イ ンドネシア・マレーシア調査班の一行（米倉伸之 ・杉村

新 ・茅根 創 ・松島義章〉は，これまでNautilusv.こ関する記録が全くなかったインドネシアの

スンパ（Sumba）島において数多くの漂着したNautilusρomρiliusを発見し採集した。それは
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図1 インドネシア 小スンダ列島のSumba島における漂着Nautilusの産地（￥印〉

Sumba島東北海岸の Petawang,Maoedjawa, Manangamihi, MaoedoeloengそしてMondoe 

の5地点で採集したもので，個体数が 170（闘を超えている。その中には殻長が約2.5CDIの未成熟

殻から殻長22.5CDIの成熟殻にいたる一連の大きさを示す版本が含まれている。採集にあたって

は， Nautilus漂着の分布密度を調べる目的で綿密に採集を行った。また海岸における漂着の位

置，高さ，漂着状態などについて観察し，特にPetawang,Maoedoeloeng, Mondoeで‘は漂着海

岸の地形断面図を作成した。

本稿では野外における観察内容を詳しく記載することとした。なお採集した標本は今後に本

格的な調査研究を行うため，現在Bandungの第四紀研究所に保管されている。

2. Sumba島に見られる漂着 N.pomρiliusの分布密度

Sumba島は小ス ンダ列島の中西部に位置し，その東北海岸は小スンタ列島の内海であるSavu 

海に面している（図 1〕。特に東北海岸は熱帯海洋性サノーンナ地域に属し著しく乾燥していて，

谷と海岸沿いに濯木の緑がわずか見られるだけの貧弱な植生で， 荒涼とし， まばらな枯草か風

化岩石の地肌よりなる数段の段丘地形が広がる（H ANTOROet. al., 1989）。調査した5地点のう

ちPetawang,Manangamihi, Maoedoeloengが南北に， Maoedjawa,Mondoeが東西方向に

ほぼ直線的な砂浜海岸となり，特にManangamihi,Maoedoeloeng, Mondoeでは数lOOm沖合

に現生のサンゴ礁が見られる。各地点で明らかになった測定値は下記のようである。

調査地点 調査範囲 採集個体数 平均密度（m／個体〉

( 1) Petawang 400m 26個 15.3m 

( 2) Maoedjawa 200m 61匿｜ 33.3m 

( 3 ) Manangamihi 200m 22個 9.0m 

( 4 ) Maoedoeloeng 800m 86個 9.3m 

( 5) Mondoe 500m 36個 13.8m 

Sumba島における漂着Nautilusについては，現地の人々は全く関心がなく放置されていて，
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図2 Sumba島東北海岸のPetawangにおける Nautilus漂着海岸の位置と地形断面図

（ロは島最大のII町，地形断面は米倉 ・茅根両氏測:flt)
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図4.Waingapoe上空から見た Manangamihiの海岸（杉村氏撮影〉

海岸に見られる殻の保存状態や分布から判断して，人為的に採集されることがなくほとんど自

然、の状態で残されていたとみなすことができる。この様な条件にある東北海岸の漂着Nautilus

の分布状態は，各地点ごと計算の上では直線距離にして約33～9mに1個体としづ漂着殻分布

の平均密度（rn／個体〉が得られた。全体では約 12rn kこ1個体という漂着殻分布を示す。浜田

〔1965), ToRIYAJ百Aet. al. (1965）によるとマレ一半島西海岸の KoTautao島では約25rnに

1個体という平均密度（rn／個体〉が得られており，これに比べると Sumba島は約12rnに1個

体で，二倍以上の値となり大変高い密度の分布を示す。次に各地点ごとに漂着殻の分布状態を

検討してみる。

( 1 ) Peta wangはWaingapoeから約55km南東に位置し，今回の調査地点で、は最も東である。

ほぼ北西一南東方向に直線的な砂浜海岸である。調査範聞は約400mであり，この海岸の地形断

面を図 2vこ示す。平均海面から高潮位面の聞にはヒーヲ一戸ック（海抜約40～lOOcm）がわずかに

形成されており，幅約30mの砂浜は海抜約3mまで発達する。その後背地は僅かな濯木と主に

ツキイゲ csρinifexlittoreus〕の群落からなり， 1～2 rnの凹地もって再び海抜3～4rnの
平坦面が広がっている。漂着Nautilusは，高潮線（HHW）よりかなり上方の後浜頂面とツキ

イゲの群落との境界線から背後の群落の中にほとんどが点在する。特に後浜頂面とツキイゲの

群落との境界線付近に集中する。ここでは多量の流木， 軽石などと一緒にイカ類の甲片やトグ

ロコウイカ csρirulasρirulα〉が寄せ集められていて，その中にNautlusが見られる。これ
等は強風に伴う高波によって打上げられたものと考えられる。そして境界線から陸側に3～5

mまでは比較的多くの個体が，そらにその背後の5～10m前後まで数が少ないながらも点在す

る。これらツキイケ、の群落中のNautilusにはかなり砂に埋まり，殻が破損し，さらに殻の色斑

が退色し，漂着後相当に時間を経過したと見られる殻も目立つ。それらの分布範囲は丁度群落
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図5.Sumba島東北海岸の Maoedoeloengにおける Nautilus漂着海岸の位置と地形断面図
（地形断固は茅根氏・松島測量〕

の凹地の底までである。一方高潮線から上方の後浜頂而までの聞では3個体が見られた。その

中の 1個体は1989年8月26日早朝の満潮で打上げられたものであり， 漂着Nautz・lusのかたわら

には生きているオニホネガイの一種 （Murexsp.）や海草の破片が見られた。 他の 2個体はこ

れより高い位置で殻の一部が砂に埋もれていた。採集された個体数は2611自であり、その中には

殻長が約2.5 cmの最も小さな Nautilusが含まれる（以上，図3，区IS参照〕。

( 2) MaoedjawaはWaingapoeから約35km南東に位置する。東西方向に直線的な砂浜海岸

であり，調査範囲は約200mである。ここでは6個の漂着Nautilusが得らわした。その中の 1個

体は 1989年8月26日早朝の満潮で打上げられたもので，他の 5個体は後浜頂面と ツキイゲの群

落との境界線付近から陸側へ約3mまでの範囲に点在していた。

( 3) Manangamihil土Waingapoeから約lOkm北に位置する。南北方向に直線的な海岸で〔図

4）サンゴの巨擦が多く打上げられており，その前面にはlQOm以上にわたって現在のサンゴ礁

が発達する。調査範囲は約200mである。漂着Nautilusはいずれも後浜頂面と ツキイゲ群落と

の境界線付近に打上げ掃き寄せられた堆積物の中， さらに境界線から陸側に約3～5mまでの

群落中に点在していた。それより離れた陸側では，漂着殻を見つけることができなかった。ここ

での Nautilusの殻は，他地点のものに比べて住房部分の破損が目立ち，後浜にサンゴの際が

多量に打上げられていることと調和している。採集された個体数は22個であり，その平均密度

(m／個体〉が9.0mとなり，調査地点の中で最も高い値を示す。
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( 4) Maoedo巴loengはWaingapo巴から約15km北に位置する。 Manangamihiから北に続く

南北方向に直線的な砂浜海岸である（図9-1）。調査範囲は約800mと今回の調査地点の中で

最も長い。この海岸の地形断面を図 5に示す。幅約30mの砂浜海岸の前面には，幅約200mの礁

池を隔てて現在のサンゴ礁が発達する。平均海面付近には高海面期に生息していたと判断され

るハマサンゴ （Poritessp.）のマイクロアトールとオオジャコカイ （Tridaconagigas）の

化石遺体が分布する。採集された個体数は86個であり， 調査した5地点の中で最も多い個体

が得られた。その漂着殻の平均密度〔m／個体〕は9.3mとなり， Manangamihiとほぼ同じ値

を示す。木地点もこれまでの地点と同様に， 後浜］頁面とツキイゲ群落との境界線付近の打上げ

掃き寄せられた堆積物の中に集中する。そして境界線付近から陸側に約2～5mまではまだか

なりの殻が点在し，数は少ないが8～ 10mまで飛ばされてきている。特に小さな川が流れ込む
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図6.Sumba島東北海岸の Mondoeにおける Nautilus漂着海岸の位置と地形断面図
（地形l断面は茅根氏 ・松島誤lj量〕

河口（＇l!Z::ltJJは河水が全くなく陸側に向かつて凹地となる〉は，砂浜ーがかなり急傾斜で陸側に向か

つて低くなる。ここには著しく強し、高波によって打上げられ，運び込まれた多量の流木と共にイ

カ類の甲）十やトグロコウイカ， さらに Nautilusが数ケ所で2～3個重なり合って漂着してい

た。その中には殻の全く破損していない完全個体が3個もあり，殻長22.5 cmの最大の個体も含

まれていた（図9-4〕。一方砂浜ーでは1989年8月27日早朝の高潮線より高い位置に4個のNa-

utz・lusが砂に埋ま っていた。これらは比較的最近に漂着したものであろう。

( 5) MondoeはWaingapo巴から約20km北に位置する。東西方向に直線的な砂浜海岸であ

り，調査範囲は約500mである（区J9-2）。ここでは361図の漂着標本を採集した。その平均密

度 （m／個体〉は13.3mとな り， Mao巴doeloengに次いで漂着密度が高し、。この海岸の地形断

面を図6に示す。ここでも平均海聞から高潮位面の聞にはビーチロック（海抜約40～12ocm〕が

わずかに形成されている。砂浜は20m前後と他の海岸より幅がやや狭いが，後浜は海抜約3m

まで発達する。後背地のツキイゲ群落は上述の4地点に比べてかなり貧弱で発達が良くなし、。

したがって海浜砂が相当に飛ばされてきている。 36f闘の漂着標本の中で2個の殻は，高潮線か

ら上方の後浜頂面までの聞に埋ま っていた。ここでも大部分の殻は後浜頂面とツキイゲ群落と

の境界線付近に掃き寄せられた堆積物の中に見られる。そして境界線から陸側に約2～5mま

ではまだかな り存在し， 数は少ないがSm付近まで点在する。ここでの特徴は約2～Smまで

に存在する殻は，かなり砂に埋もれていでしかも殻の色斑が相当退色していたり，殻の破損の

大きなものが目立つ。このような殻は漂着後かな り時聞を経過していると見ることができる。

以上が（1）～（5）地点で見られた漂着した Nautilusの観察記録である。

3. Sumba島の漂着 N.ρomρiliusの特徴

今回 Sumba島東北海岸の5地点より採集された漂着の N.ρomρiliusは176個に達した。そ
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図7.現生Nautilus類の生息地とその分布域（HousE,1987のFig.. 3) 

れらの殻の大きさでは，殻長が約2.5cmの未成熟殻から殻長22.scmの成熟殻にいたる一連の大き

さを示す。その中で殻長 18Cmを越すものが比較的目立ち， 2QCill以上の大きさとなった殻の完全

標本の3個が含まれる。このような殻の大きさのみから大胆に見ると， Sumba島の漂着個体は，

広く 中部太平洋に分布するNautilusρomρili us c例えばSAUNDERS,1987; HousE, 1987; TAN ABE 
et. al. 1987〕よりも SAUNDERS(1981〕が記載した PalauのNautilusbelauensisに対応する

大きさとなっていると考えられる。一方， 殻長が約5Cill以下2.5Cillまでの個体は，それ以上の大

きさをもつものに比べてごく 僅かであるが，漂着している。その中で最も小さな約2.5cmの幼殻

は， Petawangで採集したイ凶作~で，騎孔がまだ閉塞せずわずかに開孔する 。 その殻の損傷の様子

は，住房部の大部分が破損して，浜田(1965）の示すNautilus漂殻の等破領頻度曲線図に合わせ

るとほぼ90%の破損頻度範囲にあたる。そしてこの幼殻の真珠光沢を示す住房の内側表面には，

径約1凹のウズマキコカイが22個も付着していた。漂着したいずれの個体も図 9-3で明らかな

ように多少とも破損しており，著しいものでは殻の内側の隔壁がすべて破損して隔房部の芯だ

けのものも見られる。殻の外側表面には色斑の退色や剥維のほとんど見られない鮮やかな個体

から，すっかり白色に退色あるいは内側の真珠層まで露出した個体まである。また，住房の内

側表面にはカキ， コケムシ， ウス‘マキゴカイ， カメノテ， フジツボ類などの付着動物が認めら

れる個体もかなり見られる（図9 6〕。このようにSumba島の漂着Nautilusには， どの殻を

見てもーっとして同じ状態のものはなく ，変化に富んだ漂着標本であることを示す。 したがっ

て， これらのNauti・lusは，かなり近い生息地からもたらされ，漂着後直ぐのものと，かなり時

聞を経過したものとが混じりあって漂着遺骸群を構成していると考えられる。

4. Savu 海と Nαutilusの分布

小ス ンダ列島に見られる Savu海は，列島の中部に位置し，北にFlores島～ Alor島，東に

Timor島，西にSumba烏に挟まれでほぼ二等辺三角形をした内海である（図2〕。内海にして

は大陸棚の発達が著しく悪く，大部分が水深1,ooomを越す深さを有する海底で占められ独立し
た形をとり，インド洋とはSumba島～Seba島～PuluaRoti島との間でつながっている。これ
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図s.p巴tawangにおけるNautilus漂着の煉子 1：後浜頂而付近に漂着ーしたNautilus,2：多量の流木
とー諸に漂着した新鮮な状態のNautilus,3：後浜頂面背後のツキイゲ（Spinifexlitto何日s）の群

落中に見られる漂着Nautilus,4 ：軽石と一緒に漂着した最小（殻長約2.5 c皿〕のNautilus,5 : 

ゴパンノアシ （Barringtoniasp. ）の種子と一緒に漂着した Nautilus,6：後浜頂面付近に漂着

したトグロコ ウイカ （Spirulaspirula) 
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図9. 1: MaoedoeloengにおけるNautilus漂着海岸， 2:MondoeにおけるNautilus漂着海岸， 3:Sumba 

島東北海岸で採集された漂着Nautilus,4: Maoedoe!oengにおけるツキイゲ群落中に重なり合っ

て見られる完全な状態の漂着Nautilus,5: Mondoeにおける後浜頂面付近の砂に埋まる漂着Na-

utilus, 6：漂着Nautilusの住房の内側表面に付着するカキ類（Ostrea sp.) 

41 
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までこのSavuwにおいて， N'!Utl・！usの生息あるいは漂着に関する記録は全く無し、（HousE,19 

87 Fig. 1, 3）。ただ浜田によればN. ρomρ1・liusの生息可能な範四として図示されている CR~－

MADA, 1977, Text fig. 4, HAMAIコA,1981, Fig. 3〕。これは Savu海が広い大陸棚からなる Java

海と異なり， Nauti・ ！ usの ~I乙旬、にと って十分な水深のある海であることも重要な要因となってい

る。最近Nρomρiliusの生息深度について詳しい研究がなされ，例えばHAYASAKA et. al. (19 

82〕，HAYASAKA(1985), HAYASAKA et. al. (1987）などによると N.pomρiliusは，Philippinesて、は

水深約80～525m,Fijiでは水深約360～550mの海底で生息することが明らかにされている。こ

の点て、はSavu海はN ρomρ1・liusの生息に 卜分な環境を備えている。それではSavu海あるいは

Sumba島を含めた小スンダ列島周辺地域における Nautilus1こ関する記録を， HAMADA(1977) 

の図3と HousE(1987）の図 1から検討してみるとどうなるであろうか。この地域に最も近い

N.ρomρiliusの生息地は， Sulawesi島と PapuaNew Guineaとの聞のBanda、海だけである。

一方漂着の記録はBanda海沿岸の島 ，々 Arafura淀，Malacca海峡，イ ント洋の Christmas島，

Cocos島である。そのほか種類は明らかでないがNautilusの生息地としてオーストラリア北西

岸のJosephBonaparte湾， EightyMile Beach海岸があげられる。なおN.pom戸liusとは別

種のN.stenomρhalusはJavaのMadura島，Panaitan島から得られているのみである。 この

ようにSavu海あるいはSumba島を含めた周辺地域では，これまでNauti・！usが全く知られて

いなかった。 したがって，今回のSumba島東北海岸の調査によって 5地点から採集された漂着

Nautilus 176個は，Nautilusの漂着に関する最初の記録であり， Sumba海におけるNautilus

の生息に関しても有力な情報を提供するものと考えられる。

5. まとめ

1989年8月インドネシアの小スンタ列島Sumba島東北海岸で発見採集された漂着Nautilus

は，Savu海をはじめこの地域で得られたNautilusの漂着に関する最初の記録である。その漂

着は後浜頂面とツキイゲ csρinifexlittoreus）群落との境界線付近の打上げ掃き寄せられた
堆積物の中に集中する。そして境界線から約8～ 10111陸側まで点在する。これ等は強風に伴う

高波によ って打上げられたものと考えられ， いずれの個体も多少とも破損しており， 著しいも

のでは殻の内側の隔壁がすべて破損して隔房f3'[lだけのものも見られる。これら漂着Nautilusの

分布状態は， 直線距離にして約12mtこ1個体という漂着殻分布をしめす。これは浜田 (1965),

ToRIYAMA et. al. (1965）によるマレ一半島西海岸の KoTautao島での漂着殻平均密度〔m/

個体〉に比べて，2倍以上の値となり大変高い密度の分布を示す。標本の殻長は約2.5cmの未成

熟殻から殻長22.5Cmの成熟殻にいたる一連の大きさをなす。この殻の大きさから見ると中部太

平洋に広く分布するN.ρomρilz・usよりは， PalauのNautilusbelauensz・sに対応する大きさ

を示し注目に値する。

以上のような漂着状況と殻の形態から判断して，Sumba島東北海岸に漂着したN.pomρilius 

は， 前面に広がるSavufwに生息していたものが打上げられ漂着遺骸群となった可能性が極めて

高い。今後は今回収集した資料を含めて木地域の N.ρompiliusの形態や分布などについて本

格的な調査研究を行う予定である。

謝辞 ：小論をまとめるにあたり，Sumba島の現地調査では東京大学の米倉伸之助教授，元神

戸大学の杉村新教授，地質調査所の茅根創｜等土の御協力を頂き，HIPACメンノミーの方々 （上記

の3氏および前田保夫 ・松本英二 ・宮圧l隆夫 ・斉藤文紀 ・中田E夫ほか〉には貴重な御助言を

頂いた。さらに， Nautilusの採集では地元Sumba島のAgusHagi氏に多大の御協力を得た。
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また， Bandungの第四紀研究所顧問の柴崎達雄博士には，今後 Sumba鳥の .＂.Tautilusについ

て木格的な調査研究を行なうため， 今回採集した Nautilusi栗本をおf.j'.jかり保管l貰いている。

これらの方々 に心から感謝の意を表す。なお本研究の現地調査は， 平成元年度文部省科学研究

費〈国際学術研究〉 「太平洋とインド洋における海面変動の研究」 （研究代表者東京大学理学部

助教授米倉1111之） No.01041019によった。

文献

浜田隆士 1965 オウムガイ類の遺骸漂流れ.Venus, 24, 181-198. 

HAMADA, T. 1977 Distribution and some巴cologicalbarriers of modern Nautilus sp巴cies,Sci. Paρ. Coll. 

Gen. Educ. Uuiv. Tokyo. 27, 97-102. 

HAMADA, T. 1980 Distribution of modern Nautilus, species in terms of ecological barriers. in: Na・ 

utilus Nautilus macromρhalus in Caρtivty [T. HAMADA, I. 0BA'l'A, and T. 0KUTANI (JECOLN〕，

eds.] 53 66, Tokai University Pr巴ss,Tokyo. 

HANTORO W. S., JouANNIC, C. and P1RAZZOLl 1989 T巴rrassescoralliennes Quaternaires soule ve’es 

dansi ile d巴 Sumba(Indone’sia). Photo Jnterpre’lion 1989 1/3, 17 34. 

HAYASAKA, S. ed. 1985 Marine ecorogical studies on the habitat of Nautilus poinpilius in the environs 

of Viti L巴V巴， Fiji. Kagoshima Univ. Res. Center S. Pac. Occa Paム， 4.

HAYASAKA, s .. SAlSHD, I., KAMl:<"UMA, Y., SH!NDMIYA, A目，Ox1,K., HAMADA, I., TANAB!l, K., KANIE, Y., HA・ 
TTOHI, M., VANDE VussE, F., ALcALん L.,Conorno, P.A., Jr., CABHEiiA, J., and GAHCIA, R. G. 

1982 Field study on the habitat of Nautilus in the environs of Cebu and Negros Islands, 

the philippines. Mein. Kagoshima Univ. Res. Centei’S. Pac. 3, 67 137. 

HAYASAKA, S., OK1, K., TANABE, K., SAJSHo, T., and S1-11NOMIYA, A. 1987. On the habitat of Nautilus 

ρoinpilius in Tanon Strait (Philippines〕andthe Fiji Island. in: Nautilus The biology and 

palaeobiology of a living fossil (SAUNDERS, W. B. and LANDMAN-N. H. ed.), 179ー200.

HousE M. R, 1973 An analysis of Devonian goniatit巴 distribution, in Organisms and Continents 

Through Time (N. F. HucHcs , ed.), Spoc. Paρ. Palacontol. 12, 303 317. 

HousE, M. R. 1987 Geographie distribution Nautilus shells. in: Nautilus The biology and palaeobiology 

of a living fossil (SAUNDERS, W. B. and LANDMAN, N. H.巴dふ 53-64.

SAUNDERS, W. B. 1981 A new species of Nautilus from Palau. Veliger 24, 1 7. 

SAUNDERS, W. B. 1981 The species of living Nautilus and their distribution. Veliger 24, 8-17. 

SAUNDERS, W. B. 1987 The species of Nautilus. in: Nautilus The biology and palaeobiology of a living 

fossil (SAUNDERS, W. B. and LANDMAN, N. H. edふ35-52.

TANABE, K. and TsuKAHAiiA, J. 1987 Biometric analysis of Nautilusρonψilius from the Philippmes 

and Fiji Islands. in: Nautilus The biology aud palaeobiolgy of a living fossil (SAUNDERS, W. B. 

and L AND ,•IA N, N. H. edふ 53-64.

To1uYAMA, R., SATO, T., H-¥;IADA, T. and Ko;1ALAH.JUN, P. 1965 Nautilusρomρilius drifts on th巴 W巴st

coast of Thailand .. Jpn. ]. Geol Geogi. 36, 149-161. 

YoNEKURA, N. 1990 A comparative study on sea“level changes in the Pacific and Indian Oceans. 

in: Sea level changes and tectonics in the middleρacific (Fourth reseach), Dept. Geogra1うhy,

Univ. Tollyo. 

43 



Bull. Kanagawa Pref. Mus. No. 19, March 1990 45 

川崎市の上総層群飯室層（下部更新統〉産

アシカ科動物化石について

泉 旧
月 ハ桁

〔納浜国立大学教育学部〉

Early Pleistocene Otariidae from Iimuro Formation 

Kawasaki, Kanagawa Prefecture, Japan. 

Akihiro KOIZUMI 

Abstract 

This paper describ巴spostcranial bones of fossil Eumetoρias and Zaloρhus. The 

former is called the Iimuro specim巴nand the latter are called Tamagawa A. B. C. 

specimens. All specimens have be巴ncollected from the Lower Pleistcene, Iimuro for・m-

ation in kawasaki city, Kanagawa Prefecture, Japan. The g巴ologicalof fossil bearing 

horizon about 1. 1～1. 36 Ma, was obtained by coccolith biostratigraphy (Saito, 1987). 

The length of the Iimuro specimens are comparable to, but width of each specimen 

is more slenber than adult female of the recent Eumetoρias. Hum巴riof Tamagawa 

B and C specimen are distinguish巴dfrom those of recent sp巴ciesby lateral supracon-

clylar ridge thinner and strongly巴xtendedto caudolateral. These character are similヨr

to r巴centCalloァhinus. 

The present study suggests that Zaloρh us already arisecl in middlle early Pleistocene 

western parts of the Pacific ocean. 

1. はじめに

川崎市多摩区と東京都狛江市との聞を流れる多摩川の河床及び， この約2伽南西の川崎市多

摩区生田緑地公園付近の丘陵地には，下ifll~ど新統上総照群飯室層（岡ほか， 1984〕が広く分布 し，

日甫乳類（アシカ ・シカ ・イルカ〉・鳥類 ・硬骨魚類 ・軟骨魚類などの脊椎動物化石（小泉， 1985),

ウニ，カ ニ，貝類，メタセコイア ・オオパタグノレミなどの植物など多様な化石を産出する。最

近3 山形大学岡田尚武教授により飯室層を含む横浜一多摩地域に 発達する上総層群の石灰質ナ

ンノ化石年代の一部が明らかになった（斉藤＇ 1988〕。これに層序の資料を加味すると，飯室層

の年代はおよそ 1.2Ma前後と考えられる。

化石産：J:J眉準の微化石年代 （佐藤ほか， 1988など〉 を考慮した， 日木の前期更新｜立における

アシカ卒｜化石は， 飯室居の他には， %Ji1f.J県魚沼周群I宮下fr［）累層産 Eumetoρiasoj iyaensis 
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図1 多摩丘陵北縁部における飯質層の主な脊椎動物化石の産出地点および産出層準を示す柱状図。小
泉（1985〕の図 1・3にもとずく 1～3：柱状図の位置〔1：アシカ科化石産出地点，2：その他

の主な脊推動物化石の産出地点〕， 4：；高津層， 5：飯室層， 6：王禅寺層， 7・8・15：鍵テフラ，
9：泥岩， 10：砂質泥岩，11；泥質砂岩，12：砂岩，13：泥岩勝ち砂泥互層， 14：砂およびシノレ

トの薄層， 16：脊推動物化石産出層準〔上波線は上位層との傾斜不整合）， 17：ガラス質火山灰，
18：軽石， 19：スコリア， 20：材木片， 21：生痕を充填するガラス質火山灰．

HoRIKAWAの犬歯・ 頬歯や四肢骨（堀）If,1981）， 石川県大桑層上部産 Eumetopiassp.の下顎

骨 KAsENO,1951, MITCHELL, 1968）と，千葉県梅ヶ瀬層産Oriensarctoswatasei〔MATSUMOTO〕

の上顎骨〔松本， 1925,M1TCHELL, 1968, REPENNIG and TEDFORD, 1977）の報告がある。飯室層か

らは合計 6標本（マリンマンマノレグループ鰭脚類班， 1985，小泉， 1988）が知られし、るが， 記

載報告はなされていなかったO 後期鮮新世～前期更新世はアシカ居・トド属などのアシカ科現

生属が出現した時期にあたる（REPENNINGand TEDFORD, 1977）。当時の北西太平洋における鰭

脚類相やその進化過程を理解する上で， 多数産出している飯室層産のものは重要で、あるため，

1981～1983年にかけて飯室層から採集された標本（表 1）について， 断片的な資料ではあるが

記載報告して今後の研究の手がかりとしたい。飯室層産の鰭脚類以外の脊椎動物化石の詳細に

ついては，別稿にゆずる。
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図2 多摩川傑木産出地点を右岸側からみた遠景 矢印に鍵テフラ Nk• Ykの位置，x印にアシカ属
化石の産出地点〔左手より P2,P3, P4〕．
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図3 多摩丘陵東部における上総層群の地質図および図1・表1に示した脊椎動物化石の産出地点 小
泉（1985〕の第2図を一部改変。 P;PINNIPEDIA, C; CETACEA, D '. Delphinidae, N; Cer-
vinae, A ; AVES. 
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2. 地形地質概要及び化石産出地点の層序

アシカ科動物化石の産出地点（図 1）は， 川崎市多摩区と東京都狛江市との間を流れる多摩

川の小田急小田原線鉄橋の下流0.5kmにある取水堰下の河床〔図2〕と，多摩川低地を隔ててこ

の南西2仰の川崎市多摩区桝形及び、東生田， 生田緑地公園のある通称飯室谷付近の丘陵地であ

る。この付近の地質は， 下部更新統の上総層群飯室層が丘陵下半部に基盤として露出する。こ

れを不整合に覆い，上位に多摩IIローム層〔岡ほか， 1984）以上のローム層をのせ， 多摩E面
を構成する中部更新統の海成段丘堆積物，相模層群オシ沼層が，標高約50～60mに分布する。

飯室層を中心とする上総層群の柱状図及び位置図を図 1に，上総層群の地質図を図3に示す。

飯室層を含む多摩丘陵上総層群の層序については大塚 (1932）以来， 多くの研究がある（岡

ほか， 1984など〉。図3は小泉 (1985）にその後の資料を加えて修正したもので，ここでは，三

角川成の堆積相を示す部分の生田層の一部（機質砂層部〉＠出店層 ・連光寺層の一部を一括して，

稲城層に含めた。残りの生困層（砂勝ち細互層部〉は王禅寺層に含めた。

飯室谷の飯室層は， 下位の砂勝ち砂泥互層からなる王禅寺層から整合漸移し， 上位の泥勝ち

砂泥互層からなる高津層へ整合漸移する？ 層厚約70mの生物撹乱の著しい塊状無層理の砂質泥

岩層を主体とする。下位より， Np（登戸パミス：岡ほか， 1984）から Is（飯室スコリア；小泉

1985）まで10枚のテフラが認められる（図1）。その内， Yk（雪ケ坂タフ；河井， 1955）から求

めた走行傾斜はN27°E3° S Eを示す。トド属化石（Pl）は， Nk （西久保タフ：河井， 1955）の

約l2m上位から産出した。なお小泉 (1985）では Yk=Nkとしていたが，その後の調査により

上記のように訂正した。

表 l 飯室泥岩層産出の脊椎動物化石

no 分類 ／文献 部位 発見年月 探集者 保管場所

Cl CETACEA ① 肋骨片 '74 小泉明治 償国大
C2 CETACEA ① 肩甲骨片 '81 益田れいじ 益田れいじ
Dl SJ&D&l」且 sp ⑤ 頭骨 '75. 8 小泉明硲 国科博
D2 Delphinidae ① 椎体骨端円盤 ’75 小泉明裕 横国大
D3 Delphinidae ① 前位肋骨片 '81 益田れいじ 益田れいじ
Pl !LU_!!!_E_t旦且旦ESP② 右前肢 ’8 1. 7 小泉明裕 横国大
P2 包lJJJJti__l]_'lSP ② 腰，イ山，尾椎左右寛骨 '82.8.30 小泉明裕 横国大
P3 包包旦包ESP ② 左上腕肩甲骨 '82. 9 19 小泉明裕 横国大
P4 包IDjl_hll_03 SP. ② 左上腕肩甲骨 ！日33. 5 小泉明硲 積国大
P5 ~IJ_Jll~lD』li!~ sp.③ 上腕肩甲大腿腔骨ほか '84 川崎科学館ほか Ill崎科学館
P6 包lfilihp_ss P③④  頭骨片？歯？肋骨 '84 川崎科学館ほか ）｜｜崎科学舘
Nl Cervus sp ① 腰椎 小泉明裕 横国大
N2 Qg也監 SP ① 左大腿腔！左右中足。基節末節骨 . 77 小泉明裕 横国大
Al AVES ① 烏口骨 小泉明裕 横国大
A2 AVES ① 足根中足骨 小泉明俗 横国大

文献 ①未報告，②本報告，③マ＇）河川lレゲル7'鰭脚類班I1985），④大沢I19871，⑤小泉（1988 I 

多摩川河床に露出する飯室層は， 生物置乱の著しい塊状無層理の砂質泥岩層を主とし， ほぼ

北東一南西走行で南東に2.5度ほど傾斜する層厚lQcmのガラス質（粗粒ミガキズナ状〉火山灰層

をはさみ， この下位3mには粗粒軽石密集帯， さらに Im下位には層厚5cmの白色火山灰層を

挟在する。これらのテフラは， 岩相， 鉱物組成とそれらの組合せからみて，上位より Nk,Ip 

（飯室パミス；小泉， 1985),Ykに対比される。アシカ属化石（P2,P3, P4）は3 この Nkテフ

ラの約3m上位から産出した。アシカ属化石層準の 4m下位では， 走行方向lQm以内からイル

カ類頭骨化石（Dl），椎体骨端（D2）と前位肋骨片（D3）が発見されている。アシカ化石と同じ
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表 2 多摩川河床飯室層産貝化石 リスト

層準 下 中 上
種名 岩相 s/si 和名

GASTOROPODA 
包辿迎E包足並ll旦 。 キサゴゼ
Suchium suchience subschience ． サTスウチキサプ
Homalopoma sp. ⑤ ザンショウIJ'イ属
Turritella nipponica 。 工リwキリかイ？？シ
Onustus exutus 。 キ1担..!fh ..イ
Polinices包包！1止包包2 。 ウfl'マタマッjドキ力。イ
也盟旦主主 sp. 。。。mかイ！覆
C「yptonaticaJ釦sostomoides 。。 工リ7マかイ
Tanna leteostoma 。。 。ャ＇~1Dh..ィ
'J'.Qnrlli sp. 。
包阻旦盟盟E皇 。 7カニシ
民主弘主sp. 。 レイツかイj冨
Phos senticosus 。 トクザ！γィ
Babylonia旦辺厄旦 。 ｝＼＂イ
Volutharpa巴立主 。 モスリかイ
Golikovia fukueae 。。。ユウピ工リーポう
Zeuxis squinjoreusis 。． 。／＼ナムシ日力。イ
担足型Esp. 。 十力。ニシ属

也且.＠笠区足並 。 J/J"°ウポう
Sydaphera spengleriana 。 。 1日そかイ
Unedogemmula盟国E 。 市ンカリYネIh..イ

SCAPHOPODA 
Fissidentalium vernedei 。 司W1!h.. 1 
Dentalium octangulatum 。 ヤ力トーヴj力、‘イ

PELECYPODA 
Aci l la di varicata 。。オオキう7h＇＇ィ
Sacce l la confusa 。 ゲン口クリデ力、、イ

Scapharca subcrenata 。 す！W'ウヵーイ
日l:tc:tmerisalbolineata 。 へ..＇）ケイかイ

~~~~~~8spectabilis 。 キすかイモトーキ
sp. 。。。ヒ！＼＇1）γィ属

位旦担主 pectinata品盟且旦 。。 タイう午、

Mithuhopecten cf. yessoensis 。 。 ホタ子力、、イ

Mithuhopecten tokyoensis 。 。 トウキョウホタテ
加omiachinensis ナミマh'"yヮヵーイ
Crassosterea巴E鐙 マ力。キ

C:tclicardia ferrugin巴a 。 ク日：m7ミかイ
Cyclodicama型E旦ill 。 :;;tザマザイ
Venus foveolata 。 ピjスかイモトボキ
Lucinoma acutilineata m制点イモドキ
Dosinorbis cf.troscheli 。． マJ~tナγ ィ

包血込 cf.schnr 11 iana 。。。;t;t;l.ゲレかイ
Clementia papyracea ． ． ． 7;l.マかイ
Mactorinula dolabrata 。。 リリPママ村山イ
Macoma cf. praetexta 。 。UH/J＼十かイ
Cultellus otsukai ． ． ． オオツカユキ17シタ
担盟主込盟旦旦 。。ナミγィ
Peliproma otohimea巴 。 リュウグウ／＼］＂ロモrィ
Cus2idaria sp. 。 。ツャクシヵーィ属
e : abundant @ : common o : rare 注1）産出頻度；

2）層準
3）岩本目

下：Yk～lp17う間， 中：Nkr7う上位3～4m,上：Nkテ7う上位8～9m
s/si：砂質シルト岩， si/s：シル ト質砂岩

49 
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表3 憤浜多摩地域土JC.庖併j藍ナンノ化石群
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図4 多摩丘陵上総層｛f'fの層序と石灰質ナンノ化石からみた年代〔試案〕 女印 ：斉藤〔1988）による石
灰質ナンノ化石分析層準（番号は表3と対応する〕，女印：アシカ科化石産出層準．① ：岡田〔1987〕

の石灰質ブンノ化石群集帯，② ：矢野口～八王子ノレート ，③ ：溝ノ口～町田ノレート， ④ ：磯子～

西谷ノレート， ⑤ ：杉田～岩瀬ノレート，＠ ：富岡～金沢文庫ノレート， HA：浜層， NZ：中里！冨 KO

：小柴層，OF；大船層，NJ：野島層，UG：非Ii郷層，KM：上星川層，TK：高津層，IM：飯室
層， oz：：王禅寺層，KK：柿生層，TR：鶴川層，IG：稲主it層，RE：連光寺層， HY：平山層，
OY：大矢部層
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層準からは他lに鳥類の烏口骨など（Al,A2）が，上位層準からは大型鯨類の肩甲’骨片（Cl）が， 更

に上位からは陸生であるシカ類の服椛 （Nl）が産出した。これらの 産出層準は大塚 (1932〕の

飯室砂質泥岩層，または岡ほか (1984）の飯室層の中部に当たる。

3. 随伴化石と堆積環境

51 

飯室層から産出した川11乳類、化石及ひや鳥類化石（表 1）の産出地点および産出層準を図1・3に

示す。 貝類化石からみた飯室層の椎積環境は，外洋水の影響をある程度受けた内湾の上部浅海

幣と椎定されている （正岡，1975）。産出地点は当時の三角州の前面沖合いにあった（たとえば

菊池，1984）と考えられている。多摩川河床に分布する飯室層の貝類化石群集について， 産出

層準の確認のための調査にともない， 4層準に分けて調べた結果を表2に示す。岩相変化にと

もない，優勢種は下位より，①Yk-Ip層準の淘汰不良の砂質泥岩：Cultellus-Lucino ma-Su-

chi um，②Nk上位3 4mのアシカ化石を産した淘汰の良い砂質シルト岩：Cultellus-Cle-

mentia, Ci)Nk上位915mの泥質砂岩：CultellusDosinia，④Nk上位2530mのシル ト岩：

Periρlamα となる。 ①ではマガキ片や多くの材化石を伴い，陸水の影響が強い。①～①では

Cultellusが圧間的に多い。④では貝化石の産出はほとんど希になる。多摩川河床の飯室層は，

上位ほどより沖合いに位置するようになったと考えられる。

4. 飯室層の年代

飯室層自体からいままでに年代測定された報告はなく ，火山灰鍵層により飯室層を含む多摩

丘陵の上総層群全体が，横浜南部の上総層群小柴層を介して， 古地磁気，微化石膳序の確立し

ている房総半島の上総層群国本層～栴が慨層に対比される 〈三梨 ・菊池，1982）ことから，飯

室層の年代はO.SMa前後に考えられてきた （例えば，菊池1987）。しかし，’86-'87年度の海生日甫

Pl P2 震予3

fゃっ不；；
3’ 
'_¥) 

田弘
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品。
~ cm 

図5 アシカ科化石の産状 Pl：飯室標本，P2：；多摩川A標本，P3：多摩川B標本，P4：；多摩川C標

本，縮尺－ 方位は共通．
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1a 

図7 上腕骨. 1：飯室標本〔右〕，2：；多摩川B標本（左〕，3：；多摩川C標本〔左〉， (a：後側面，b:

外側面，c：前面，d：内側面〉 x 0. 43 
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1c 

1d 

図8 飯室標本（右〕. 1：桟骨， 2：尺骨（a：前面， b：内側面，c：外側面，d：後面〕

×0. 4 
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乳類総合研究 （文部省科研費〉の｜努に3 横浜 多摩地域の上総層群から筆者の採集した4層準

の試料について，石灰質ナンノ化石分析が行われた （斉藤，1988）。また，本報告の多摩川河床

のアシカ科産出層準の 1試料 （no.1）についても， 山形大学岡田尚武教授による分析結果が得

られ，飯室層は岡田 (1987）による第四紀の ナンノ化石群集帯のF帯 （1.1～1. 36Ma）に入る

（表3）。その中でも万elicosρhaeraselliiがみられないことからすれば 1.1～1.2Ma tこ相当

するが， 岡田教授によれば H.selliiは浅海域では含まれていないことがある（斎藤教授私信〉

ため， F帯全体とし，年代を限定しない方が無難であるという。つまり，F帯にはいるこれら

5層準の位置の層序上の位置閃係を考え合わせると，本報告のアシカ科化石産出層準は，1.2Ma

より古くなる可能性も残されている（図4）。なお房総半島の上総層群でこの年代に相当するの

は， アシカ科化石産出力、記録され始める梅がi瀬層（約O.8 9Ma）より古い，黄和田層上部であ

る 〈佐藤ほか， 1988）。包含層の年代論の詳細については，従来の見解と具なるため重要な問題

を含んでいるが，本論の目的とするところではないのでここでは省略する。

5. アシカ科動物化石の産状

今回報告する飯室（Pl）標本，多摩川 A(P2〕・B(P3〕・C(P4）標本の産状を図5に示す。

Plは右前肢であり，発見時に肩甲骨と上腕骨の断面が露出していた。肩甲骨から手根骨まで

は現位置に近い状態で3 訂13点がおよそ30×70c加の範囲にJ輩出した。肩甲骨から桃 ・尺骨まで

は背面を上， 月状 船状骨は主主側を上にし，その聞に小菱形骨などがあった。産I±＼地点は上位

のオγ沼砂際j冒との不整合面に近く ，露頭全体の風化が進んでおり、化石骨自体はかなり脆〈，

豆腐程度の硬さであるのに対し，その表面の多くは褐鉄鉱に部く磁われて回結していた。

P2は，渇水時には乾く河床の岩盤の水流で削られた表面に，腹部の計9点の化石骨が，一部

顔を出した状態で発見された。このため，母岩は褐鉄鉱と方解石が品出して脆くなっていたが，

骨自体の脱灰は進んでおらず硬い。若年個体のため，脊椎の骨Y:filはすべて遊離しており，遊／1lff'

した骨端円盤は，化石骨のまとまって産した範囲の Im西から，l個だけ得られた。

P3は， P2の北東側（走行方向〉へおよそnomのところから 3 l対の左肩甲 ・上腕骨がとな
りあって産出した。 P3の上腕骨は内側半分を流水による浸食により欠くが，残された部分の

表面にほとんど陪耗はみられない。
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P4は， P2の北東へおよそ80mのところから，1対の左肩甲 ・上腕骨が重なりあって産出した。

両者とも突出部は地積以前の熔耗により，かな り海綿質が露出している。

6.記載

主要部位について記載する。なお今回報告する標本は，神奈川県立博物館に収蔵する。

Family Otariidae Gill, 1866 

Genus Eumetoρias Gill, 1866 

Eumetoρias sp. 

1) 飯室標本：右肩甲骨 （Pl-L KPMG-7903，図51，図61，図12-c）間接鼠と後角を含む，

後縁と平行に幅4c躍が保存されている。外側からみた後縁の輪郭はその中央で緩く ，背 腹端で

強く頭方に対して凸湾する。後縁中央の平坦面は垂直に向く。線下笛の後部の小円筋付着面は

前後にl随狭い。
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図10 多摩川B標本（左），1：第1腰椎，2：第3腰椎， 3：第4腰椎，4：第5腰椎，5：仙椎，6：尾椎，

7：左寛骨， 8：右究骨.(1～4：前面，5～6：右側面，7：外側面，B；内側面〉 x 0. 66 
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右上腕骨 （Pl-2,KPMG-7904，図5-2，区171）遠位の半分が保存されている。大結節稜は骨休

から前方へまっすぐ突き出すが，その遠仇刈，jは’自軸より仁j:ij/¥'Jの高さでやや外側に偏る。三角筋粗

面の外似I）縁は破損してd!Hli：質が 露出しているが， 保存される部分からみて外側）1向への突出は

大きい。外側上穎～外似｜！上頼稜にかけては外縁部の輪車llは破損によりやや後退している。その稜

は前後に比較的薄L、。 IHiiJ［自は広し、o m’！IIT而内側上縁部の輪郭は下方に幅 ・長さとも10nunほど
湾入する。日｜羽lj値を表5-41こ示す。

右構骨 （Pl3, KPMG-7905，図53，図8-1)j§~骨頭と’骨体「1~央の一部の前1J、｜！半を欠くほかは

ほぼ完全である。 遠位の骨封Iiiの癒合は不完全で，癒合面の後半は聞いて，泥が詰まっている。骨

体の後面の輪郭は凸に強く湾曲する。手根l刻tfi'j面の輪郭は厚さの吉Jjに前後にやや短い。計測値を

表5-5に示す。

右尺骨 （Pl-4司 KPMG-7906，図5-4，図82）遠位の骨川iは遊離しており，未発凡である。 t:I凶

骨との｜共l宣i'i面より近位外側面の輪郭の一行IIを欠く以外はかなり完全である。全体的にほっそり

していて，肘頭頚部から骨体仁1-1央にかけての後半部は非常に部くなっている。計測値を表5-6vこ

示す。

このほか三角骨 （Pl5, KPMG-7907）， 月状 船状骨（Pl-6 KPMG 7908），小菱形骨 （Pl-

7, KPMG-7909）， 有頭’自’（Pl8, KPMG-7910），第1・3・4中手骨 （Pl-9・11・10・KPMG-

7911・7912・7913）が産出した。

Genus Zaloρhus Gill, 1866 

Zaloρhus sp. 

2) 多摩川A標本， 第1腰椎 （P2L KPMG-7914，図9，図10-1)前後の骨端がはす＇A'Lており，

左側の！日J骨突起を欠くほかは， ほぼ完全である。椎体は背側のやや平坦な横長の楕円形で，前

後の縫合聞にはは八の字形の潜がある。 IJJJ骨突起は椎休の上から約%の位置から水平方向に斜

め前方に突出する。赫突起は後方に倒h，その上縁前端は村主体後i'iffii付近にくる。

第3腰椎（P22, KPMG-7915，図9，図102〕前後の骨端がはずれており，左側の前関節突起

を一部欠くほかは， ほぼ完全であるa Hf；体は背側にやや平らな横長の5辺形で，前後の縫合面

にはは八の字形の潜がある。 肋骨突起は11t休の上から約73の位置から斜め前下方にに突出する。

赫突起は後方に倒れる。

第4腰椎 （P2-3,KPMG-7916，図9，図19ーの 前後の骨端がはずれており，左側の前関節突起

を一部欠くほかは，ほぼ完全である。後｛＇，flの骨端円盤は背側の%を欠く。椎体は横長の丸みを

帯びた 5辺形で， 前後の縫合面にはは八の字形の潜がある。 肋骨突起は椎体の上から約%の位

置から斜め前下方にに突出する。車車突起は後方に倒れる。

第5腰椎（P2-4,KPMG-7917，図9，図10-4）前後の骨端がはずれており，右側の肋骨突起を

一部欠くほかは， ほぼ完全である。維体は横長の楕円形で，前後の縫合面にはは八の字の溝が

ある。肋骨突起は椎体の上から約%の位置から斜め前下方にに突出する。 車車突出は後方に倒れ

る。計測｛直を表4に示す。

仙骨 （P25, KPMG-7918，図9，図10-5）前後の骨端がはずれているが，ほぼ完全である。

3個の推体から構成される。 耳状面は一対である。側方からみて仙骨翼は背側に凸に湾曲する。

第1と第2事Ii突起の聞は，化骨が進んでおり，消・らかに連なる。計測値を表51に示す。

第1尾椎（P26, KPMG-7919，図9，図106）前後の骨端がはずれているが，ほぼ完全である。

椎体部の前後長26.5凹， 最大幅30.2nun，最大高32.7皿。
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左寛骨（P2-7,KPMG-7920，図9，図10-7）・右寛骨（P28, KPMG-7921，図9，図10-8）変形

もなくほぼ完全だが，左腸骨は，右に比べて官／［結節を含む前縁から 7皿ほどが欠損している。右

坐骨の中央腹側と後縁の一部を欠く 。 内外方向からみた輪郭は前後に細長く， 坐 ・恥骨側の最

大11屈は全長の約>iである。腸骨ヵ、外方に，坐 ・恥骨の後半が内方に折れ曲がるため，背面からみ

て右寛骨はS字型を呈する。 ）場骨や｜卜は，後背似I）～前腹側に延ばされ偏平であり，その断面は長径

が短径の 3倍程度の長楕円形である。）揚骨粗直iの腸骨体中央から後背側にかけてなだらかに凹

み，イ日｜骨の耳状面と仙骨粗聞との境界に対応する後で2分される。坐骨枝は，内外方向からみて

背側に凸に湾曲する。その断面は，閉鎖孔の前半は丸みを帯びた三角形で，左寛骨では時計回り

に内側にねじれながら，後半では内外方向に偏平になり，坐骨板に連なる。恥骨校は覧骨日後縁

から2omm後ろで 7 ～ 8 度内側に折れ l~l がる。その 11)r面は後ろ側ほど内側に偏平な楕円形になる 。

恥骨の後端はやや肥厚して粗面となっている。寛骨臼は前後にやや長いがほぼ円形で，寛骨全長

の前から%のところに位置する。寛骨臼切炭は幅狭い。寛骨臼窟は後側が底辺の 2等辺3角形を

呈する。閉鎖孔は，前後に長く後半がj広大する雨滴型である。計測値を表52に示す。

3) 多摩川B標本， 左肩甲骨 （P3l, KPMG 7922，図62，図12a・b）前縁腹側の－ff日，関節
宮内側半を欠く以外は，ほぼ完全である。腺上向 ・1束下街を背腹方向に走る隆起の問の lllllil以下

の薄L、部分は，堆積時には既に失われていた。全体の輪王IIは扇形で，背縁の輪郭は外側からみ

て背側に凸で、背側からみて外側に凸に湾出lする。後角より約8阻までは縫合結合で骨端が付

着し、 この前方の背縁は肩年Iir¥k骨の十i着する粗面をなす。前縁は全体的に頭方に対して凸湾す

る。後縁は内外方向からみて3 大円筋付着回JJR:側端よりj盟側の輪郭は，尾方に対して凹湾する。

後縁中央は幅18皿強の平面で， その1Jづ唇と外唇は稜をなす。関節富腹縁から80聞の所で，外側

Jgの稜は腹縁内側に向けて，分岐する。 この稜の腹側は深くえぐれる。背面では，l凍J二筒の中

央やや前よりに線上筒外側稜が発達する 0 nw下向の後縁には赫下高外側筋線が発達し， その後
側に連続する小円筋付着面は幅広い。JJJJ骨面では肩甲下笥は，背腹方向に走る隆起により4つ

の長精円形の窪みに分か;/c, 背面の肩甲問に対応する部分ヵ、最も窪んでいる。 このやや前側に

は肩甲下宮中央稜が，背仮｜！縁からヰlうたにむけて腹側縁からsommの所まで次第に弱ま りながら発
達する。肩甲練は，肩甲頚では前緑、よ り%の所に位置する。前後からみた赫の輪郭は直線的で，

肩甲1凍結節の所で緩やかに折れrJL1tJ ＇.、 る。 IL~)Ji]方向からみて全体として尾方に緩く傾く 。肩11除は

腹側に突き出し，その後側唇は後内方に張り出す。 なお，肩峰面上の！国側端から背側に向けて

15,55, 70, 105皿のところには、恐らくサメなどによる，堆積以前にできた前後方向に例lびた幅

4～10皿の溝がある。計狽lj値を表53に示す。

左上腕骨 〔P3-2,KPMG 7923，図72，図144）内側半分を流水による浸食により欠くが，残

された部分の表面にほとんど磨耗はみられない。上腕骨頚は明瞭で， 骨対I~忠良は消失している。大

結節は骨軸の方向に伸び，骨休中央の三角筋i'ILOOで最も幅広い。稜の前外縁は外～外後方に大

きく張り出し， その表面は著しいtfl面をなす。 上腕骨泊草は前後にやや長し、。外~l!J上頼は外側

上穎陵を底辺とする丸みを帯びた三角形をなし， 滑車外側縁より 7凹ほど外方へ突き出す。外

仮~上頼稜は滑車の 2 倍の高さ（遠位出よ り 7 cm）で角ばり，後外方に張り出す鋭い稜をなす。

肘頭自は広く ， 前方へ凸に湾曲する。 鈎突；＼~； は浅く，不明瞭である。計測値を表 5 4に示す。

4) 多摩川C標本，左肩甲骨 （P4-l,KPMG-7924，図63）問節高を含むJJR:側の－f'illで、ある。

背側端は堆積以前の破断面で， 関節誌の回りと共に，磨耗して広く海綿質が露出している。肩甲

赫は腹縁から28阻まで保存されている。 JJ)J骨面では肩甲下宿j中央稜に連なる隆起が復縁より約

50聞からみられる。関節寓長50mm，関節；官：，幅4011l1Il。
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図11 仙椎・寛骨の計測位置と克背外側面の比較図 （a:Eumetopias jubata, b: ：多摩川A標本，c:Za-
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図13 上腕骨 ・校骨 ・尺骨の計測位置．

2 3 4 5 6 7 8 9 

図14 上腕骨の比較図 〔左外側面，ただし No.8は左右反転して示す）.1 : Eumetopias jubata〔雄成
獣）， 2 : E. jubata （雌成獣）， 3 : ＇多摩川C標本，4：多摩川B標本，5: Zalophus califolnia河川
（雄成獣， Matsumoto,1926〕， 6: Z. califolnianus M3880〔雄〕， 7: Callorhinus ursiuns（雌成獣〉
8 : C. ursinus （雄成獣〕， 9: Thalassoleon inexicanus UCR15254 （雄〕

左上腕骨（P4-2,KPMG 7925，図7-3，図14ーのほぼ完全であるが，骨頭の上腕骨頚の上位の

幅15IIllllや滑車の周囲，大結節上端など突出する部分の大半は磨耗して海綿質が露出している。肩

甲骨と折り重なって産出したため，肩甲骨の関節宮の前外側縁の一部が，t腕骨後内側に内方向

に伸び、たレンズ：犬に癒着して，圧密により骨体に亀裂を生じていた。全体の輪郭ほ前からみて繭

型で，最大幅は近位にある。骨頭は最大近位幅の 7害（強あり，上腕骨頚には骨端線が溝状に残っ

ている。骨頭の上外側面には堆積以前にできた，前後方向に幅01阻， 長さ613IIllllのひっかき傷

がある。後ろからみて，上腕骨頚は骨＇ l1il1に対しでほぼ垂直である。内外方向からみて，骨頭は後
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ややと方へ突き出し， 近位からみると左右にやや偏平で，大結節との聞はくびれて骨頭の上限よ

りやや下がる。大布！？節の最高点は骨頭よりも13剛ほど高い。後外一前内方向に伸びる。大結節

稜は’国’体中央・より縁位側まで付lびる。内外からみた段線は直線をなし， 三角筋組商の下部で後

方に折れ，鈎突笥に漸移する。前からみて稜幅は， 上部でくびれる。 骨体中央部の三角筋粗聞

で稜の前外縁は外後方に大きく張り出して稜r［日も最大になる。大結節稜の前内側縁の突出は弱

い。小結節は骨頭よりも低く， 近位からみて大結節とほぼ平行に後内方にのびる。 小結節稜は

骨体中央部で骨体に漸移する。上腕骨削車は上下にやや偏平である。内側からみて， 内側上頼

の輪郭は前後にやや偏平な楕円で， 市工事縁よ り最大15mm程突出する。 外側上穎の輪郭は上方に

62 

多摩川A標本の腰椎の計測値

！第 1腰椎 ！第 3腰椎！第4腰椎 ［第 5腰椎 1

I 61.5 I 60.7 I 59.2 : 48+ i 
l 59.5 I 61.2 I 62+ I 62.2 I 
¥ 11 5 i 20.0 l 19+ l 16.5+ ¥ 

表4

1 全長

LL全亘
3 l赫突起長

♂
 

♂ Ca 

口]_i_
: 46 
l 28. 5 
LJ1 
j__]_1 

二 一L__1§
55 i 4 7 
(82.5) : 82 

♂ 1 Za 

l 109 
l 5 2. 7 
L__1§. 5 
: 31 
l 30 

計測値の比較

♂ 1 Eu 

はl_O_
LJjl_ 
: 5 5 
U_5_.5 

L旦
L__l2 
: 9 7 
l (180) 

表5

i 5 -1 仙椎 i TA 

「ll全長 : 12 0 
2 ：近位端最大幅 : 5 7 + 
I 3 ：耳状面後縁幅 I 31. 5 
: 4 i第2第 3椎体間幅 I 3 5. 1 
: 5 ：前関節突起幅 : 31. 3 
: 6 ：遠位端幅 l 2 9. 5 
: 7 ：全高 I 49. 7 
l 8 ：仙骨長（前後の骨端を除く長さ） l ( 9 5) 

寛管長 213 206+7 324+ I 183 i 183 
2 I腸骨長 I 84. 5 80+7 : 145 i 66 I 80 
3 腸骨最大幅 : 36.7 ! 32.6+1 11 I 39.4 I 33 
4 腸骨体最小幅 29.0 28.4 : 52 : 27 : 2 6. 5 

5 腸骨下部幅 : 34. 5 34.5 i 67 : 29.7 I 33 
6 I仙結節の厚さ 7. 6 : 18. 5 I 8. 2 : 7 
7 寛骨日目IJ後径 33.0 34.6 50 : 29.6 : 29 
寛骨臼背腹径 31. 8 31.8 I 51 I 27.4 I 26.5 
座骨最小高 10 30 ! 15 

10 座骨帽 11 I 12. 5 11 日 I 12. 5 
11 ：恥骨最小高 13 12.5 I 19 ! 11 7.5 
12 恥骨幅 8 7.9 I 11 7 I 1 o. 5 
13 I閉鎖孔最大別後径 I 79 79 I 102.5 : 65 ! 63 
I 14 I閉鎖孔背腹径 32 32 ! 113 : 27 ! 26. 1 I 
15 恥一座骨間背腹径 54 ! 53. 7 91 ! 52 I 51 
I J6 座骨板長 23.5 22.8 [ 49 ! 29 I 21. 5 ! 
17 震骨目前縁関幅 69 125 ! 65 I 6) 

18 仙骨第2線～寛骨腹側突起 81 130土： 76 I 75 
19 1 5 / 1 0.25 0.25 0. 28 : 0. 28 ! 0. 28 I 

I TA♂，R ~ TA♂，L I Eud', L ! Za♂，L l Ca♂，L ! 

Q. 44 I 0. 36 j 0. 44 l Q ・ 39 I l
 

nHU
 

，A
せ

．
 

ハ
Hυ

寛骨

I 20 I 2 / 1 

: 5 -2 



Bull. Kanagawa pref. Mt」s.,No. 19, March 1990 63 

5 ~l 肩甲骨 I I ~’ 
TB. L I Eu♂， L ! Eu♀＇L I h♂L口：卜u；川: 

「寸寸全長 「－258+ 356 ± 292 178 
2 : j育刷版最（肩大甲長鰍 一 238 314 255 l~~ 
3 I背縁長周 に垂直に） トー 302+ 342 313 2 
4 I i帝京下容最大幅（肩甲般に垂直に） 128 135 136 108 
5 I l青甲顎最小幅 56 56 86 72 43 
6 ：関節窓長 63 57士 64 43 43 
7 I j胃峰I胃 34.5 57 ± 29 21. 5 22.5 
8 ：後端厚 15 18 23 22 14 10 
（｝ ！大円筋付着面後内縁長 32 34 51 41 37 44 
l Q I小円筋付着間前後幅 26 48 26.5 22 50 15 
II 1州間基
__1_2_JーlQ/J」 一一一 0.22 0.10 o . 09 L_o_i~上一旦」2」

:] 4 上附 山下 山下主了l~~· I Euo' ,LI Eu♀， L I Za 01, '・ ; Ca♂L 
土u才~1L二型車E －」一二一」＿ill_t_-_21Jl__ __ J11__7 ___ J 2__2＿ーし」」庄三士立日二~－－
2_lj;位畳二宣豆豆一一一一一一一一ι －－ J_ 21_?+ __ Jーロ正一一J_llLー＿U_4J)___ l旦L 」」旦
:J：小結節滑車長 ｜一 _I I 1~ 7 I 260 ± 20s I ::H 16J 
4 I骨頭一滑車鞍部長 ｜ ー一一 一寸す「 2l「 261 －寸－212一一丁目21τ64一一－
!LL三開店坦亘亙 一一1－~二一＿u立＋一」」5_LL」ょ12. 一一日l___Lill_じ1~一一一一
位 三4坦王国量主包金箆 」 一一一－L担＋一一」－2J:t 上土仁 」：：l_§__上」1__ L2L _.: 
1_~直也圭一一一一一一一J一 一一ニー」一一 一~LLQQ_ ＿上二ロ－」－j_9＿ 」」L..J
8 ~ ノヘ結節最大直径 [ - I I c 41 I 2s I 2 2 21 
jJJ_l_ j'!.J~'Ll三塁ι且]l[O担星］＝-._B主L笠L」－ι一一一＿ 7 G _ l 2 4 I !l 6 I 7 l ___ u__ 
_l_llj宜主白血去百堂_!f_____ __j __ 4＿ ~ ー－－ －－~一一一一＿__41_4_l」L .1 5 J _UL __ L-31 _ 
i2:r2r<Pタi併15重大前後任 J"1,2 [q  L_ •J+ I 64 I so I J? :13 
立土Tf!!Jf豆＇＿：CJ{ti五三7二Jjr・J ____ _:_ ___ J －~s_ 1 __ 1-E二コユ仁子仁王二二L三r;=-
l__± ___ Jj:i主主去最主主j主｛主 __ j 7_ 1_ 1_ ← ii7一一一－－--:) 7 _ _l__Jl土一一一り ー＿＿＿(5_4_L __ L_§_2_ 
」l_l_j引き竺卑量生長丘一一 一一 一一一一一 一一一一一一 1Q ---J_ ~~2_ 守一一日 一一一色しLl_JJ_
L1i~盟主一也事［号 ,r ;_i~iをJ三一一 一一一一一ー J ＿ ~＇.＞ oI:: . 1 ~J＿ .＇.· ← J~~~ － L :q_ __I __ －~ － t _2 2 
l 7 ' ？＂－ 刊lii ，，；＿二 ~l'E刻字 I_ s)・ l :i._8 :. 01 I ?Ii ｜リ ｜リ5 7ι 

一j__8一一二！！！筋tkJ1r-u1~ili；＿ょff:___ 一一ーし：J＿＿ 」一一工一一ー）一一一」 2り _I __ 3 __ LーJ一一一I}2 ___ , 
lg ＇三 列筋後外側面突出自 I lll+ : lG I 1:, . 21Y ll.5 T-1, 6 --1 
; 17／ 川 I o 2川 IJ.22! IJ.2CI :1581 0.481 lった万「

I 5 -5 梼骨 [ lM R i Eu01.L [ Eu~.R [ za01 Llcaci" RI 
全長 I 227 271 : 2 30 165 I 182. 4 

: 2 近位最大幅 ! 37 + 80 I 56 41 42.8 
3 近位最大目lj後径 I 38+ 60 : 4 7 33 33 
4 要員目リ後径 I 28士 40 I 32 I 21 I 21. 8 
5 体中央最小幅 I 18. 2 I 29 22 19 I 16. 5 
6 体中央前後径 I 4 2 3 69 57 37 31. 7 
7 遠（立最大幅 I 41. o 60 44.4 51 49.8 
8 遠位最大前後径 l 66. 5 88 69十 I29 32.4 
9 I手根関節面目tj後幅 I 37. 4 64 49 5 33 3 4. 3 
I 0 I手根関節面厚 I 31 . 5 51 35.7 23 I 26. 6 

尺骨 Eu ♂，L E凶 RIZaci",L Ca♂，R 

全長 325 257 (200) 219 
2 I全長（遠位端除く） I 259 296 222 I 1 so 197.4 
3 I滑車切痕部長 l 42.o I 67 17 I 3 5. 3 I 
4 肘突起部最小別後長 ｜75.0 94 I 76. 0 54 55 
I 5 肘頭顎部最小§tj後長｜ 64.5 80 66.0 45 47 
6 肘頭頭部最小厚 2.0 10 7.9 3 3 
7 肘頭長 I 78.o 1120 78.0 48 50 
8 体中央前後径 I 32目。 ：( 42) 37.0 (21) 26目3

I 9 I遠位最大目tj後径 l 31.5 I 48.5 : 35 5 l 23.5 l 21.2 

注）IM：飯室標本，T多摩川AB・C標本， Eu:．現生 トド，iiは国科f専標本no.J" 'J9，雌は北大標本
no.13358, Za：現生カリHtルニn刈，国科↑専標本M3880, Ca ： 現生キ9t•y トt仁和田標本no.15307.
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連続する稜を底辺とする三角形状で， 外方に滑車縁より 6皿程突出する。外側上穎から骨体の

外側縁に沿って鋭い外側上頼稜が突出し， 三角筋粗而の後ろ側， 近位より%のところで鈍し、後

外縁に移行する。 Jl;-J頭協は底辺と高さが50mrnで後側縁より深さ17聞の丸みを帯びた三角形の凹

湾部をなす。鈎突簡はm・車前面の上部に111w,10醐以下の浅く不明瞭な窪みと してみられる。計測
値を表5-4に示す。

7. 比較・考察

主要な部位について以下の標本と比較し 飯室層産アシカ科化石の形態的特徴について考え

る。トド属，雌成獣（北海道大学所蔵，全身骨格，013358），雄成獣〈国立科学博物館所蔵，全

身骨絡，コンタ〉。アシカ属；カリ フメノンニアアゾカのk1li未成獣 （匡｜立科学博物館所蔵，全身骨

格，M3880），宮城県縄文辿跡産ニホンアシカの雄成以（」二腕骨，文献のみ，MATSUMOTO,1926）。

キタオットセイ属， 雄班！制改 ・雌成獣ほか （京都大学霊長類研究所和凹一雄氏所蔵， 全身骨格，

15703, 15528ほか〕、雌血成獣 （国立科学博物館所蔵，全身骨格，M24725）。タラソレオン属；

Thalassoleon mexicanus (UCR15254，』結成獣，文献のみ，REPENNINGand TEDro:rn, 1977）。

図11～13に計測l位置，表5-1～6に計担IJli!lの比較を示す。

1) 仙骨； 多摩川A松本 （P25）は，共産した寛骨と同一個体とみられるので維のアンカ属

に同定される。 3仙推から構成されエ！：状回は第1仙Hf：に一対ある点から， 4個の惟体から構成

され耳状而が2対あることの多いトド属とは区別できるが，大きさ以外にキタオットセイ属と

は区別できていない。

2) 寛骨， 多摩川A1:¥1！木 （P27, 8）は，恥骨の後！血縁が後腹側にや↓l長しない点や仙骨と 関節

さぜると両恥骨の後腹縁が接近することから，雄と判断される。腸 ・恥骨の腹縁の延長線はほ

ぼ平行で， 全長に対して脇骨が短く ，腸骨粗面が単一であることから， キタオットセイ属 ・ト

ド属とは異なり，プゾカ属に同定される。木標本の特徴は， 現生アj プJに比べて， 坐骨が恥骨

より も細く ，背！直方向につふ、れてl悟狭く ，隊状である,r，＇：（で、ある。

3〕 肩甲骨 ；；飯室標本（Pl〕は，J陳下符後縁部の小円飾付着面が前後に幅狭く，大円筋付着

面が背腹方向に短く， 下角がより腹側に位置することから， トド属に最も類似する。大きさは

現生トド属附成獣に近し、。現生 トド属に比べて，後縁は内外方向に利く ，全体的にきゃしゃで

ある。多摩川B標本（P3）は，疎下？.§；後縁部の小円筋付着面が広く 発注する ことから，アシカ

属に同定される。大きさは現生トト属雌成獣に匹敵する。カ リフォ ルニアアンカと比べて，P3

の特徴は，①背腹方向により長く， ②関節簡の背側の彫りが深〈，③JJ力骨面において背面の赫

下宮外側筋線に対応する位i立の稜の発達が強く，④小円筋付着面の発達がやや悪い点にある。

アシカ科羽生種の祖先とされる中新｜牛後別～鮮現世前期のタラソレオン属 （Repenningand 

Tedford, 1977）の肩甲骨 （図12g）は，現生種に比べると背腹方向に長く ，赫下窟；および小円

筋付着面の発達は最も悪い。すなわちP3の肩甲骨の特徴①と④は3 現生アシカ属よりも原始的

な形質と言えるかも知れない0

4〕 上腕骨，飯室標木 （Pl〕は共産した肩甲骨と同一個体に属することから， トド属とみな

される。Plの滑車の前内側上縁部のiii命郭が下方に湾入する点は現生トド属と共通する。遠｛立側

滑車鞍部の切れ込みは現生トド属よ りも浅く，遠位からみて 三角筋稜はキタオットセイ属程で

はないが内側にやや偏るのが本標本の特徴である。多摩川C標本（P4）は全長に対する大結節

の大きさの比率，側方からみた大結節稜の輪郭が直線的である点や三角筋結節が外側方に大き
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く突出することから，トド属 ・ キタオットセイ属とは異なり ， アシカ ），~に同定される。なお P3,

P4に共通してみられる特徴は， ①外側 ｜二笥稜が前後に部く鋭い放をなし後外側に大きく張り出

す。②三角筋粗面の遠位端がタラソレオン属程でないが， アゾカ属やトド属の現生種よりも高

い位置にある。③長さの割にほっそりしている。以上の点はアシカ属やトト属の現生種とは異

なり， キタオットセイ属現生種やタラソレオン属に類似する。ちなみに①の泊’車鞍部前後任に

対する比率をみると， トド属，アシカ属，キタオットセイ属， 飯室標本， 多摩川標本の順に小

さくなる。つまり，P3,P4の上腕骨に共通するこれらの特徴は，現生アソカ属よりも原始的な

形質である可能性がある。

65 

5) 榛骨 ・尺骨，飯室標本（Pl）の大きさは現生トド属雌成獣に匹敵するが，檎骨手根関節

面が）享さの割に前後に短い点では現生卜卜属雌成獣やアンカ属よりもトド属雄成獣やキタオッ

トセイ属に類似する。両者とも骨体は現生トド属よりも内外方向に薄く， 全体的にきゃしゃで

ある

a. お わりに

川崎古内に分布する 下部更新統， 飯室層から産出したアシカ属3標木， トド属1標本を記載

した。産出層準の年代は， 石灰質ナンノ化石からみておよそ 1.2Ma前後と考えられる。この時

期にはすでにアシカ属が出現していた。なお， トド属は鮮新統からの報告がある（魔回 ・久家，

1985）。

日本における前期更新世のアシカ科四肢骨化石のうち肩甲骨，上腕骨， 寛骨，仙惟などの特

徴を初めて明らかにした。トド属の飯室傑木は， 現生トド雌成獣の大きさに近いが， 全体的に

きゃしゃである点で現生種と異なる。アゾカ属の多摩川B・C標本の肩甲骨と上腕骨について，

キタオットセイ属現生種やタラソレオン属にみられ， 現生カリフォルニアアシカに比べて原始

的と考えられる形質を区別した。今後、ニホンアシカも含めてアシカ属や トド属における種内

変異をよく調べた上でこれらについて検証し， 飯室層産アシカ属化石の系統分類上の位置を考

える材料としたい。

謝辞 本研究を進めるにあたり，横浜国立大学教育学部地学教室の長谷川善和教授からは終

始ご指導していただいた。また， 有馬 真助教授には， 英文要旨を読んでいただいた。神奈川県

立博物館専門学芸員の松島義章博士には本報告を発表する機会を与えてく ださり， 数々のご指

導をいただいた。山形大学理学部地球科学教室の斎藤常正教授，岡田尚武教授は，産出層準の微

化石資料の分析をし，結果の公表を許していただいた。京都大学霊長長類研究所和田一雄博士，

国立科学博物館動物研究部主任研究官の宮崎信之博土には 現生標本と比較する便宜を計ってい

ただいた。神奈川県立博物館の井上久美子主任技師には標本の写立撮影をしていただいた。千

葉県立中央博物館の甲能直樹氏には横浜国立大学在学当時より色々と討論していただき，文献

入手に便宜を計っていただし、た。 東京大学大学院生の益田れいじ氏には中学生当時に多摩川河

床で採集された標本の公表を許可された。以上の方々に厚くお礼申し上げる。

文献

慶田清治・久家直之，1985：鮮新統 ・”多賀層群”から産出したアシカ科動物化石．地団研専報（30）海生脊

H~動物の進化と適応， 67 73. 



66 小泉 ：川崎市の上総層群飯室庖〈下部更新統）産アシカ科動物化石について

堀川秀夫，1981：新潟県小千谷TIT魚沼層群 （鮮新一更新統〕より発見された新穫の化石 トドについて．地球

科学，35, 159-178. 

KASENO, Y., 1951: Pliocen巴 Pinnipedremeins from Kanazawa, Ishikawa Pr巴fecture,Japan. Trans. 

Proc. Paleont. Soc. Japan. N. S., 86, 340 349. 

河井興三，1955リ｜｜崎ー多摩地区 神奈川県下の天然ガス地下資源し神奈川県，p.12-21. 

菊池隆男，1984：多摩丘陵ー上総層群とその堆杭環境．アーパンクボタ，23,40 43. 

菊池隆男編，1984：関東地方の第四系対比表 日本の地質3，関東地方.p.140. 共立出版．

小泉明俗，1985：多摩丘陵東部における上総層ll'fーのテフラ層序と古生物群について，日本第四紀学会講演要

旨集，15,p.144-145. 

小泉明裕，1988：川崎市多摩川河床よりスジイノレカ属化石産出． 新生代海生哨乳類の生腐序と古生物学的研

究 総合研究〔A）文部省科学研究補助金報告書，p.54-55. 

マリンマンマノレグループ鰭JVjJJi賀班，1985：日本産路間l類化石について．地図研専報（30〕，海生脊椎動物の進

化と適応， 91-96.

正岡栄治，1975 生田緑地公園付近の地形 ・地質について 川崎市文化財調査収録，11,11-20. 

MATSU MO’ro, H., 1926 : Evidences of the port-gracial cycle of climatic change in north eastern Jopan, 

based upon a study of the marine Molluscs and mammals from the sites at Daigi, Miyagi Dist-

rict, athibiku, Mono district, and at Miyato ishland, ditto, all province of Rikuzen., Sci. Rep. 

Tohoku. Imp. Univ. 2 set., 10, 45-53. 

MrTCHLL, E. D., 1968: The Mio-Pliocene Pinniped Jmagotaria. ]. Fish. Res. Ed. Canada 25, 1843-

1900. 

三梨 昂 ・菊池隆男， 1984：横浜地域の地質．地域地質研究報告〔5万分の 1図幅），地質調査所， 82p.

大塚弥之助，1932：多摩丘陵の地質（其の1〕 地質雑， 39,p. 641-655. 

岡 重文 ・菊池隆男・ 桂島茂，1984・東京西南部の地質 地域地質研究報告（5万分の l図幅〉，地質調

査所，148p.

岡田尚武，1987：南部フォッサマグナの海成層に関する石灰質ナンノ化石の生層序と古環境．化石， （43),

p. 5 8. 

REPENNING, C. A. and TEDFORD, R. H., 1977. Otarioid S巴alsof the Neog巴ne.U. S. Geo!. Surv. Prof. 

Paper, 992, 1 93. 

佐藤時幸 ・高山俊昭・ 加藤道雄 ・工藤哲朗 .i(J.尾浩司，1988：日本海側に発達する上部新生界の石灰質徴化

石層序．その4：総括一太平洋側および鮮新統／更新統協会の様式地との対比，石油技術協会誌，53,

(6), p. 475-491. 

斉藤常正，1988：関東地方における幾つかのほ乳類化石包含層の徽化石年代．新生代海生晴乳類の生層序と

古生物学的研究． 総合研究（A）文部省科学研究補助金報告書，p.140-148.



Bull. Kanagawa Pref. Mus., No. 19, March 1990 

南足柄市域の箱根火山古期外輪山北部の地形

今永 勇 ・内田 智雄

（神奈川県立博物館 ・小田原城内高校〕

Topography of Northern Slope of Hakone Old 

Somma in Minami-Ashigara City 

Isamu IMANAGA and Tomoo UCHIDA 

Summary 

The Kintoki-san, the Hiuchiishi dake and the Myoujin-dake are the mountains in 

Minami-Ashigara City, consisting the eastern part of Hakone old somma. The topo-

graphy of northern sides of these mountains are discussed here. 

The inclination angles of the slopes of these mountains decrease to the north. The 

p!anation surfaces of these mountains are developed in the w巴sternarea of the N4 

ridge which elongates to the north from the Hiuchiishi-dake. 

There are three rivers such as the Takizawa river, the Uchi river and the Kari 

river flowing from southwest to northeast in th巴 surveyedarea. The evidences that 

the southern one is lower than the north巴rnone and the valleys of the north巴rnone 

are cut by the southern one, shows the elevation of northern Ashigara mountains as 

compared with the Hakone old somma. 

The ridge between Kintoki-san and Myoujin-dake seems to be formed under the 

effects of NEE S羽f羽fminor faults. 

はじ め に

67 

金時山，火打石岳，明ネr!1tf,；は箱根の古期外愉山の北縁の山々である。狩川の谷は，金時山と

明神岳との聞に始まり，北東に流れ，北側の足柄山地と南側の+i'i恨火山古期外輪山の境界付近

を流れ，関本丘陵の扇頂付近から南東に向きを変えて， 酒匂川の下流に合流する。箱根火山古

期外輪山の金時山と明神岳の間は，外輪山の環状の尾根のうちでは，特に低くまた外輪山の尾

根の線がカルデラの内側に深く入 り込んでいる特異な地域である。 これらの地域について， こ

れまでに K ANEKO (1970）， 鈴木 (1971），今永 (1976,1982）， 四島 (1985), 伊藤他 (1985),

杉山他 (1989）などにより地形，地質構造，地質層序が論じられてきた。 K ANEKO (1970）は，

空中写真の解析から断層地形を細かく記載した。鈴木 (1971）は，箱根火山の傾斜および基盤

岩の傾動について検討し，足柄山地の500m以上の隆起と古期外輪山北縁部の異常隆起を推定

した。 今永 (1976,1982）は箱根火山の北部地蔵堂付近の足柄層群の 地質層序を明らかにし，

箱根火山と足柄層群の変形について述べ，足柄層群と箱根古期外輪山溶岩との関係が，不整合

と断層で接していることを明らかにした。伊藤谷生他 (1985）は，箱根火山北麓の乙女峠付近

のボー リングデータと 足柄層群の検討から箱根火山の乙女峠付近の基盤に北西一南東方向の陥

没構造があると考えた。杉山他 (1989）は，乙女峠付近や裾野町付近を含む多くの温泉ボーリ

ングデータから箱根古期外輪山以前に形成された古い箱根火山が箱根古期外輪山の下に埋もれ
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ていると推定した。

箱根火山の北東部の尾恨地形や谷地形は， 主に北東方向を向いている。 そこで今回これら尾

根地形と谷地形を同じ北東 南西方向の垂直面に投影して，地形と変形について若干の検討を

試みた。地形図は，南足柄市発行の 2,500分の l及び25,000分のl地形図を用いた。

南足柄市域の尾根地形

南足柄市域内の尾根を任意の地域で区分し，S, H, N, Tの4クRノレープに分けて尾根番号

をつけた（図1）。尾恨を北東方向の縦断面に投影して尾根の地形を示した（図2-1，図2-2）。

各グル プの傾斜を比較してみると SグループからNク会ループさらにTグル フ．へとJI頂に尾根

の傾斜が緩く なっている。このことは，箱根火山の山腹斜面の傾斜が北に近付くにつれて緩い

傾斜になっていることを示している。 NO, NL N2, N2-L N3の尾根に平坦な面（850m,

830m, 800m〕が見られる。平坦商の発達しているのは，N3の平坦面の東側を通りほぼ北：iヒ
東一南南西に伸ばした線をj先に東側の尾根にはほとんど認められなし、。箱根火山の古Wl外輪山

溶岩は，何枚かの溶岩流と火砕岩層との互層からなっている。足柄11中直下の和田山林道の露頭

では， 溶岩流と火砕岩層が南北走向で西に約30度の傾斜を示し、矢倉！日出方の尾根では火砕岩

層が南北走向で西に10度の傾斜を示している。これらのことから足柄ib＇~を通り北に延びる尾恨

地形は， 箱根火山山践の山！！~斜面が西に傾斜したことを示し（鈴木， 1971), 平坦面の分布が

N3以西に限られていることからN3の東側を通り北北東に延びる線を境に，地形の変化をも

たらした構造の境界があるものと推定される。

0 町 K阻 1史氾 ml  z田m

図1 南足柄市域の水系と尾根すじ図 太線 ：尾根筋，細線 ：Jll筋，点模様 ：平坦面， 記号は尾根を示す



6
9
 

Bull. 
K
a
n
a
g
a
w
a
 Pref. 
Mus., 
N
o
.
 
19, 
M
a
r
c
h
 19
90
 

図阻室副鴇置hhwR』廿Q出…T州民同

lN函
EQMOF 。E
8dili－－A 

DOOFIll
－－－－ 

E8F 

言
r、4ト

富



今
永
・
内
田
：
南
足
柄
市
域
の
箱
根
火
山
古
期
外
輪
山
北
部
の
地
形

7
0
 

図阻嘉一緩ehh傾斜（百騨腿NlN図

EDDDF 0
 

rE 
DDq 

ロOU
。。∞

<
D
 
工

DONF 

E8q 

8
 
"' 

g
 
"' 

e、4z
 



Bull. Kanagawa Pref. Mus., No. 19, March 1990 

矢倉岳付近を流れる滝沢川・内川・狩川

調査地域内には，足柄層群分布地域内を流れる滝沢川， 箱根古期外輪山溶岩と足柄層群との

境をなす内川断層に沿って流れる内川， 箱根古期外輪山溶岩分布地域内を流れる狩川の3河川

がある。 これら 3河川がほぼ平行して流れる地域で， これらの流路と平行な垂直面にこれらの

キ
nv 晶、

加 0

600 一一一一一一一一『一一一~～一－~τーー

iぜ品よ～ー
町 ii／ 、＼
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図4 金時山ー明神岳問の尾根の東西方向垂直面への投影図
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河川を投影してみた（図 3）。狩川と内川は，内川が狩川より常に数十m高いところを流れてい

る（今永，1976）。匂配を比べて見ると図の純［JI［内では，滝沢川の匂配が l,000分の 117と急で

あるが，約JII，内川，両河川の傾斜は， l,000分の46と緩い傾斜である。矢倉岳北問斜面では，

滝沢川と内川の谷頭が錯綜している。両河川の谷頭の浸食地形を詳細に見ると 3 滝沢川の流路

の両わきが内川の支谷により浸食されて滝沢川が尾根を流れているような筒所があり，滝沢川

が内川より先に流路を持っていたと思える地形を示している（図3）。 3河川は北から南に順に

低い位置にあり，北側の河川から南側の河川に下刻作用が移り変わったものと推定される。こ

れらのことは足柄山地の相対的な降起を示すものと考えられる。

金時山と明神岳の聞の鞍部

金時山から明利1岳にかけての外輪山の尾根は，周囲の外輪山に比べると 一段と低い高度を示

している。この間の外輪山の尾根を東西方向の垂直面に投影した（図4）。尾根の高度は，900

mから l,ooomの聞である。尾根は， 雁行する東北東一西南四方向の小尾根が複合してできて
おり，尾根を切る東北東一四南西の平行した小断層の存在が推定される（図中の破線〉。明神岳

から火打石岳にいたる尾根筋は， このような小断層の511~、影響のもとに形成されていると思わ

れる。他方明神岳から火打石岳にいたる尾根筋の 950m付近の傾斜の変換点は，狩J11から南に

延びる南北方向の断層（内田 ・今永，1989）による地形であると考えられる。

まとめ

箱根火山の古期外輪山溶岩流と火砕岩層の互層からなる尾根は， 南足柄市域内においては北

に行くほど緩傾斜を示している。明神岳と火打石岳の聞から北に延びるN3の尾根以西に， 尾

根の平坦な面が広く分布している。 N3の尾根の東側を北北東に延びる線を境に構造的な境界

があると推定される。滝沢川， 内川， 狩J11の河川地形からみて足柄山地の箱根火山古期外輪山

溶岩地域に対する相対的隆起量を示すものと考えられる。金時山と明神岳聞の鞍部は，東北東

一西南西方向の小断層により切られその影響のもとに形成されたと推定される。
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神奈川県産ヤブマオ属の検討

城 ) I/ 1rn f}~ 

（神奈川県立｜専物館〉

Studies on the Boehmeria from Kanagawa Prefecture 

Shiro KIGA w A 

Summary 

The genus Boehmeriαis one of the common representatives of the lowland and hill 

flora of Japan. This studies are attempted to recognize morephologically natural spe-

cies of Boehmeria in Kanagawa prefecture. 

1. New taxa detected from Kanag旦waon this studies (name is pseudonym) 

① Boehmeria jaρonica var. sagamiana (Sagami yabumao) 

This taxon will be close to B. jaρonica, but differs from it in its almost simple 

and lobate leaf. The hairs on the veins of the und巴rsurface of the leaf are 

patent. The distribution range is throughout Kanagawa prefecture except the coast. 

② Boehmeria platanifolia var. velutinosa (Mitusuge meyabumao) 

This taxon will b巴 clos巴 toBoehmeria Maximowiczii. That is characteristic 

in its trilobated leaf and dense puberulous on the veins of the under surface of 

the leaf. 

① Boehmerz・αρlatanifolia var. Jうseudomaximowiczii(Hirakige meyabumao) 

This taxon is characteristic in its patented hair on the veins of the under sur 

face of the l巴afand that is tend to trilobate leaf. 

① Boehmeria jaρant・cavar. rotundifolia (Manmaru-yabumao〕

This taxon is characteristic in its orbicular leaf. The S巴rrationof the leaf mar 

gin is very short and duplicate-dentate. The hairs on the veins of the under 

surface of the leaf are patent. 

2. Problematic taxa to examine 

① Boehmeria ja1うonicavar. (Usuge yabumao pseudonym) 

This taxon may be Boehmeria jaρonica var. longisρica. B. ja1うonicais one 

of the most variable species of Japanese Boehmeria. This taxon that is widely 

distributed throughout Kanagawa is very variable in its leaf shape, the hairs on 

the veins of the leaf are almost sparse constantly. 

① Boehmeria sp. (Hakone akaso pseudonym) 

This taxon is similar to J . tricusρis on the leaf shape, for it is reasonable to 

consider that this taxon is hybrid origin between B. tricusρis and B. gracilis. 

But Hakone where is the distribution range of this taxon is peculiar area that 
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many sorte species had b巴巴ner巴atecl. So that, it is necessary to reserch whether 

th巴 taxonhave not originated from r巴volutionof B. gracilis. 

① Boehm,erz・G hisρidura Blume. and Boehmeria arenicola Satake 

They are recognized distinct species. But they are considered to be identical 

taxon originally. They are close to B. biloba, but differ from it by there rounded 

leaves with large cr巴nationor crenate serrations. The shapes of their leaves are 

so variable that can not discriminate as distinct speciese. 

① Boehmeria sρicαta var. microρhylla Nakai 

It is a problematic matter wheth巴rethe diploid race of Boehmeria sρicata is 

var. micro1うhylla.Though it was obscure that the sexual diploid race of B. sρicata 

grow in Kanagawa, many sp巴cimenswith male inflorescences were collected from 

the west巴rnarea of Kanaga wa prefecture. 

⑤ Boehmeriaρla tanぴoliaFr. et Sav. 

This species is characteristic in its trilobated leaf. It was clarified that B. 

ρlatanifolia and B. Maximowiczii are identical by Yahara. The taxa that are 

characteristic in their trilobated leaves are recognized plural. They are, for example, 

Bρlatanifolia var. velutinosa and B.ρlatanifolia var.ρseudomaximowiczii. 

It is considered that B.ρlatanif olia will be blended taxon which is characteristic 

in trilobated leaf. 

はじめに

日本産ヤブマオ属については佐竹氏義輔氏の研究により一応の分類体系が完成しているよう

に見えるが，その分類検索表によってヤフーマオ属の値物の同定を試みても混乱して結論を得る

ことができないものが多L、。 その後， 大井次三郎氏や北村四郎 ・村田 源氏著作文献のヤブマ

オ属部分では逐次検討が加えられているがそれらに依っ て もヤフーマオ属は 理解し史ff~ ＼， 、植物群で

ある ことに変りはない。阿部作一氏の細胞学的研究によりヤフーマオ属の分類困難なグ、ループは

いずれも無配生殖を営む倍数体であることが 明らかになっている， それが形態的に多くの複雑

な変異をもたらす理由である ことがわかってきた。

矢原徹一氏はこれらの研究結果を検討しつつ近代的分類学の手法によってヤフーマオ属の解明，

特に擾新な形態学的変異をもたらしている要素とその分化の過程を明らかにするための優れた

研究を進めている。 氏は更に「神奈川県植物誌1988」のヤブマオ属をその新しい観点から記！述

している。 著者は矢原氏の諸論文に啓発され， 神奈川県産ヤフ。マオ属の検討を試みつつある。

その過程で得たいく つかの知見をここに報告する。

I. ヤフ’マオ属分類研究の混乱と取り組み

ヤブマオ属は複雑な変異をするために形態学的な把擦が 困難であるだけではなくヤフ。マオと

コアカソの学名上の混乱やヤブマオ， メヤブマオなどの基準標本の実体が不明確なままにさま

ざまな解釈がなされてきたこと， そしてヤブマオ， オニヤフーマオ，ニオウヤブマオ，サイカ イ

ヤフーマオ等の和名も東大と京大の標本室では違 う扱いがなされていたという事実などが混乱に

拍車をかけたと思われる。矢原氏が明らかにしたところでは コアカ ソ 〔Boefmeriasρicata 

Thunb.）の基準標本はコアカソとヤブマオの混合であったし東大標本室のオニヤフ会マオが京大

標本室のヤフ’マオに あたり東大標本室のニオウヤフーマオが京大標本室のオニヤブマオにあたる
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ものであったという。

ヤフゃマオ類の多 くの植物が ~f[f;配生殖を営む倍数体であるために普通に有性生殖を営む1植物と

は比較にならぬ複雑な変異をする。その変具に舷惑されて植物の形態学的分類の基礎資料が各

地域で充分に蓄積されていないように思われる， 加えて研究史上の混乱によってヤフ。マオ属植

物分類は他の植物群に比べて著しく未整理の状態にある。

if!Vc、配生殖の植物は相互に生殖的隔：xrnの状態にあり，それぞれの変異が定着しやすい環境にあ

る。従って地方ごとに変異に富む必然、性がある。細胞学的アプローチの重要性と共に地域単位

で豊富な資料を詳細に検討することが特に重要であろう。「神奈川県植物誌1988J作成のために

集められたヤフーマオ属の証拠標本を資料として主に葉の形質に重点をおいた詳細な検討を試み

たところ 、 葉裏の主JV~の毛の質は分類群によって固有な傾向を示すものがあるこ とを確認した。

これは矢原氏がラセイタソウの葉柄、葉裏主脈に出る基背llの／J影らんだ鎌形の毛をラセイ タソ ウ

雑種起源植物のマーカーとしてJ足え，この仲間の把握を容易にしたとい う成果に学んだ。一般に

植物の毛はその疎密について著しく変異の大きいものがあるが質については 比較的安定な形質

であ り，その把握は分類群の識別にしばしば効果的である場合が多く， ヤブマオ属もその例外

ではないよ うである。

2. 新分類群と考えられる神奈川県産ヤフ’マオ属植物

(1) サガミヤブオマ（仮称） Boehme円・asp. Fig. 1. A～c. 2. 3参照
特徴a.業の下部から上部に向かつて次第に鋸歯片が粗大になるが欠刻状にはならない点ヤ

フーマオ型である。 b.鋸歯片の先端がよく発達して伸びる点はメ ヤブ型に近し、。 c.釧歯はほ

とんど重鋸歯化しない。 d.葉裏主脈の毛は疎に聞出する。 e.葉質はII英質である。 f.花穂

は細い。 g 分布は沿海地に少なく内陸に多L、o h. 分布個体数はかなり多L、。 以上の特徴の

うち最も重要なのは d.鋸歯片がよく伸びること。 c 鋸歯はほとんど重鋸歯化しないこと。

d 業裏主脈の毛の質である。毛の質は微細な相違ではあるが他の葉形の形質と よく連動する

ので keyとして重要である。これらの特徴によってこの種類は認識しやすい分類群であり分布

個体数も多くまとまっているので変種のレベルで‘扱うべきものと思われる。従来， ヤブマオか

メヤフ事マオが日照の悪い条件で生育し重鋸歯化が進まなかった植物と見られていたもののよう

であるが， これは毛の性質と業型の特質から明らかな固有の分類群であると判断される。参考

標本産地 ；横浜市，川崎市， 津久井町， 相模原市，藤野町，清川村，松田lllJ, 南足柄市， 真鶴

岡I，山北町，愛川町， 湯河原町，厚木市，小田原市，伊勢原市（湘南地区，横須賀地区の標本

は未調査であるが県内全域に分布するこ とは間違いないと推測される〉

(2) ミツゲメヤブオマ（仮称） Boehmeria sp. Fig. I. D～E, 1参照

特徴a 葉の先の鋸歯片は著しく粗大化しほぼ完全な 3裂状になる。 b.葉裏主脈は細軟毛

が密生してビロード感がある。 C田葉の質はII覧質であるが個体により厚郊の変異がある。以上

の特徴からこの種類は極めて認識しやすい分類群である。ただ， 神奈川県における分布イl~I体数

は少なく標本が充分には得られていない。 6点の標本は何れも内陸の山足で得られている。 花

穂、などについての調査は未完であるが変種のレヘルて、扱うべき分類群であることは間違いない

ものと思われる。筆者はこの植物が佐竹氏のオオメヤフゃマオに該当するものであろうと考えた

がオオメヤブマオの実体が不明確なので本種に関してはミツゲメ ヤブマオと仮称しておくこと

にした。オオメヤブマオに関する見解は別に述べる。仮称は葉裏の密毛に因んだ。 参考標本産
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地，相模原市，清川村，愛川IIIJ，山北町

( 3) ヒラキゲメヤブオマ（仮称） Boehmeria sp. Fig. 2. F～G, 3. 4参照

特徴a.業の先の鋸歯片は著し く粗大化してほぼ完全な 3裂状になるものが多いが 3裂状の

不明瞭なものまで変異がある。 b.葉裏主脈の毛は細く， 聞出してやや繊細な感がある。 c 

葉の質は膜質から紙質まで個体により差がある。 この類の業形は神奈川県のヤフゃマオ類のなか

で最も分布個体数の多いウスゲヤフ、マオ（仮称．後述〉のオオメヤブ型および メヤブボマオ型と

ほとんど変らない， しかし葉裏主脈の毛の質は明らかに異なる。神奈川県内の標本は8点だけ

しか得られていないが， これらの標本でみる限りウスゲヤフ守マオのようなヤフ守マオ型の変異品

は見られず3尖裂型が多い点も特徴の 1つに挙げることができる。 この種類についての広域の

調査は未完であるが， たまたま四国高知県の標本を見る機会があり全く同じ分類群に所属させ

るべきものがあったのでこの類が広〈 分布していることを知った。仮称は葉裏主脈の毛の聞出

に因んだ。参考標本産地 ；横浜市，厚木市，城山市，松田町3 山北町，小田原市，箱根町

( 4) マンマルヤブオマ（仮称） Boehmeria sp. Fig. 2. H～J ' 1. 2参照

特徴a 業の先の方の鋸歯片は殆ど発達しないo b.鋸歯片は重鋸歯化を示す。 c. 葉形は

円形を示す傾向が強L、。 d.業裏主脈の毛は短毛がやや密に開I±＼する。 e.業の質は膜質であ

る。鋸歯が低く重鋸歯が目立たないので一見するとハマヤブボマオに似ているように見える。典

型的なものでは真円に近い葉形を示すので極めて認識しやすい分類群である。参考標本産地 ；

横浜市，川崎市，開成田］

2. 検討すべき問題種として仮称を与えた分類群

( 1) ウスゲヤブオマ（仮称） Boehmeria sp. Fig. 3.参照

ヤフ守マオそのものである可能性も高いがヤブマオの実体はわかりにくく， 業形の似ているも

のを総称してヤブマオと呼び， ヤフ守マオには変異が 多く多形であると総括されている傾向があ

るので， ここには神奈川県で最も普通に産する少毛型のヤフ守マオに対しウスゲヤブマオの仮称

を与えて検討課題と した。特徴a.葉の先の方に向って鋸歯は粗大化する。 b.粗大化した鋸

歯片にはよくやj'Iびるものから殆ど伸びないものまで変異があるが何れの場合も重鋸歯化が示さ

れる。 c.葉の先はやや3裂状のもの（Fig.3. N）から全く 3裂状を示さないものまで変異が

激しし、。 d. ~€形は縦に長い卵形（Fig.3. L）から幅の方が広い腎円形（Fig.3. M, 0）まで変

異がある。それは個体間の変異だけて、はなく， 同じ株の葉でも着く位置によって広い変異を示

すものがある（Fig.3. K)0 e 業裏主脈は短く鋭い毛が伏すか斜上する。毛は!Pliが普通である

が殆ど無毛に近いものからやや多いものまである。 しかし、密毛状のものはなし、。 本種の葉型

は多型であるためにヤフーマオと同定されるものやマルパヤブマオと同定されるものやメヤブマ

オと同定されるものまであるが， その変異は連続している。 一つの株で業の着く位置によって

ヤフ・・，オ的であったり メヤフマオ的であったりするこ とも稀ではない。少なくとも葉裏主脈の

毛の質については共通し，連続する葉形を示すこの一群は同一分類群と見倣すべきであろう。

ヤフ守マオの実態は不明確であるが，葉裏は多毛と理解できる文献の表現が多い。矢原氏によれ

ば東日本ではラセイタソウの影響をうけたものが多くなりヤブマオは稀であるという。西日本

のヤブ、マオ型かと思われる ものが2点得られているが それらを同一分類群とするのは無理があ

ると考えられるのでウスパヤブマオの仮名を与え今後の検討課題と した。
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Fig. l. A～C サガ ミヤブマオ 〔仮称） 1/5 
2～3 サガミヤブマオ築義主脈の毛
D～E ミツゲメヤフ’マオ（仮称） 1/5 

1 ミツゲメヤプマオ業哀主脈の毛
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Fig.2. F～G ヒラキゲメヤフ’マオ（仮称） 1/5 

3～4 ヒラキゲメヤブマオ禁裏主脈の毛

H～J マンマノレヤブマオ〔仮称〕 1/5
1～2 マンマノレヤブマオ業哀主脈の毛
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(2) ハコネアカソ（仮称） Boehmeria sp. Fig. 4, P～X参照

本種は箱根の小塚山を「｜ゴ心に箱恨地区だけに分布するもので形態的に見てアカソに類似する

グサコアカソの一型である。 矢原氏はこれらの標本についてアカソとクサコアカソの雑種起源

の1植物とされている。 形態的に見て納得できる面もあるが，多くの個体を観察すると鋸歯の尖

鋭化と重鋸歯化の状態は異常なものも多く， 同じ地域に大型化 ・円形化した型（Fig.4. Y）の

小群落もあり p この地域でクサコアカソの多型的な変異が生じたと考えることもできるように

思われる。

ヤブ、マオ属の変異の方向はどの種においても類似の点が多い（Fig.3. M とFig.4. X）。鋸歯

の粗大化，鋸歯の先鋭化，重鋸歯化，葉型の円形化， 大型化などである。交雑による以外にク

サコアカソにこれらの幾つかの変異がはたらき， 地域を別にした類似型の発生は考えられない

との検討課題として本種にハコネアカソの仮名を与えておくこととした。

Fig.4. P～X ハコ不アカソ（仮称〉
y 箱根小塚山に見られるクサコアカソの円形化した変異型

4. 神奈川県産ヤフマオ属のその他の問題

( 1) ウスバラセイ タイソウ Boehmeriahisρidura Blumeとハマヤフマオ B.arenicola 

Sa takeの関係について Fig.5.参照

和名のウスパラセイタソウは籾山氏の採集品をタイプとした B.tenuifolia Satake Vこ名ず

けられたものであるが矢原氏はB hisρiduraにこの和名を用いている。恐らく B.tenuifolia 

は B.hispiduraのシノニムとされたが B.hisρidura.につけられた小泉氏の和名ウスパオ

ニヤフ手マオの 基礎の名オニヤブマオに混乱した事情があるところからそれを避けウスパラセイ

タソウを採用、さわしたものであろ う。 B.tenuifoliaの基準産地は鎌倉であり，佐竹論文で B.

hisρiduraの参考標本には久内氏の横浜の採集品が挙げられている。また， B.arenicolaの

基準標本は籾山氏の湯河原吉浜での採集品である。 いずれも神奈川県には極めて縁が深い。 し

かし この 2種について神奈川県産の標本で同定を試みても境界がはっきりしなし、。佐竹氏の

原著論文に示された両者の相違点は葉の大きさと形および鋸歯の形状である。ハマヤフ守マオは

葉が広卵形で鋸歯の幅が広くその割合に高さが低し、。 ウスパラセイタソウは葉が楕円形で鋸歯

の幅が比較的狭く，高し、。同論文には P.tenuifoliα，B. arenicolaのタ イプ標本の写真と線

画が添えられているが筆者には種を分けるほど相違を認めることはできなし、。 B.tenuifoliα 

の写真の一部の葉と B.arenicolaの線画の葉形にはほとんど差がない。矢原氏は両種につい

て鋸歯の形状の違いには触れず葉の形態と 2裂の出現頻度の相違を挙げている。 しかし，ヤブ
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マオ属の各種の葉形の変異が著しいこ とは両種に極めて密接な関係のあるラセイタソウの葉の

変異（Fig.5. A～C）を見ても明らかである。従って B.tenuif olia, B. arenicolaを種の レ

ベルでは分けるのは無理であると考える。 ただ，岡部氏によれば B.hisρiduraもB.αreni

colaも 2n=42 とされているが矢原氏は大島産ヤブマオ属の染色休数狽｜！定の 結果として B.

hisρduraは 2nニ 42,B. arenicolaは 2nニ 56であるとされている。さらに今後の検討を必

要とするが， この細胞学的結果にかかわらず筆者は形態学的分類によって両者を同一種とする

方が妥当であると判断する。

(2) コアカソ B.sρicata Thunb.とコパノコアカソ B sρicata var. microphylla Nakai 

の関係について Fig.6.参照

神奈川県にはコアカソの有性生殖型が分布するかどうか不明確で‘あった。岡部氏はコバノコ

アカソの染色体数の測定に湯河原の資料も使っているが3 矢原氏は有性生殖型の神奈川県にお

ける分布は未確認である としてその可能性だけを述べている。従って 「神奈川県植物誌1988」

は神奈川県の相模川以西に分布する小型のコ アカ ソについてコパノコ アカ ソ類似品として分布

図を示している。しかし，神奈川県相撲川以西の各地で改めてコアカソの調査を行なった結果，

この地域のコアカソがほとんど雄花序を伸ばし稔性日のある 花粉を生産していることを知った。

稔性は花粉のアセトカーミン染色によ った。それらの調査によって神奈川県相模川以西の山岳

地周辺には広くコアカソの有性生殖型が分布することを確かめ得た。
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コパノコアカソの基準標本は伊豆天城で採られているが花序のない茎葉だけの標本で葉の大

きさ以外の特別な形質は知られていなし、。 しかし有性生殖型コアカソは葉が小さいということ

から有性生殖型のコアカソがコパノコアカソであるとする見解が，多少の疑問をはさみながら

も， 定着しつつあるよ うである。今回3 有性生殖型コアカソの多くの椋木を得て（Fig.6上段〉

それを矢原氏の論文に示されている愛媛東赤石山の無配生殖型コアカソ （Fig.6下段〉と比較す

ると葉形にかなりの相違があり， 神奈川県産両性生殖型コアカソが平均的に小型であるこ とは

疑いなし、。 しかし，佐竹氏の論文によればコパノコアカソの葉長は 1.5～3 cmである。今回，

調査した両性生殖型コアカソの葉長は3～8cmであり（Fig.6上段〉 それに該当するものはご

く僅かであって， すべてをコパノコアカソとするのは無理がある よう に思われる。 コパノ コア

カソの特徴形質については 生殖現象にまでも発展させないで， コアカソの小葉品とするのが最

も妥当である。 従って， コパノコアカソはほとんど両性生殖型であるという表現は正しいが両

性生殖型コアカソをコパノコアカソとするのはどうかと思われる。 しかし，前述したように神

奈川県産両性生殖型コアカソと矢原論文に示されている愛媛県東赤石山の無配生殖型コアカソ

の葉形を比較するとかなり明らかな相違が認められる。 もし， この相違が地域的変異によるも

のでな く両性生殖型と無配生殖型の遺伝性に基づくものであるならばこの両者は形態学的にも

同ーの分類群とすべきではないと考える。両性生殖型に対し新しい分類群としての取扱いが必

要で，それにコパ ノコアカソを当てるのは便宜的な措置と言えるであろう。
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Fig.6. コアカソ （B.spicata) 2/5 

上段神奈川県産両性生殖型コアカソ

下段 愛媛県東赤石山産無配生殖型コアカソ（矢原氏論文より転写〉

(3) メヤプマオ B.ρlatanifoliaFr・.et Sav.周辺の問題について

大井次三郎氏， 北村四郎氏，村田 源氏等の文献ではメ ヤブマオについてその典型的なもの

の葉先は3尖裂するものとして示している。従ってメヤフーマオは3裂型という認識が定着しつ

つある。しかし，佐竹氏の論文に添えられているメヤブマオのタイプ椋木のスケッチは葉先の 3

尖裂していないものである。矢原氏の研究によれば佐竹氏はメヤブマオを3尖裂しない型である

と認識されていたから 3尖裂型のオオメヤブマオB maximowiziiを記載された，しかしメヤ

フーマオのタイプは正に典型的な 3尖裂型であったという。 だからメヤブマオとオオメヤフマオ

とは学名上同じものを指していると考えられる。以上のような認識を持った上て、神奈川県産の

ヤブマオ類を調べた結果3 メヤフーマオおよびオオメヤフゃマオについて筆者は次のよ うに考える o

a. 神奈川県において葉先の 3裂するヤフーマオ類には4つの系統がある。カ タバヤフ＊マオ，ウス

ゲヤブマオ（仮称〉，ヒラキゲメヤフゃマオ（仮称〉， ミツゲメヤブマオ（仮称〉の4系統である。

カタパヤブマオを除くそれぞれの 形質については前述の 2の「新分類群と考えられる植物」お

よび3の「検討すべき問題種」の項に記した。 カタノ汁プブ、マオはラセイタソウ系の一種ですで

によく 知られている。 ウスゲヤブマオは：典型的な 3尖裂型を示すことは稀であるが葉型の変異

は最も激しし、。そのために個体によってメヤフ守マオと同定されるものが含まれる。矢原氏が文

献に葉形を示したヤフ守マオ、 メヤブマオと連続する変異の区切 りからいえばヤブマオに所属す

るのがほとんどであるがかなり 3裂のめだつもの（Fig.3. N）もでてくる。ヒラキゲメヤブマオ

は明らかな 3裂型（Fig.2. F）が多いが3裂の不鮮明なもの（Fig.2. G）も含まれる。 ミツゲヤ

フ、マオは現在得られた標本でみる限り鮮明な 3裂型のみである（Fig.1.D～E）。従って，従来
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メヤフーマオ， オオメヤフーマオとされてきたものには少なくとも 3つの兵なる分類群が含まれて

いたと考えられる。

b 佐竹氏のオオメヤブマオの記載にはその葉裏脈上の毛について 1W；毛か細軟毛か開出剛毛が

あるとしている。 毛の事｜：密については一般に変異が激しい場合があるから多くの分類群で無毛

かそれに近いものを認めることは稀ではない， しかしミ ツゲメヤフーマオについてはその状況は

認めにくし、。また， 同一分類群で細軟毛か開出剛毛の両方を考えることは不合理である。これ

について，細軟毛はミツゲメヤブマオ， 無毛はウスゲヤフーマオ， 開出剛毛はヒラギゲメヤフοマ

オまたはカタパヤブマオを想定すれば矛盾がない。

c.佐竹論文のメヤフFマオ B.ρlatanifoliαのタイプ標本のスケッチの葉形はウスゲヤフPマオ

にも ヒラギメヤフゃマオにも現れる。 しかし， ウスゲヤフやマオはたとえ類似の業形を示したとし

てもメヤフ守マオではなくヤフポマオの一型とすべきである。 メヤフwマオとオオメヤフやマオが同じ

ものとするならばその両方の葉形を示すのはヒラキゲメヤフ＊マオであってミツゲメヤフーマオで

はない。従ってメヤフーマオの実体はヒラキゲメヤブマオにしぼられることになる。

d. 3尖裂型だけを示すものにオオメヤブマオ B.maximowiziiを当てるならばミツゲメヤ

フ’マオが正しくそれに該当し得るものと考える。

学名規約上の複雑な問題はとにかく， 笑休としてのメヤブ、マオ， オオメヤブ‘マオの問題は以

上のように考えればかなりすっきりしたものになり，葉の切れ込みの多少の違いで一つの標本

がヤブマオになったり，メヤブマオになったりする混乱は避けることができる。

5. 神奈川県産ヤフマオ属検索表

神奈川県産ヤフホマオ属については「神奈川県植物誌1988」に矢原氏が新しい観点に基づいた

検索表を示しているので今後検討を進めるよりどころとして貴重な文献となる。それに基づき，

筆者の見解を加えた検索表を示す。

A.葉は互生（カ ラムシ亜属〉

B.茎の上部や葉柄に著しい聞出毛がある。茎下部の葉まで業裏は雪白色の綿毛がある。

B. 茎上部や葉柄の毛は斜上する。

c. ~案裏は白色の綿毛があり白L 、 。

c.葉裏は白色の綿毛を欠き淡緑色
A.葉は対生（ヤプマオ亜属〉

ナンノミンカラム シ

カラムシ

アオカラムシ

B. 業の片側の鋸歯は30以上で極めて微細。葉裏主脈の毛は長短不揃し、で， 鋭く長く斜上す

る毛の基部は膨らんでいる。 ラセイタソウ

B.葉の片側の鋸歯は30以下である

c.葉裏主脈の毛は長短不揃いで長い毛の基部は膨らんでいるものがある。
D.鋸歯は単一で葉は先の方でも粗大化せず20以上ある

ウスパラセイタソウ（ハマヤフ..＂＂？＂オ〉

D.葉の先の方は鋸歯がやや粗大化し且つ重鋸歯化する

葉裏主脈の長い毛は斜上する。葉は卵形～卵円形 トウゴクヤブマオ

D.葉の先の鋸歯が粗大化して 3裂状になることがある。業裏主脈の長い毛は目立って

開出，弓曲する。葉は巨大化する傾向がある カタパヤブマオ
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c.葉裏主脈の毛は均質で同じ長きである。
D.葉は明らかに先の方が3裂状である。

E. 花序の毛は密で，そう果の毛は長い

F.葉裏主脈は細毛が密生してビロード感がある。 ミツゲメヤブマオ（仮称）

F.葉裏主脈は細L、毛が聞出する ヒラキゲメヤブマオ（仮称〉

F.葉裏主脈は鋭く短い毛が伏すか斜上する〈普通は疎〉

ウスゲヤブ、マオ オオメヤブ型（仮称〕

E.花序の毛は疎で，そう果の毛は短い ハコネアカソ（仮称〉

D.葉の先の方の鋸歯は組大化するが3裂状ではない

E.葉裏主脈の毛は斜上する

F.鋸歯はよく重複化し，先は件lびないので業は円形に近い

ウスゲヤブマオ メヤブ型（仮称〉

F. 鋸歯は葉の先の方に向かつてあまり粗大化しなし、。葉は卵形～卵円形。

ウスゲヤブマオ ヤブマオ型（仮称〉

F.鋸歯は葉の先の方て、粗大化し不規則になり鋸歯の先はよく伸びる

花序の毛は比較的疎でそう果の毛は短い ハコネアカソ（仮称〉

E.葉裏主脈の毛は聞出する

F. 鋸歯は葉の先ほど粗大化しょく重鋸歯化する ヒラキゲメヤブマオ（仮称〉

F. 鋸歯は粗大化するが殆とや重鋸l~雪化せすeよく伸びてとがる。

サガミヤブ、マオ〈仮称〉

F.鋸歯はほとんど粗大化せず鋸歯片は短いが重鋸歯化を示す， 葉は円形になる傾

向がある。 マンマルヤブマオ（仮称〕

E. 葉裏主脈の毛はやや長く密に斜上する ヤブマオ

D.鋸歯は葉の先の方まで粗大化せず，ほほ揃っている。普通，重鋸歯化しない。

E.業の片側の鋸歯は20以上ある。

F.葉質は厚し、。葉裏主脈は細毛が密生してビロー ド感のあるものが多し、。そう果

の毛は長い ツクシヤブマオ

F.葉質は薄L、。葉裏主脈は短毛が疎に伏すか斜上する。花序の毛，そう果の毛は

伏す。 ナガバヤブマオ

E. 葉の片側の鋸歯は20以下である

F.葉質は厚く， しばしば葉の片側に耳状突起を出す。葉裏主脈は短毛が疎に伏す

か斜上する。そう果の毛は長い。 コヤブマオ

F.葉質は薄い。そう果の毛は短い。

G.茎は木質化し（低木〉枝は混みあう。葉の片側の鋸歯数は7が多し、。業の基

部は鋭いくさび型傾向， 花序の毛は伏す コアカソ

G.葉の下部が木質化し， 葉の片側の鋸歯数は9～10が多い。葉の基部のくさび

型は鋭く なし、。 花序の毛は立つ傾向がある。 オオバコアカソ

G. 茎は木質化しないか基部だけ僅かに木質化する。葉の片側の鋸歯数は12が多

い。葉の基部は広いくさび型または円形。葉裏主脈の毛は聞出する傾向があり，

花序の毛は立つ クサコアカソ
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おわりに

神奈川県産ヤプマオ属の標本を検討するにあたり， 当初はその多形， 多様さに圧倒されほと

んど個体ごとに分類することになりかねないと危倶したが， 次第にヤブやマオ属も全く ;tnr、原則に

多形化しているわけではないと思うよう になった。 幸いに神奈川県産ヤブマオ属については

「神奈川県植物誌1988」編纂のために多数の標本が蓄積されていることと同蓄のヤブマオ属の執

筆をこの属の専門家である矢原徹一先生が担当して下さったために労せずして基本的な理解を

持つことができたという条件に恵、まれた。問先生の執筆さわした文献によってこの取組みができ

たことを記して矢原先生に深く感謝申し上けブこい。 また多形なヤブマオ属を調べるには多数の

標本に援することが， 他の植物とは比較にならぬほどに重要である， その豊富な標本を集めて

下さった神奈川県植物誌調査会の皆さんに厚くお礼を申し上げる。最後にこのヤブ守マオ属への

取組みを温かく励まし助言して下さった籾山泰一， 高橋秀男，大場達之， 勝山輝男の各先生に

改めて深謝申し上げる。
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トゲキクアザミ（タンザワヒゴタイ〉について

勝 0-1 輝 男

（神奈川県立博物館〉

Notes on Saussurea triρtera var. hisauchii 

(Compositae) in Japan 

Teruo KATSUYAMA 

Abstract 

Taxonomical studies were made on the Saussurea triρteァαcomplex.Results given 

were as follow. 

1. Japanese species, Saussurea sρinulifera (Japanese name, Toge-!?z・！？uazami) that 

distributed in Mt. Tanzawa, Mt. Kintoki and Mt. Ashitaka was revised Saussurea 

triρtera var. hisauchii. 

2. Mt. Mitsutoge population of Saussurea triρtera var. hisauchii was regarded as 

hybrid Saussurea triρtera× sinuatoides. 

はじめに

タンザワヒゴタイは久内清孝が丹沢塔ヶ岳で採集したものにもとずいて， S.Hisauchii 

Nakaiと命名され（中井， 1931)，後に北村 (1935,1937）はこれをヤハズヒ ゴタイの変種 S.

triρtera Maxim var. hisauchii (Nakai) Kitamuraとした。しかし， その実体は不明な点

が多く混乱していた。東大に保管されているタンザワヒゴタ イのTYPEを調べたところ， これ

はトゲキクアザミ と同ーのものであった。

トゲキクアザミは丹沢，箱根金時山， 愛鷹山に分布し，従来 S.spinulifera Franch.とさ

れていた。しかし，北村 (1978）はノミリ博物館の s.sρinuliferαFranch.の TYPEがキク
アザミ S.ussuriensis Maxim.であることを確認し， トゲキクアザミはヤハズヒ ゴタ イの変

異の中に含める ものとしたが，種以下の分類単位は定めていない。

今回，ト ゲキク アザミとヤハズヒゴタイの変異を検討した結果，トゲキクアザミ（タンザワヒ

ゴタ イ〉はヤハズヒゴタイの変種とし，学名は S.triρtera Maxim. var. hisauchii (Nakai) 

Kitamuraを使用することにした。また， 三ッ 11倖産のタンザワヒゴタイとされていたものはヤ

ハズヒゴタイとタカオヒゴタ イの雑種群であることがわかった。 これらについては「神奈川県

植物誌1988」に書いたが， 詳細な報告はしていなし、。そこで，ヤハズヒゴタイの変異を含めて

報告する。

1. トゲキクアザミ （タンザワヒゴタイ〉

Sαussureα tripterαMaxim. var. hisαuchii (Nakai〕 Kitamura, Acta Phytotax. 
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Geobot. 4: 6, 1935; Kitamura, Mem. Coll. Sci. Kyoto Univ., ser. B, 13: 170, 1937; Hara, 

Enum. Sperm. Jap. II, 250, 1952; Sugimoto, Keys Herb. Pl. Jap. rev. ed. I, 711, 1978. 

Saussurea hisauchii Nakai, Bot. Mag. Tokyo 36: 518, 1931. 

Saussurea triρtera Maxim. form. hisauchii (Nakai〕Ohwi,Fl. Jap. rev. ed., 1392, 

1965. 

Saussurea sρinulifera Franch., Bull. Herb. Boiss. 5: 538, 1897; Matsumura, Index 

"Pl. Jap. II, 663, 1912; Makino et Nemoto, Nippon Shokubutu Soran, 91, 1925; Kitamura, 

Acta Phytotax. Geobot. 4: 9, 1935; Kitamura, Mem. Coll Sci. Kyoto Univ., ser. B, 13: 

184, 1937, Hara, Enum. Sperm. Jap. II, 249, 1952; Ohwi, Fl. Jap. rev. ed., 1392, 1965; 

Sugimoto, Keys Herb. Pl. Jap. r巴v.ed I, 711, 1978. 

Japanese name: Toge-kiku azami (Makino et Nemoto, 1925). 

Distribution: Mt. Tanzawa and Mt. Kintoki (Kanagawa pref.), and Mt. Ashitaka (Sizu-

oka Pref.). 

タンザワヒゴタ イ S.hisauchii Nakaiは久内清孝が丹沢塔ヶ岳で採集したものが TYPE

に指定されている。図 l，図2はこの TYPEの写真であるが，葉は三角状卵形で倶ij方にバイオ

リン状の湾入はなく， 総、在は小型で， 片は4～ 5列，先は尾状あるいは針状の突起物がなく，

トゲキクアザミの平均的なものである。

図3，図4は科博に保管されているタンザワヒゴタイの CO-TYPEと書かれている三ッ峠産

の標本であるが， 葉の側方に小さいながらも湾入があり， 総在も大きく ，総在片の先は尾状に

長く伸び， 明らかに異なるもので， これは後述するヤハズヒ ゴタイとタカオヒゴタイの雑種と

推定される。

中井 (1931）はタンザワヒゴタイについて，タカオヒゴタイ S.sinuatoidesや S.niρρonica 

に近縁なものと書いている。 これは COTYPEに近い記述である。北村 (1935,1937）はタンザ

ワヒゴタイをヤハズヒゴタイの変種S.triρtera Maxim. var. hisauchii (Nakai) Kitamura 

とし，散房花序が疎らで， 総菅の長さ13～15rnmで片が6～7列し，茎に翼のほとんどないもの

としている。これもCO-TYPEに基づいた記述で‘ある。大井 (1956）もヤハズヒゴタイの品種

に格下げしているが， 内容は北村 (1937）と同じである。奥山 (1961）正宗 (1974）も同様に

扱っている。タンザワヒゴタイの図を載せているのは寺崎〔J.979）だけであるが， 総在片を反

曲させているので， タカオヒゴタ イと誤認している可能性がある。しかも寺崎（1979）のタ カ

オヒゴタイの図はキクアザミを描いている。

このよ うに丹沢産のものをに TYPE指定したにもかかわらず，多くの記述が CO-TYPEに

基づいて書かれてしま ったために， タンザワヒ ゴタイの分類は混乱してしまった。 しかも三ッ

峠では， 後述するよ うにヤハズヒゴタイとタカ＝オヒゴタイの雑種が形成され， きわめて複雑に

なっている。

一方 S.sρinulifera Franch.はSavatierが箱根で採集したものに基づいて，Franchetによ

って記載されたものである。トゲキクアザミの和名は牧野 ・根本(1925）により S.sρinulifera 

に対してつけられたもので，「葉はキクアザミのごとし。頭花は狭円柱形。総状様散房花序。総

在片は卵状披針形，有龍骨， 刺端，辺縁くも毛を布く」とある。おそらく Franchetの記載よ

り記述し， その内容から トゲキクアザミと名付けたものと思われる。沢田 (1935）はトゲキク

アザミが箱根金時山と愛舵山に産することを報告している。
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図l Fンザワヒゴタイ Shisauchiiの TYPE

標本（TI 丹沢塔ヶ岳 久内清孝採集〉

図3 タンザワヒゴタイ S.hisauchiiの
CO-TYPE標本（TNSNo. 35875甲

斐三ッ峠 Aug.8.1930久内清孝採集〉

図2 タンザワヒコダイ S.hisauchiiの

TYPE標本の頭花

図4 タンザワヒゴタイ S.hisauchiiの

CO-TYPE標木の頭花
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ザ

B 

図5 トゲキクアザミ（タンザワヒゴタイ） S. tr伊teravar. hisauchiiの革姿。いずれも葉の基部

が心形で，側方にノミイオリン：伏の湾入はなし、oA：葉が最も心形のもの。翼は発達していない

B：業の基部が浅心形のもの。契がよく発達している C：葉の形が細長いもの。この形は珍
しい D ：よく成長した個体。頭花は30数個つけ，業も大きく円心形。スケーノレは10cm
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図6 ヤハズヒ コダイ Saussureatripteraの草姿。A～C：富士山産。 D～C：南アノレプス産。
業には湾入があったりなかったり変異が著しし、。スケーノレはlOC皿
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北村 (1935,1937）も トゲキクアザミを S.s戸nuliferaFranch.とし箱根金時山，丹沢

蛇ヶ岳， 三 ッ峠，愛鷹山を産地としてあげている。 大井 (1956）も同様に扱い， 以後これが定

着していた。

しかし前述したようにノξリ博物館の S.sρinulifera Franch.の TYPEは，キクアザミ

S. ussuriensis Maxim. であることヵ：q在誌！さ ；hた（~t村· ， 1978）。

総、在は小型から中型で， 片は5～6列。図2や図11のAに示したよ うに総在片の先は鋭頭で

あるが， 尾状に尖る ことはなし、。ヤハズヒ ゴタイでは産地によって異なるが， 片の先は必ず尾

状または針状の突起物になるので明確に区別することができる。

根生葉は三角状卵形で基部は心形，側方に湾入が入ることはない。図1のTYPEがもっとも

標準的な草姿と葉の形をしている。図5のAのように葉の基部が深く心形になるものもあるo

Bは葉の基部があまり深く心形にならないもの。 Cはやや特異な形をしたものである。このよ

うにトゲキクアザミ （タンザワ ヒゴタイ〉の葉の形はあまり変異がなく， 図5のように鋸歯緑

になったり，波状に浅裂したり， バイオリン状の湾入が入ったりして葉の形が定まらない他の

ヤハズヒゴタイとは大きく異なる。

茎の翼は図5のBのようによ く発達するものがあるが，Aのよ うにほとんどないものもある。

花序は通常図1や図5のAのように数個がやや疎らにつくこ とが多いが， 生長の良いものでは

図4のDのように散房状に30数個つけるものもある。

このように トゲキグアザミ（タンザワヒゴタイ〉はヤハズヒゴタイに近縁のものではあるが，

葉や総直片の形でヤハズヒゴタ イとは明瞭に区別できる。

トゲキクアザミ（タンザワヒゴタイ〉の分布は丹沢の標高 1,300m以上の主稜線（塔ヶ岳，丹

沢山，蛭ヶ岳，檎洞丸， 大室山，菰釣iJ_f〕，箱根金時山，愛ll.('G山に限られている。三ッ峠には後

述する富士山型のヤハズヒゴタイやヤハズヒゴタイとタカオヒゴタイの雑種群と思われるもの

はあるが， トゲキクアザミはない。大菩薩連111筆の南にある黒岳からトゲキク アザミ が報告され

たことがあるが， これも総在片の先が尾状に尖っているのでヤハズヒゴタ イである。科｜専や東

大にある トゲキクアザミの標本で，上記の産地以外のものはすべてヤハズヒゴタイであった。

和名の トゲキクアザ ミは s.sρinulifera Franch.についてつけられたものなので，適切な
和名ではなし、。しかし，タンザワヒゴタイを用いると， 後述する三ッ JI市のものと混同する恐れ

があるので， 和名はト ゲキクアザミ を用いたし、。 学名はヤハズヒゴタイ全体の分類が不十分な

ので，今後組変えられる可能性はあるが，北村(1937）のタンザワヒゴタイに対する S.triρtera 

Maxim. var. hisauchii (Nakai) Kitamuraをあてるのが適当である。

2. ヤハズヒゴタイ ×タカオヒゴタイ

Sαussureαtripterα × sinuαtoides, Katsuyama, Flora of Kanagawa 1988, 1290, 1988. 

Saussurea hisauchii Nakai, Bot. Mag. Tokyo 36: 518, 1931. 

Saussurea triρtera Maxim. var. hisauchii (Nakai) Kitamura, Acta Phytotax. Geobot. 

4: 6, 1935; Kitamura, Mem. Coll. Sci. Kyoto Univ., ser. B, 13: 170, 1937. 

Saussurea trゆteraMaxim. form. hisauchiz・（Nakai)Ohwi, Fl. Jap. rev. ed., 1392, 

1965. 

Distribution: Mt. Mitsutoge (Yamanasi Pref.). 

タンザワヒゴタイの産地としては三 ッ1h告がよくあげられるが， トゲ、キクアザミは三ッ 11序には
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ない。三ッ峠には山麓から標高 L600m位までタカオヒゴタ イが分布している。 山頂周辺には

富士山型のヤハズヒゴタイと思われるものから， 総在片の先が反り返るものもあ り， タカオヒ

ゴタイまで連続した変異を示し， ヤハズヒゴタイとタカオヒゴタ イの雑種群が形成されている

と考えられる（図7～図10）。科学博物館にあるタンザワヒゴタ イの CO-TYPEと書かれてい

る三ッ峠の標本（図3，図4）はこれらの雑種群と思われるものの 1つの型である。タンザワ

ヒゴタイの特徴と して総在が大きいこと， 茎に翼がないこと，総在にくも毛があることがよく

書かれているが，これらはタカオヒゴタイの性質であろう。

タカオヒゴタイの産地は東京， 神奈川とされていることが多いが， 三ッ峠の標高l,500 m以

下に多産する。科博の標本には櫛形山 (1949.9. 18奥山， 丸山TN S81930；この標本はタンザ

ワヒゴタイとされているがタカオヒゴタイそのもの〉や四尾連湖（1960.7.21大村敏郎 TNS 

154801）のものもあるので， 山梨県内の低山地に広く分布しているようだ。 ヤハズヒゴタ イと

タカオヒゴタイの分布が重なるところでは同様の雑種群が形成されている可能性がある。

3. ヤハズヒゴタイの変異

ヤハズヒゴタイ S.triρtera Maxim.は富士山，三ッ峠，御坂山塊，南アルプスの高山とそ

の前衛の山々，八ヶ岳，奥秩父から大菩薩連嶺に分布している。 きわめて変異に富み， その分

類は難しく混乱している。今回各地の標本を調べてみたところ， 富士山，南アルプス，奥秩父

の3つのク。ループに大きく分けられた。

富士山のヤハズヒゴタイは総在が長さ10～13凹， 巾5～7Illlilで，片は5～6列，片の先は短

く尾状凸端となる（図11のB，図12〕。総在中片や外片の背部に褐色毛が生じることがあるが，

ないものもある。花序は密な散房状で，頭花の数は比較的多L、。茎の翼はよく発達する。葉は

三角状卵形で， 側方の湾入はあったりなかったりする（図6のA, B, C）。

S. triρtera Maxim. は Maximowiczii(1874）によって，富士山で採集された標本に基

づいて記載されたものである。 Franchet(1875〕 も s.tバρteraiMaxim.を報告している
が， 産地が箱根と 日光になっているので， これはヤハズヒゴタ イではなかったものと想像され

る。

したがって富士山のものが典型的なヤハズヒ ゴタイ（狭義〉と思われる。 この型の分布は富

士山， 御坂山地，三ッ峠， 南アルプス前衛の山々に限られている。御坂山地や三ッ峠のものは

花序が疎らになり，大菩薩付近から奥秩父の型に移行する。

南アルプスの亜高山帯に産するものは， 総在は中位の大きさで， 片は5～6列。総在片の先

は尾状に長く伸び， 外片の長さは内片の 1/2以上ある点で富士山のヤハズヒ ゴタイ と区別でき

る。総菅片の突起は基部の幅が広く， 針状でない点で奥秩父のものと区別できる。総在片は紫

色を帯びることが多し、。花序はややまばらな散房状で，茎の翼はあまり発達しなし、。葉の側方

の湾入はあることが多L、。これはいわゆるミヤマ ヒゴタイやタカネ ヒゴタイである。 （図6のD

E，図11のC，図13)

ミヤマヒゴタイ S.kai-montana Takeda form. major Takedaは武田（1910）が南アル

プスや八ヶ岳のものにつけたもので，その高山帯に産する小型のものをタカネヒ ゴタイ S.kai-

montana Takeda form. minor Takedaとした。武田（1935）はミヤマヒ ゴタイを葉脚が著

しく茎に沿下しないこ とでヤハズピゴタ イと区別しているが，多数の標本を比較すれば，或は
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図7 三ッi峠のヤハズヒゴタイ×タカオヒゴタ イ

S. triptera x sinuatoidesの頭花。総を片が

直立するもの

図9 三ッ峠のタカオヒゴタイ
S. sinuatoidesの頭花

図8 三 ッ峠のヤハズヒゴタイ Xタカオヒゴタ イ

S. triρtera×sinuatoidesの頭花。総毛主片が
聞出するもの

図10 三ッ峠のヤハズヒゴタ イXタカオヒゴタイ
S. triptera x sinuatoidesの標本
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両者を合一するのが至当となるかもしれないと書いている。

中井 （1931）は南アルプスと八ヶ岳の高山に産するもので， 頭花が大きくなり茎の先に1つ

だけつけるものをシラネヒゴタ イ S.kai alρina Nakaiとして分けた。

北村 (1935,1937〕はこれを S.triρterαMaxim. 1種にまとめ，それぞれ変種として次の

ように整理した。

Saussurea triρtera Maxim.ヤハズヒゴタイ

var. mαj or (Takeda) Kitamuraミヤマヒゴタイ

var. minor (Takeda) Kitamuraタカネヒゴタ イ

var. kaialρina (Nakai) Kitamuraシラネヒゴタイ

大井 (1956）はこれらを品種に格下げしているが，同じように扱っている。

しかし，南アルプスや八ヶ岳では亜高山帯にミヤマヒゴタイ， 高山帯にタカネヒゴタイやシ

ラネヒゴタイがあり，頭花の数， 大きさともに連続している。したがってミヤマヒゴタイ，タ

カネヒゴタイ，シラネヒゴタイは1つの分類群と思われるが，今後の検討課題としたい。

奥秩父のものは，総笹は小型で細長く， 総在片の先が急に針状に長く尖ることで，富士山や

南アルプスのヤハズヒゴタイと区別できる（図11のD，図14）。 花序は疎らな散房状。茎の翼は

あまり発達しなし、。業は細長く，側方に湾入はあったりなかったりする。十文字峠あたりでこ

の傾向がもっとも強く， 南にくるほど富士山のヤハズヒゴタイに近づく。大菩薩峠付近では両

方があるようだ。

中井 (1931）は金峰山や八ヶ岳にあるもので， 業が細長く， 花序が分岐して数個でて，頭花

が小さいものをキンブヒゴタイ S.kinbuensin Nakaiと名付けた。東京大学にあるキンブヒ

ゴタ イのTYPEは，頭花が小さく，総菅片の先は針状に尖り，この型である。 北村 (1937）は

キンブヒゴタイ S.kinbuensis Nakaiをタカネヒゴタイと同じものとしているが， 図11のD

のように総在外片は内j十の 1/4しかなく ，タカネ ヒゴタイとは異なる分類群である。植松(1982〕

のヤセヒゴタイ S.triρtera Maxim. form. linearis H. Uematsuもおそらく同ーのものと

思われる。

4. まとめ

ヤハズヒゴタイ群は以上のように，富士山型（狭義のヤハズヒコゴタイ〉，南アルプス型（ミ

ヤマヒゴタイ， タカ不ヒゴタ イ， ツラネヒゴタイ〕，奥秩父型（キンプヒゴタイ〉， トゲキクア

ザミの4つの分類群にわけられた。 しかし3 南アルプスや奥秩父のものは手持ちの資料が乏し
く，さ らに検討する必要がある。また， 北村 (1976）は伊豆七島の御蔵島の御山で採集された

ものをミクラジマトウヒレン S.triρtera Maxim. var. mikurasimensis Kitamuraとし，

ヤハズヒゴタ イ群に 1変種を追加した。 ミクラジマトウヒレンについては， 富土山の狭義のヤ

ハズヒゴタイに近いものか， トゲキクアザミに近いものか，それとも S niρρonica系のキン

トキヒゴタイに近いものか，興味があるところであるが3 頭花のついた標本を見る機会がなく ，

本稿ではとりあげられなかった。これらも含めてヤハズヒゴタイの種内の分類は不十分であり，

今後の課題としたい。

本稿をまとめるにあたり，東京大学付属植物園， 科学博物館， 都立大学の標本を閲覧させて

いただいた。関係の先生方に厚く御礼申し上げます。 トゲキクアザミとタンザワ ヒゴタイ につ

いては，神奈川県植物誌1988の調査の際， 不明な点が多く， 北村四郎先生には直後トゲキクア
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図11 総葱片。左端が最外片で右にいくほど内似｜！のもの。 A：トゲキクアザミ （タ ンザワ ヒゴタイ〉
S. triptera var. hisauchii B：ヤハズヒゴタイ S.triptera （富士山型） c：ヤハズヒゴタイ
（南アノレプス型 ；ミヤマヒ ゴタイ S.triρtera var. major) D：ヤハズヒゴタイ S.triρtera 

（奥秩父型〉
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言通
二 当号、

図12 ヤハズヒゴタイ S.triptera （篤土

山型〉の頭花

一← 
一一一

一

一
一

一一一

図13 ヤハズヒゴタ イ （南アノレプス型，い

わゆるミヤマヒゴタ イs.かむりteravar. 
major）の頭花

図14 ヤハズヒゴタ イ S.triptera （奥秩父型）の頭花

99 



100 勝山 ：トゲキクアザミ〔タンザワヒコタイ〉について

ザミについての不撲な質問の手紙を書いた。折り返し丁寧な返事をいただき， これが本研究の

きっかけとなった。 また， 現千葉県立仁｜コ央博物館の大場達之博士や神奈川県立博物館の先輩諸

兄からは， 楠物誌調査から今日にいたるまで， たえず暖かし、ご指導をいただいた。皆様に厚く

御礼申し上げます。
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A Synonym in the Mordellid Genus Cl争α

(Insecta, Coleoptera) from the Ryukyus 

Masatoshi T AKAKUWA 

(Kanagawa Prefectural Museum〕

琉球産オピハナノミ属の l同種異名

トカラオビハナノミ Gliρa masatahai CHuJoはトカラ列島中之島で1960年に得られた 1

合を基に記載されたものだが，今回その基準標本を見る機会に恵まれたので，交尾器を含む形

態を検討したところ，台湾から屋久島にかけて分布オるザウテルオピハナノミ G.sauteri Pie 

と同一種であることが明らかとなった。それゆえにここでは， 前種を後極のシノニムとして認

め，分類学的な整理を行った。

なお，ザウテルオピハナノミ50頭の標本を基に地域的な変異を検討したところ， 中之島産と

屋久島産は上麹後方の灰白紋が斜向する傾向が著しく ， また中之島産は一般に体が小形で上姐

は後方に急、に狭まること， 中之島など北の産地のものは上遡基半部の左右の紋が互いに近づく

傾向の強いことなどがわかった。 しかし， いずれの特徴も地域的に固有なものとは限らず，し

たがって亜種として区別する必要を認めなかったO （高桑正敏〉

Abstract The type specim巴nsof two mordellid beetles, Glipa masatakai CHuJδ 

and Glipa sauteri Pie, are figured. The former species is treated as a junior synonym 

of the latter. 

A mordellid sp巴cies,Gliρa masatahai CHuJo, 1960, from Nakanoshima Is. of the To-

kara Islands of the Ryukyus has hitherto been treated as an independent species (No-

MURA, 1966・TAKAKUWA,1985) or a subspecies of G. sauteri Pie, 1911〔NoMURA,1963). 

However, the true taxonomical situation of this species has not yet been clarified, 

because it has not only been rediscovered but also an allied species, G. sauteri, is 

distributed in the type locality of G. masatahai. Recently, I have had a chance to 

examine the type specimen of G. masatahai through the courtesy of Prof. Masataka 

SATo. In the result, it became clear that G. masatahai is a mere pubescent variation 

of G. sauteri. Therefore, the former species will be arranged herewith as a junior 

synonym of the latter. 

Before going further, I wish to express my hearty gratitude to Prof. M. SATo of Na 

goya Women’s University for his constant guidance and encouragement on the present 

study, and to Dr.]. J. MENIER and his neighbors, Museum National d’Histoire, Naturelle, 

Paris, for their kindness in permission to examine Pie’S Collection of Mordellidae. De巴P

JOI 



102 TAKAKUWA: Synonym in GIψa from the Ryukyus 

£ 

r哉
1 2 

'-'" 

、，4酢

ゅ． 

3 4 

Figs. 1-4. Glipa sauteri Pre.一一一1.G. sauteri，合，fromNakanoshima Is.; 2. G. masatakai 
( = G. sauteri), type, ('.) ; 3. G. sauteri，合，fromTaiwan ; 4. G. sauteri, typ巴， ♀．
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Fig, 5. Male genitalia of Glipa masatakai ( = G. sauteri), type. (Scale: O. 5mm.〕

thanks are also due to maロyJapanese巴ntomologistssuplying with materials. 

Glipαsαuteri Pie 

Glipa sauteri Pie, 1911, Deutsch. Ent. Nat.-Bibl., 2 : 190.一一－K8No,1928, Trans. Sapporo nat. Hist., 

10 :31; 1936, Fauna Nipponica, 10 (8-1〕：15,18, fig. 10.一－NoMURA,1963, Icon. ins. japon. Col. 
nat. ed., 2:247, pl. 124, fig. 9; 1966, Ent. Rev. Japan, 18:47.一一一TAKAKUWA, 1976, Elytra, Tokyo, 
3: 15 ; 1985, Col巴opt巴raof Japan in Color, 3:379, pl. 65, fig. 25. 

G!ipa (Macroglui戸a)sauteri sauteri: NOMURA, 1967, Ent. Rev. Japan, 19 :8. 

Glipa masatakai CHむ10,1960, Niponius, Takamatsu, l (8〕：1,fig. - NoMURA, 1966, Ent. Rev. Japan, 

18:47.一一TAKAKUWA,1985, Coleoptera of Japan in Color, 3:379. (Syn. nov.) 
G!ipa sauteri masatakai ・ NOMURA, 1963, Icon. ins. japon. Col. nat. ed., 2:247. 

S1うecimensexαmined in my collection. Taiwan: 3♀♀，Kenting Park, 3. V. 1971, K. 

SAKAI leg. ; 1♀，Sulo near Palin, 19. VII. 1978, T. SHIMOMURA leg. ; 5合合4♀♀，Sankuang,

17-28. VII. 1978, same, Ishigaki Is.: 1♀，Yonehara, 4. VI. 1973, K. AKIYAMA leg.; 1合，

same, 16. VI. 1973, J. KoMIYA leg. ; 3合合，same,19. VI. 1973, K. AKIYAMA leg., Amami-

Oshima Is. : 1♀，Ohgachi, 26. VI. 1968, K. SAKAI leg. ; 1合，Hatsuno,24. VI. 1971, H. 

TAKESHITA leg.; 1♀，same, 28 31. VI. 1972, M. KusoKr leg. ; 10合合1♀，Chuo-rindo,25. 

VI. 1979, T. KAMAKARI leg., Nakanoshima Is .. 10合合，12-15.VII. 197 4. T. SEINO leg. ; 1合，

20. VII. 1975, T. KosAKA leg. ; 1♀，18. VII. 1986, N. KoBAYASHI leg.; 1♀，23, VII. 1986, H. 

FuJITA leg., Yakushima Is.: 3合合l♀，Miyanoura,20 22. VIL 1968, M. T AKAKuw A leg. ; 

1♀，Ohkawa, 24 26. VII. 1976. S. lNoKAWA leg. 

Distribution. Taiwan, Ishigaki Is., Amami-Oshima Is., Nakanoshima Is. of the To-

kara Iss., Yakushima Is. 
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Variation.. The type specimen of Gliρa masatakai from Nakanoshima Is. is ap-

parently distinguished from specimens in Taiwan (type locality of G. sauteri) by the 

following points: 1) body in male smaller, rapidly and almost straightly attenuate api 

cad , 2) elytral posterior whitish fascia not only strongly inclined, 3) but also barely 

connected with basal maculation along suture though very thinly; 4) basal maculation 

of elytron more closed to each other. Of these, 3rd point seems to be somewhat char-

acteristic to the type specimen though in some specimens from Nakanoshima and 

Amami Oshima the fascia fairly extends anteriorly along suture, and the others are 

not always peculiar only to Nakanoshima’s specimens. First point distinctly appears in 

Nakanoshima’s specimens, but is more or less r巴cognizedin specimens from Amami-

Oshima and Yakushima. S巴condoccurs in Nakanoshima's and Yakushima’s usually, 

but also sometimes or rarely in Amami Oshima’s, Ishigaki’s and Taiwan’s. Forth is 

fully variable, rather gradually becomes more distinct towards northeastern region. 
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Discovery of a Splendid New Cerambycid 

of the Genus Chloridolum (lnsecta, Coleoptera) 

from North Thailand 

Masatoshi T AKAKUWA 

(Kanagawa Prefectural Museum) 

タイ 北部から発見されたオオアオカ ミキリ属の美麗な 1新種

伊藤正雄氏によりタイ北部から発見されたオオアオカミキリ属の大形 かつ美麗な 1新種，

Chloridolum (s. str.) z・toiT AI<AKuwA, sp. nov.を記載した。

本種はシッキムから知られる C.(C.) nymρha (WHITE）にきわめてよく似るが，明らかに

細形，通常はより大形で触角は長く，前胸側突起は端が針上に長く突出し，小楯板は凹凸で、し

かも大形個体は十字の刻印を， またそれを欠く小形個体でも正中溝は明らかにより深い， など

の顕著な違いがある。なお本種は夕刻， アカガシ属 ？の1種の大木の幹に見られたという。

（高桑正敏〕

Abstract A new longicorn b巴etle,Chloridolum (s. str.) itoi sp. nov., is described 

from North Thailand. It is very closely allied to Chloridolu1刊（s.str.) nymρha (WHTTil) 

from Sikkim 

Through the kindness of Mr. Kovo AK1YA1vL主， Ihave had an opportunity to examine 

a gigantic and beautiful cerambycid species from North Thailand, belonging to the 

callichromine geロusChloridolum THoMsoN. The specim巴nsexamined in this study were 

collected by Mr. Masao ho on October, 1989. It is very similar to Chlorz・datum(s. 

str.) nymρhα （WH1rn) from Sikkim in the general appearance, however, it became 

clear that it should be new to science by my close examination. In this paper, I will 

describe the splendid new species. 

Before going further, I wish to express my cordial thanks to Messrs. M. ho, K. AK1-

YAMA, K. KuME and H. AKIYAMA for their kind offer of valuabl巴 materialsused in this 

study, and to Mr. T. N11sATo for his kind help in literature. 

Chloridolum (Chloridolum) itoi sp. nov. 

(Figs. 1-3, 5) 

Male. Metallic green to purple except for reddish femora with slightly purplish tint; 

head metallic green usually, often with bluish tint; antennal segments 1-7 or 8 metallic 

cyaneous to purplish blue with apices more or less deeply purplish or entirely purple, 

10.5 
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the remainder almost black with apices metallic bluish green to bluish purple; pro-

notum metallic green to greenish blue with cyan巴oustint, more bluish than in head; 

elytra vivid greenish all over, with weakly blue tint; body beneath metallic golden 

green to greenish blue, tibiae and tarsi metallic bluish green to greenish blue in fore 

legs, metallic cyaneous with purplish tint in middle and hind legs. 

Head strongly nitid except for mandibles which are hardly shiny, with a distinct 

groove running from frons to occiput; clypeus remarkably transverse, very sparsely, 

finely punctate; frons subvertical, slightly convex and concentrically striated in the 

middle, very sparsely, finely punctate, and with few long erect semitransparent hairs; 

vertex with a pair of distinct protrusions laterad; occiput coarsely, transversely stri 

ated at dorsum, sparsely and finely punctate at dorsal sides, rather finely, transv巴rsely

striated at lateral sides, eye large, finely faceted, inferior巴yelobe hemicircular, nearly 

as long as g巴nabelow it which is finely, irregularly punctate. Antenna slender, nitid 

in segments 1 7 or 8, extremely variable in length, 2. 4 -2. 65 times as long as body 

usually, sometimes more short （巴speciallyin small specimens), twice and thereabout, 

1. 65 times in the shortest, surpassing elytr al apex by middle part of 6th usually, some-

times by apical part of 6th to base of 7th in short antennate specimens, relative 

lengths of segments in the holotype as follows : 4.6: 1: 10.4: 13.6: 14.2: 14.7: 13.4: 12.7: 12.1:・

11.7: 19.2; scape robust, conspicuously dilated apicad with the external apex spinous in 

dorsal vi巴w;segm巴nts3 11 more or less flatten巴d,3 or 4 11 longitudinally bi-or tri 

carinulate, 3-10 swelled at each apex, t巴rminalsegment the longest and slender巴st,

with apical portion ar℃uate internally and more or less d巴nselywith semirecumbent 

minute setae. 

Pronotum moderate in shape, a little longer than basal width (15: 14), strongly nitid, 

constricted b巴hindapex deeply and before base shallowly; disc transversely, deeply 

rugose, with two pairs of tubercles, of which a pair is contiguously situated behind 

anterior groove and the other pair is subconical, distinctly larger than the former, 

more widely separated, arranged just before posterior constriction, sides with a pair 

of subconical tubercles, each with a long spine at ap巴x,which is inclined upwards and 

is minutely rounded at the tip. Scutellum triangular, longer than wide, inclined basally, 

strongly nitid, clothed with minute punctures, uneven, coarsely sculptured crosswise at 

antero median to basal area though the transverse carving often disapp巴aredin small 

specimens, coarsely, longitudinally biswelling at postero-m巴dianto basal area. 

Elytra sl巴nder,about 3 times as long as wide, wid巴stjust behind humeri, not lustrous 

except for humeral areas where ar巴 moreor less shiny, v巴rydensely, finely punctate 

all over with a shagreened appearance, clothed with short recumbent scales on lateral 

sides, sparsely with long erect semitransparent hairs on basal area, spars巴lywith semi 

recumbent setae on apical parts, sides almost straightly, gradually convergent poste 

riad, suddenly so with slight curving near each apex which is narrowly rounded. 

Body -beneath lustrous, very densely clothed with short recumbent or semirecumbent 

golden yellow pubesc巴nceexcept for middle areas of abdominal segments 2 5 where 

are sparsely so, also sparsely with semirecumb巴ntor semierect long semitransparent 
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Figs. 1-4. Chloridolum (Chloridolum) spp.一一1.C. (C.) itoi sp. nov.，合，holotype ; 2. same, 
合（shortantennate form), paratyp巴； 3.same，♀，paratype ; 4. C. （仁） nymρha，合，

from Derji!ing, Sikkim. 
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b 

a 5 
Fig 5. Male genitalia of Chloridolum〔Chloridolum)itoi sp. nov.; a. m巴dianlob巴

in lateral view ; b. apical part of median lob巴indorsal view ; c. tegmen in 

ventral view. Scale lmm. 

hairs all over; abdominal segment 5 with apex bisinuate. 

Legs long, nitid exc巴ptfor almost parts of femora which are dull 〔thoughbasal 

areas of hind ones shiny); fore tibia about a half longer than fore tarsus and claw 

combined, slightly longer than or about equal in length to fore femur; middle tibia 

about 1. 3 times as long as fore tibia; hind femur a little exceeding elytral apex usu-

ally, hardly so in small specimens rarely, somewhat longer than hind tibia which is 

fully flattened and is moderately curved inwards; hind tarsus with 1st segment nearly 

a half longer than the following two segments combin巴d.

Genitalia comparatively sl巴日der.Median lobe longer than tegmen (1. 12: 1), strongly 

bent ventrad at apical 3/5; apical piece distinctly longer than basal ones (4:3); ventral 

plate considerably longer than the dorsal, gradually attenuate anteriorly, then rather 

gently, roundly convergent apicad, the tip moderately produced anteriorly; dorsal plate 

with apex rath巴rnarrowly rounded. Tegmen slightly bent ventrad at apical 3/7; para-

mere inclined internally, broadly, shallowly coロcave,sides almost parallel, rapidly, 

roundly convergent near apex which is narrowly rounded, bearing short hairs almost 

all over and long setae near ap巴x.

Female. Body robuster. Antenna 1.1 1. 25 tim巴sas long as body, surpassing elytral 

apex by 8th segment; segment 5 the longest, slightly longer than 3rd which is nearly 

equal in length to 4th ; 6 10th gradually decreasing the length towards apex; the ter-

minal indistinctly arcuate internally, 1. 25 times as long as the penultimate. Each lat-

eral subconical tubercle of pronotum with the spine short and rather blunt in shape. 

Elytra 2. 9-3. 3 times as long as wide, without scales on lateral sides except for apical 

areas. Apex of abdominal segment 5 rounded, slightly bilobed at the extremity. Legs 

shorter and slimmer; hind femora apparently not reaching elytral apex. 
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Body length : 28 50mm (from ap巴xof mandible to e!ytral apex). 

Tyρe series. Holotype，合，nearDoi Saket, ca. 1500-1600m in alt., N. Thailand, 4 

14. X. 1989, M. ho leg. Paratypes ・ 85合合54♀♀，samedata as the holotyp巴． The 

holotype and two paratypes will be deposited in the collection of the National Science 

Mus巴um〔Nat.Hist.〕， Tokyo,and two paratypes so in the collection of Kanagawa Prefec 

tural Mus巴um,Yokohama. The other paratypes are in author’s or collector’s collection. 

Distribution. N. Thailand. 

Th巴 presentnew sp巴ciesis closely related to Chloridolum (s. str.) nymρha (WHITE) 

from Sikkim in general appearance, but is differed from it in the following characte 

ristics . 1) body apparently sl巴nderer,and larger in general, 2) frons slightly convex 

and more or less striated in the middle (in nymρha, it is entirely巴ven),3) a pair of 

protrusions on vertex more distinct, considerably adjacent to each other, 4) each lateral 

tubercle of pronotum with a long spine at the tip, especially in male (in nympha, 

the tuber℃le is almost conical, not so proj巴cteclat the tip), 5) scutellum uneven with 

crossed sculpture in large sp巴cimensor de巴pmedian groove in small ones (in ny1何ρha,

it is nearly even with a shallow median groove), 6) elytra and legs remarkably slen-

derer, 7) median lobe of male genitalia with ventral plate distinctly longer than dorsal 

one (in nymρha, the ventral plate is a little longer than dorsal one), and so on. 

Notes. This new cerambycid species gathered around the trunks of full grown trees 

of Cyclobalanopsis? sp. at dusk. Their habit seems to resemble that of Japanese 

Chloridolum (Parachloridolum〕jaρonicum(HAROLo) which occurs on the trunks of 

Quercus acutissima CARRUTHERS to eat sap at night, though this new species entirely 

disappeared on the site at night. 
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On a Deep-Sea Species of the Anomuran Crab, 

Lithodes turritus Ortmann (Lithodidae, Crustacea) 

from Sagami Bay 

Kensaku MURAOKA 

(Kanagawa Prefectural Museum) 

相模湾で得られたイバラガニ（甲殻上綱，異尾下目 ， タラバガニ科〉について

十脚甲殻異尾類のタラハガニ科のイバラガニ Lithodesturritus Ortmannを相模湾の深海

から1989年11月20日にカニ籍てー得ることができた。採集海域は神奈川県小田原市の沖合い，水深

500 mからである。 この付近はこれまでにも短尾類のタカアシガニなどとともに，異尾頒のタ

ラバガニ科のニホン イバラガニやクモエピ科のホクロツノコシオ リエビなどがカニ寵てい得られ

ている（Muraoka,1989). 

イバラガニについての最初の報告は1892年 Ortmannによってなされたが， この標本は甲殻

のみで，現在の神奈川県藤沢市に位置する江の島に店を出していた骨董屋から 購入したもので

ある。甲殻の大き さに関する測定値の記載はないが，甲殻（背面〉 の図，特に糾の形態から判断

して，十分成長した個体と思われる。

第2番且の報告は， 1913年lこBalssによ ってなされている。調査個体は3個体で，いずれも

雌で，しかも幼形であるが，このうちの 1個体は相模湾の水深600mから得られている。この標

本のうちの l個体は甲長23lIIIIlc額練を含まなしつ，甲 111高の24皿の大きさである。 これらの標本は
額練，背甲上の赫，剣脚，歩脚が非常に長いが， これは幼形の特徴でもある（Sakai,1971；安

原他， 1987）。

今回，小田原沖で得られた標本は，相模湾からは Balss(1913）以来のことで， これが第3番

目の報告となる。本標本は，甲長175lIIIIlc額糠を含む〉，甲l隔135lIIIIlの却で，Ortmann(1892）や
Sakai (1971. 1976）の記載や図と比較して， 甲殻や牒の形態，糾の背甲上の位置などはよく一

致する。また，錯脚は右が大である。歩脚は左右て事長さが相違し，左の各歩脳lは右の同じ対の

歩脚と比べてやや短L、。特に第2歩脚はその相違が顕著である。 これら左の各歩脚は何等かの

原因で欠損し，その後に再生したためと思われる。

また， Baba(1986）は東シナ海で得た雌の襟本について写真を添えて報告している。 この標

本写真（写真は裏焼きで印刷されている ．馬場氏私信によ る〉でみるかぎり，左の第1歩脚は

他の歩脚と比較してやや短いが， これは， これまでの報告から推察して再生後間もないためと

考える。（村岡健作〉

I had an opportunity to examine a deep-sea anomuran crab which was obtained by 

the use of the crab trap in Sagami Bay. The specimen is assigned to Lithodes turritus 

Ortmann (Lithodidae, Anomura). This species has been previously collected and des 
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cribed in some occasions from the Japanese waters. From Sagami Bay, it has been 

described only twice by Ortmann (1892; original description) and Balss (1913). 

This short report deals with a brief account and illustrations on the third record of 

L. turritus from bathyal depth of Sagami Bay. 

The following abbreviations are used in this paper・ CL, carapace length including 

rostrum in millimeters; CW, carapace width in millimeters measured at the widest 

part of the carapace. 

Family Lithodidae 

Lithodes turritus Ortmann, 1892 

Japanese name: Ibaragani 

Pis. 1-3 

Lithodes turritus Ortmann 1892: p. 321, pl. 12, fig. 26 ; Balss 1913, p. 73. pl. 1, fig. 11, figs. 42-45; 

Sakai, T. 1971, pp.10-11, 32-33, pis. 4, 9, 11, fig. 2, map. 2, Sakai, T. 1976, pp. 693-694, pl. 

240, 243, fig. 376; Baba, 1986, pp. 210-211, 306, fig. 156; Yasuhara et al. 1987, pp. 27-28, fig. 2. 

Material: 1 male, CL, 175mm; CW, 135mm. Off Odawara, depth 500m, crab-trap; 

Nov. 20, 1989. Collected by Mr. S. Tanigawa, an expert fisherman. 

Diagnosis: Carapace is sparsely covered with small tubercles with several spines. 

The spines are relatively short and conical in form. The gastric and cardiac regions 

have each four spines. The branchial region has two spines in the middle portion 

and two smaller ones on the lateral surface. The marginal spines of carapace inclub 

ing postorbiral region are 20 in all, of which four are small and side by side along 

the posterior portion. 

The rostrun is long and relatively slender,' and provided with a pair of long acces-

sory spines on the middle portion. The distal portion is bifurcated and their tips are 

sharply pointed. 

The chelipeds are asymetrical; the right chelip巴dis much longer than the left one. 

The ambulatory legs are subcylindrical in the shap巴 andconsiderably long. The first 

ambulatory leg is slightly shorter than the two succeeding pairs. In each pair, several 

spinules are found on the upper surface and along both anterior and posterior mar引ns.

The abdomen is broad and triangular in the form. The first abdominal segment of 

the male sp巴cimenis concealed beneath the posterior margin of the carapace; the sec・ 

ond abdominal segment is composed of three plates. The third to fifth abdominal 

segments are well distinguished; th巴irmedian portion is replaced by a grained mem-

brane. Th巴sixthabdominal segment is oval in form, the distal margin of which bears 

four tiny spinules. The seventh abdominal segment is very short. 

Remarks: This species was originally described and figured by Ortmann (1892〕based

on the specimen with carapace only. The specimen was purchased at the antique shop 
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in Enoshima, Kanagawa prefecture. The seconq description was made by Balss (1913) 

based upon the juvenile female specim巴nsfrom Sagami Bay; their carapace and the 

thoracic appendages are armed especially with long spines. The present male specimen 

is the third r巴cordfrom Sagami Bay at the depth of 500 m. In the general features, it 

agrees well with the description and figures given by Sakai (1971), and also with the 

description of the female specimen from East China Sea, west of Yaku-shima, by Baba 

(1986), except for the minor differences, such as some additional small spines along 

the lateral portion of carapace and somewhat low巴rswellings of carapace. These 

differences probably due to the growth and the sexual variations. 

This anomuran crab was carrying a small stalked barnacle on th巴 basalportion of 

the second ambulatory leg. 

Distribution: Japan, known only from the Pacific side of Honshu, Shikoku (Boso 

Peninsula to Tosa Bay) and East Chaina Sea. Depth, 200 to 800 meters. 
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Explanation of Plates 

Plate 1-3. Lithodes turritus Ortmann. Male from the bathyal d巴pthof Sagami Bay. Carapace 

length including rostrum, 175 mm, carapac巴 width,135mm. 

Plate 1, A entire animal, dorsal view. 

B: v巴ntralview. 

Plate 2, C: carapace, dorsal vi巴W.

D. carapace in lat巴ralview. d': a stalked barnacle attach巴dto the basal portion of 

th巴 firstright ambulatory leg. 

Plate 3, E: abdomen. 
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